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序

四国 4県に匹敵する広大な面積を有する岩手県は、埋蔵文化財の宝庫と言わ

れておりますが、これら先人達が遺した貴重な文化遺産を保護し、後世に伝え

ていくことは、県民に課せられた責務でもあります。

また、一方では幹線道路網や農業基盤整備など、社会資本を充実させること

も行政上の重要な施策となっております。このため埋蔵文化財の保存・保護と

地域社会の進展との調整や調和が今日的な課題でもあります。

こうした見地から、 (財)岩手県文化振興事業団では埋蔵文化財センターの創

設以来、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課による調整と指導のもとに、

道路建設や農地整備などによってやむを得ず、消滅していく遺跡について発掘

調査を実施し、記録保存する措置をとって参りました。平成14年度は、県内22

市町村におよぶ53遺跡に対して発掘調査を実施いたしました。

調査した遺跡の時代区分は、後期旧石器・縄文・弥生・古墳 。奈良・平安時

代、中世、近世までと多時期に亘っておりますが、この中で特に注目される遺

跡としては、昨年度からの継続調査をして参りました山形村早坂平遺跡が挙げ

られます。この遺跡は、後期旧石器時代における検出遺構の中から国内最大級

の長さ32.2cmの斧形石器が出土 し注目を集めております。また、住田町館遺跡

からは、県内では出土例の希な縄文時代前期後半の土器 (大木 3・ 4式)を伴っ

た、形状が縦長の長軸10mを超す大形住居跡を検出し、更に縄文時代晩期中頃

の遺跡である北上市大橋遺跡からは、長さ60cmの大形石棒を伴った配石遺構を

検出するとともに、同時期の盛土遺構と捨て場から土器や石器をはじめとする

大量の遺物が出土するなど、貴重な遺跡の発見がありました。その他としては、

北上市金附遺跡で弥生時代の捨て場、水沢市中半入遺跡から5世紀末の住居跡

や平安時代の水田面などの多くの貴重な遺構を検出しております。

この発掘調査略報は、調査本報告書の発刊に先立ちまして、今年度に調査を

行った遺跡の調査概要を収録したものであります。本書が研究者のみならず、

広く多くの方々にも活用され、埋蔵文化財に対してのご理解を一層深めていた

だく一助となれば幸いです。

終わりになりましたが、発掘調査を進めるにあたり、ご協力を賜りました委

託者をはじめ、地元教育委員会及び関係各位に対しまして、衷心より感謝申し

上げます。

平成15年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団
理事長 合 田   武
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平成14年度の調査結果について

平成14年度の発掘調査事業は、年度当初49遺跡 191,636だ を対象としてスター トし、最終的には53遺跡

162,415ポ を調査 して終了 した。委託者の計画変更などが要因となり調査遺跡教は増加 したものの、調査

終了面積は結果的に減少 している。 これは、調査未了によって次年度に繰越さざるを得なかった遺跡が

かなりの数に上ったためである。

今年度発掘調査を実施 した54遺跡のなかで、́特徴的な遺跡を時代ごとに紹介すると次のようになる。

旧石器時代では、北上山地北部の山形村早坂平遺跡 (13)で調査が行われ、後期旧石器時代後半期と考

えられる石刃石器群を中心に、約 2万点に及ぶ石器が発見されている。 この石刃石器群は、在地の豊富

な黒色頁岩を多用 し、大形の石核・石刃を大量につ くり出している。

縄文時代の遺跡の調査は住田町小松 I遺跡 (38)、 胆沢町大清水上遺跡 (6)、 普代村力持遺跡 (3)、

大船渡市長谷堂貝塚 (39)、 北上市大橋遺跡 (27)な どで実施され、各遺跡とも多数の遺構・遺物が発見

されている。 3年 目の継続調査となった小松 I遺跡は、早期末 。前期初頭を主体とする大規模な集落跡

で、住居跡等の遺構が厚い崖錐性堆積物に狭まれ層位的に発見された。前期後葉大木 5式期の円環状集

落として知 られる大清水上遺跡では範囲確認調査が行われ、大形住居跡群のほかに小形住居跡群が分布

すること、南端に遺物包含層が存在することなどが明 らかになった。力持遺跡は前期から中期にかけて

の大集落跡で、今年度分だけで大小併せ100棟強の住居跡が発見された。長谷堂貝塚は中期と晩期にまた

がる集落跡で、中期末葉を中心に、大形の住居跡・土坑などが多数検出されている。晩期中葉を主体と

する大橋遺跡では、 2箇所の大規模な遺物包含層のほかに、 2地点で盛土遺構が発見されている。 この

盛土遺構は、土器などの遺物や焼土 。炭化物を含む土を層状に積み上げたもので、内部から住居跡の貼

り床、石囲炉などが層位駒に検出されている。

弥生時代の遺構 としては、北上市金附遺跡 (28・ 29)か ら前期の遺物包含層、土器棺墓などが発見さ

れている。 この遺物包含層は最大厚が1.3mに達 し、東西約50mの 範囲に広がる大規模なもので、来年度

に調査を再開する予定となっている。

古墳時代の遺構は水沢市中半入遺跡 (30)で 中期の住居跡が検出された。過年度の調査で、堀で囲ま

れた方形の区画帯を中心とした中期の集落跡が確認されており、今回の住居跡はこの集落の東端にあたっ

ている。

奈良・平安時代の遺跡は水沢市杉の堂遺跡 (5)、 盛岡市飯岡林崎Ⅱ遺跡 (20)、 石鳥谷町貝の淵 I遺

跡 (21)、 宮古市島田Ⅱ遺跡 (10)な ど数多 くの遺跡が調査された。奈良 。平安時代の住居跡等が多数発

見された杉の堂遺跡では、貯蔵施設と考えられる一部の竪穴状遺構から穀類・豆類・木の実など多量の

食料が出土 した。志波城跡に近接する飯岡林崎Ⅱ遺跡は平安時代初めの集落跡で、多数の住居跡やそれ

に伴う大量の炭化米などが発見された。貝の淵 I遺跡は区画の堀を伴う平安時代の集落跡で、灰釉陶器、

墨書・刻書土器など稀有な遺物が出土 している。平安時代の大規模な鉄生産遺跡となった島田Ⅱ遺跡で

は、 4年間の調査で200棟を超える住居をはじめ、工房、製鉄炉、鍛冶炉、炭窯などの鉄生産関連遺構が

多数発見されている。

中 。近世の遺跡としては、安代町北の戒館跡 (15)、 前沢町寺ノ上遺跡 (36)な どで中世城館の調査を

実施 したほか、軽米町梅の木沢遺跡 (12)で近世鉄山、平泉町下構遺跡 (40)で近世屋敷の調査を行 っ

た。また、前沢町明後沢遺跡群 (35)で は、奥州藤原氏の時代から鎌倉時代にかけての遺構 。遺物が発

見されている。

平成 14年度調査遺跡の概要は以上のとおりであるが、その詳細については、平成15年度以降に発刊す

る本報告書を参照 していただけれは幸いである。なお、検出遺構、出土遺物とも見込みより少なかった

11遺跡については、本書をもって本報告に代えている。

(調査第一課長 佐々木 勝 )
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I.国土交通省関係
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調査対象面積

発掘調 査面積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(1)仁昌寺Ⅲ遺跡

一戸町小鳥谷字仁昌寺66-10ほか

国土交通省東北地方整備局

岩手工事事務所    ‐

国道 4号小鳥谷バイパス建設

平成 14年 6月 17日 ～10月 4日

6,2501ド

6,250rド

J F30-2061・ NSJⅢ -02

飯坂一重 。原 美津子

一戸町教育委員会
遺跡位置 1:50,000 -戸・葛巻

1.遺跡の立地

仁昌寺Ⅲ遺跡はIGRい わて銀河鉄道 (旧 」R東北本線)一戸駅の南方約4.9km、 平糠川によって形成され

た砂礫段丘の背後の東向き緩斜面に立地 している。標高は211～ 222mで、平糠川との比高は約36mで ある。

現況は畑地・果樹園である。本遺跡の北には沢を隔てて中屋敷上遺跡、南東には今年度までに調査 した仁昌

寺遺跡、仁昌寺Ⅱ遺跡、五月館跡が近接 している。

2。 調査の概要

検出した遺構は竪穴住居跡 6棟、土坑45基、集石遺構 (平安 ?)1基 である。
<竪穴住居跡 > 調査区北部で 6棟検出された。重複や肖1平により壁・床が壊されているものが多いが、平

面形はほぼ円形で、規模はおよそ 4～ 5mと推測される。時期は出土遺物から判断して、中期後葉から後期

初頭の間に属するものと思われる。炉は 5棟で確認され、石囲炉 3基、石組み複式炉 1基、土器埋設複式炉

1基である。

<土坑 > 調査区北部を中心に45基検出された。平面形は円形を基調とし、断面形は皿状26基、 ビーカー状

12基、フラスコ状 7基である。個々の住居跡との関連性は明らかではないが、周辺に位置 している。

<集石遺構 > 被熱 した礫の集合が、竪穴住居跡精査中に検出された。礫の広がりは約 1.5× 1.2mの不整形

で、それらの礫を取り除くと焼土が形成され、一部 レンガ状に硬化 していた。周辺から刀子、鉄滓が出土し

ており、何らかの鍛冶施設であったことが推測されるが、壁と床はかろうじて埋土断面で確認できただけで、

全体像は把握できなかった。形状は不明であるが、断面から推測するに、およそ5,4× 3.lmの広がりであっ

たと思われる。時期は周辺から土師器甕が出土 していることも考え合わせ、平安時代頃のものである可能性

が高い。

<出土遺物> 今回の調査では、縄文時代中期後葉～後期初頭と晩期の土器・石器・土製品、土師器、鉄製

品 。鉄滓、古銭、近世～近代の陶磁器である。出土量は全体で大コンテナ約 3箱分と、遺構数に比べ極めて

少ない。竪穴住居跡内に小～中形の小ぶりな土器が多く残されているのも特徴であろう。床あるいは床上か

ら出土するもののほか、炉の掘り込み部から小形のこと磨・敲石が、また住居跡の壁際から赤色顔料が入っ

た小形の壼が出土 している。
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3.ま とめ

今回の調査では、縄文時代の竪穴住居跡が 6棟検出された。重複の状況と出土遺物から、数時期にわたり

断続的に居住地になっていたことがうかがえる。現況の階段状地形を造成するために大きく削られており、

段差部分では遺構は少なかった。遺構の配置を調査区全体の地形と合わせ見ると、北部は尾根状地形に遺構

が集中しており、この尾根沿いに調査区外へ集落が続いていくものと推測される。調査区南～中央部は緩や

かな落ち込み地形であり、遺構は確認されず遺物も少量であった。

Y=40!220000 Y=40,220000

⇔０９８∞^∞言＝Ｘｌ◆―

‖
X
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仁昌寺Ⅲ遺跡遺構配置図

仁昌寺Ⅲ検出遺構
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事  業  名

発掘調査期 間

調 査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(2)

一戸町小鳥谷字上里47-13ほか

国土交通省東北地方整備局

岩手工事事務所    ‐

国道 4号小鳥谷バイパス建設

平成14年 4月 11日 ～ 6月 28日

7,9421ド

7,9421ド

J F40-0005。 STT-02

飯坂一重・原 美津子

一戸町教育委員会

雅跡版館
き
口
月
さっ五

地

者

在

託

所

委

遺跡位置 1:50,000 -戸・葛巻

1.遺跡の立地

五月館跡は、IGRい わて銀河鉄道一戸駅の南方約5.3km、 八戸自動車道一戸インターチェンジの南方約77

kmの地点に位置し、国道 4号 と町道 (旧奥州街道)に挟まれた丘陵部に立地 している。五月館の南側は平糠

川の断崖を呈 し、東側は数段の急斜面、北側もV字形の断崖、西側は狭い鞍部から山地に続いている。調査

区の標高は約188～ 234mで ある。遺跡の現況は山林であるが、東側下段は畑地である。調査区のうち北東向

きの斜面は、昭和50年代までぶどう畑として利用されていた。

2.調査の概要

五月館跡の調査は平成 13年度から12,450だ を対象として開始され、昨年度は4,508♂ を終了 している。今年

度は南東側の7,942だの調査を行った。今回の調査で検出した遺構は土坑4基である。また、自然地形の曲輪

状平坦地を 7箇所確認 している。調査区南側の国道に接 した低地部分の調査は、地表観察とトレンチ調査を

行った。その結果遺構は確認できなかったので、これをもって調査終了としている。

<土坑 > 4基 検出された。 3基は西側上段部調査区境付近から検出された。縄文時代のものと思われる。

他の 1基は調査区中央部から検出された。平面形は 4基 とも円形で、時期は不明である。

<山輪状平坦地 > 自然地形によるなだらかな斜面となっている平坦地である。北東側に向かって階段状に

7箇所確認 した。

3.ま とめ

今回の調査で五月館跡は縄文時代と中世の複合遺跡であることが明らかになった。五月館は、『二戸志』

によると延暦・弘仁期の遠田公五月に由来するといわれ、遠田公五月が坂上田村麻呂の征討軍に協力し、そ

の軍事拠点として利用されたと伝えられている。また、天正年間に小鳥谷摂津が居城した小鳥谷館が五月館

ともされているが、文書による資料はない。今回の調査では中世城館に関する遺構は確認できなかった。 し

かし調査区外の上段部に掘跡を確認 しており、館が存在 した可能性があると思われるが、その範囲は上段部

に限られるものと推定される。



調査区全景

0                1:2,000              100m

五月館跡遺構配置図

五月館跡検出遺構
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(3)力持遺跡

下閉伊郡普代村第16地割字天拝坂

28番地 5ほか

国土交通省東北地方整備局

三陸国道工事事務所

普代バイパス

平成14年 4月 15日 ～11月 26日

2,4001ド

1,0001ド

」G92-0137・ TM-02

星 雅之・丸山直美・菊池 賢

駒木野智寛・斎藤麻紀子・石崎高臣

普代村教育委員会

ちからもち

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・ 略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置

1 遺跡の立地

力持遺跡は、三陸鉄道北 リアス線普代駅の北約 2 krn、 力持海岸から西に約 1.5km、 力持川の河口付近に見

られる小起伏山地が解析された小規模な谷底平野地形に立地する。標高は55～ 68mで ある。調査区の現況は

畑地、林、荒れ地、宅地である。

2 調査の概要

今年度検出した遺構は、竪穴住居跡111棟、土坑123基、柱穴状土坑30基、焼土遺構14基、列石 1基、集石

6基である。検出された遺構は、出土遺物から縄文時代前期中葉～中期末葉に比定される。

<竪穴住居跡> 今年度の調査区全域から検出されており、旧地形的にみて比較的急傾を呈する場所や、等

高線を切る方向に竪穴の長軸を持つように構築された竪穴住居跡が珍 しくない。主体となる時期は中期前葉

～中葉である。前期と中期に大別 して記述する。

縄文時代前期は、平面形が方形基調を中心に円形を呈するものが少数見られる。規模は 3m程の小形から

10mを越える大形のものがある。遺物は土器や石器を主体に多量に出土する。炉を持つものは地床炉で、壁

際に壁柱穴若 しくは壁溝が巡るものが多い。時期は、中撤テフラ降下以前 (土器から大木 2式期と推定され

る)と 降下後 (円筒下層式期全般)に大別される。特記事項として、前期中葉の 1棟からベンチ状の構造を

持つものが確認されている。

縄文時代中期は、①初頭～中葉 (円筒上層 a式～大木 8a式期)と ②後葉～末葉 (大木 9～ 10式期)に大

別される。主体は前葉～中葉である。①の時期について、平面形は長方形や隅丸長方形を呈するいわゆるロ

ングハウスを主体とするが、大木 8a式の段階で卵形、円形、不整円形などが現れ、ロングハウスは次第に

減少する。規模は 3～ 12mま でのものが見られる。炉は竪穴の構造によりその位置に相違があるものの、竪

穴の長軸線上にのることでは規則性が窺える。種類は石囲炉と石囲埋設土器炉と地床炉があり、炉を複数基

持つ竪穴住居跡もある。概 して花南岩を偏平な形に整形 した後、石の下方 (地面に埋め込む側)を さらに先

鋭気味に仕上げ炉石とし、床面に炉石の形状に則 した掘り方を設けて配置している。

1:50′000 陸中野田

-9-



②の時期について、平面形は円形を基調とし楕円形・多角形があり、規模は3.5～ 9mの ものがある。炉

は、複式炉と石囲炉があり、複式炉を主体とする。

<上坑 > 123基が検出されている。基本的には調査区全体に点在的に分布する傾向であるが、調査区西端

部の急斜面地付近に70基近 くが密集するなど、その占地には考察の余地があり検討課題の一つである。

規模は直径1.5m以上、深さ1.5m以上を測る大形のフラスコピットが多い。底面の中央に単独で副穴を持

つものと副穴から溝が壁に向かって延びるものがあり、溝の本数は 1～ 4本まで見られる。

<柱穴状土坑 > 30基検出された。全て小形のもので、竪穴本体は破壊された竪穴住居跡に伴う柱穴と推定

される。

<焼土遺構 > 調査区中央部で14基検出された。焼上の広がる規模は、30～ 120cmま でがある。周辺の状況

から判断して、屋外炉などではなく、竪穴本体は消失 した竪穴住居跡の炉である可能性が高い。

<列石 。集石 > 列石としたものは、中期前葉の竪穴住居跡の覆土中に大きめの礫が直線的な配列を見るも

のに命名した。集石としたものは、中期前葉～中葉の竪穴住居跡の覆土中に大きめの礫が集められているも

のに命名した。その内の 3基については、集石の中央付近から焼土を検出している。集石の下部から土坑を

確認 したものはない。廃屋墓的な性格の遺構である可能性も考えられ、検討を要する。

<出土遺物 > 遺物は、縄文土器300箱分 (大 コンテナで換算 )、 土製品16点、石器2,698点、石製品137点、

チップ 。フレーク約12箱分、琥珀数十点、黒曜石数点、鹿角製ヘラ 1点、獣骨類、貝類である。土器は縄文

時代早期の物見台式に相当する小片が数点出土 している以外は、前期中葉から中期末葉のものである。大木

8a式が最も多 く、次いで円筒上層 b～ c式、円筒下層 d式の順となる。土製品はミニチュア土器、円盤状

土製品などである。石器は石鏃、尖頭器、石匙、石錐、石箆、削掻器、 ピエス・ェスキーユ、異形石器、磨

製石斧、半円状偏平打製石器、磨石、敲石、石皿、台石、凹石など多種にわたる。石製品は映状耳飾り、石

冠、石刀、石棒、有孔石製品、翡翠製ペンダントなどである。琥珀は全て小破片で、製品での出土は確認さ

れていない。獣骨はシカ、イノシシ、青サメ・ ホウジロゥサメの歯等である。貝類は岩礁性のムラサキイン

コなどが出上 している。

3 まとめ

今年度の調査により、集落の中心部分の様相がより明らかとなってきた。現段階での遺跡の空間占地など

について、 2年間の調査成果からまとめてみたい。合わせて来年度調査に向けての課題を幾つか述べること

とする。竪穴住居跡は、前期全般及び中期末葉が一段高い面に相当する調査区中央より西側に占地されてい

るが、本遺跡が最も隆盛 したと思われる中期前葉～中葉においては、その占地が大幅に広がりをみせる。後

葉については竪穴住居跡自体の検出数も少なくはっきりしない。フラスコピットについては前述 したとおり

であるが、時期により集中的に作られる範囲が異なる可能性も考えられる。捨て場について、昨年度の調査

略報には北部・東部捨て場の 2箇所と記載 したが、今年度一部精査に着手 した東部捨て場と呼称 した空間は

中期中葉を主体とした竪穴住居群であることがわかった。本校をもって訂正とするとともに、遺物の廃屋廃

棄の傾向がより強くなったと判断される。中期中葉までは大規模な捨て場的な一定の空間を形成せず、廃屋

に廃棄される様相であるが、その後の中期後葉～末葉の捨て場の有無については現段階では明確ではない。

墓域についてその所在や実態は不明のままであるが、今年度竪穴住居跡の覆土中で検出された列石 。集石遺

構に廃屋墓的性格を検討する余地があろう。また、 2年間で約550箱分の土器が出土 し、平成15年度調査に

おいても多量の出土が見込まれる。円筒式土器と大木式土器の並行関係などの問題に対 して、寄与する資料

になると思われる。

―-10-―
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遺跡全景

竪穴住居跡群 (前期～中期) 竪穴住居跡群 (中期)

石囲炉を 2基持つ竪穴住居跡 (中期)

力持遺跡検出遺構
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た き さわ ち く

地

者

在
　
託

所

委

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(4)滝の沢地区遺跡群

北上市大堤地内

国土交通省東北地方整備局

岩手工事事務所    ´

国道 4号拡幅事業

平成14年 9月 2日 ～12月 6日

1,6461N

l,646rド

h/1E75-0373・ TS-02

村木 敬・青山紀和

北上市教育委員会
遺跡位置 1:50,000 北上

1.遺跡の立地

滝の沢地区遺跡群は、北上駅から南西に約 3 kmに 位置し、和賀川によって形成された河岸段丘上に立地 し

ている。標高は78m前後で、現況は宅地 。畑地である。

2.調査の概要

今回の調査では、縄文時代の竪穴住居 5棟 。埋設土器 6基・集石遺構 3基・溝 1条 。陥し穴 1基・土坑12

基・焼± 7基・柱穴状ピット196基・包含層 1箇所、時期不明の柱穴状 ピット14基検出された。

<竪穴住居跡 > 縄文時代前期末から中期初頭に属する竪穴住居が 5棟検出された。このうち住居の壁が残

存 し平面形を捉えられたもので円形を呈するものが 2棟、楕円形を呈するものが 2棟ある。炉跡が確認され

た 2棟は地床炉を伴うものであった。それ以外は焼土と柱穴の配置で住居と捉えられたものが 1棟ある。

<埋設土器 > 調査区北側で 6基検出した。包含層中から4基、地山において 2基確認 した。その中には、

石錘が 5点埋納されているものや入れ子があるものがあった。

<陥 し穴 > 平面形は隅丸長方形を呈 し、規模は長さ約 lm× 幅0.7m、 深さ12m、 底面中央に逆茂木痕を

有するものである。

<柱穴状ピット> 調査区南側と中央で時期不明のものが14基検出された。調査区北側では縄文時代に属す

る196基が確認され、上記の竪穴住居内に伴うものも含めている。

<包含層 > 調査区北端で確認され、削平を受けずに残っていた面積約190だがそれに当たる。遺物出土層
は 4層存在 しており、層厚は約30～ 50cmで ある。遺物は主に上層から中層にかけては調査区全面から、下層

から地山にかけては中央より北側でまとまって出土 しているのを確認 した。

<出土遺物 > 遺物は主に包含層中から出土 したのもので、土器が中コンテナ74箱、石器 (礫石器を含む)
が中コンテナ71箱出土 している。また、土製品は土偶や耳栓、石製品は攻状耳飾や垂飾などがある。

3。 まとめ

今回の調査によって、縄文前期末から中期初頭の遺構や遺物が確認できた。従来から北上市教育委員会に

よって得 られた調査成果と同様のものであった。今後の整理はそれらの成果と比較検討 しながら行い、その

様相を明らかにしていきたい。

-13-
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事  業  名

発 掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・ 略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(5)

水沢市神明町 2丁目58-4ほか

国土交通省東北地方整備局

岩手工事事務所    ‐

国道 4号水沢東バイパス

平成14年 4月 16日 ～ 9月 4日

6,626rド

6,626だ

N E27-0100・ SD-02

丸山直美・齋藤麻紀子

水沢市教育委員会

迫退
”
堂の

だ
杉 跡

地

者

在

託

所

委

遺跡位置 1:50,000 水沢

1.遺跡の立地

杉の堂遺跡は JR東北本線水沢駅の東方約 1.6km、 東北新幹線水沢江刺駅の西方約2.2kmの地点に位置し、

胆沢扇状地の北東部扇端に形成された水沢高位段丘の北向き段丘崖縁辺に立地する。遺跡の標高は41～43m

で、東側を南流する北上川との比高は1lmほ どである。

2.調査の概要

杉の堂遺跡は昭和55年に早稲田大学の桜井清彦氏らによる調査が行われて以来、縄文時代晩期から古代を

中心とする遺跡として周知されている。今年度検出した主な遺構は、竪穴住居跡25棟・竪穴状遺構 4棟・土

坑 8基・方形周溝 3基 (以上古代)、 溝跡 1条・陥し穴状遺構 1基 (以上時期不明)である。

<竪穴住居跡> 調査区全域より25棟 (奈良10棟、平安15棟)を検出した。平面形はすべて方形を基調とし、

規模は一辺約 3～ 7mを測る。カマドの形態は煙道がほば平坦な角度をもって煙出し部へと延びるものが多

く、壁面付近で短 く立ち上がるものも少数ながら存在する。平安時代の住居跡では、断面が長方形を呈する

「平角材」を主柱穴として用いたものが 1棟確認されている。

<竪穴状遺構 > 調査区南～中央部にかけて 4棟を検出した。うち 1棟の床面から米や雑穀類 (ソ バ 。アワ

など)、 豆類、クル ミ、 トチなど堅果類が出上 している。床面中央部からは大甕が出土 しており、これらの

ことから食料庫といったような性格が想定される。

<方形周溝> 調査区北東側より3基検出した。このうち 1基は平面形がカタカナの「ヨ」の字形をしてお

り、長さ12× 10m、 幅 lmを測る。埋土下位～上位にかけてはかわらけが10個体以上出上 しており、灯明皿

として使用された痕跡を認めるものが存在する。

<出土遺物 > 今回の調査で出土 した遺物の総数は、中コンテナ35箱分である。内訳は土師器、須恵器、か

わらけ、陶磁器、石器、鉄製品、古銭で、ほとんどが遺構内からの出上である。

3.ま とめ

今回の調査では、杉の堂遺跡の載る段丘北側縁辺が、主に奈良・平安時代の居住域として利用されていた

ことが判明した。なかでも平安時代の竪穴住居跡において県内では検出例の少ない「平角材」を用いた柱穴

の存在が確認されたこと、竪穴状遺構から炭化種子がまとまって出土 したことは特筆される。

―-15-
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おお しみずかみ

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(6)大清水上遺跡

胆沢郡胆沢町若柳字慶存ほか

国土交通省東北地方整備局

胆沢ダムエ事事務所  ´

胆沢ダム建設

平成14年 4月 11日 ～11月 19日

12,000rr

5,000rざ

N E22-2286・ O S K02

佐藤淳―・立花 裕

胆沢町教育委員会
遺跡位置 1:50,000 焼石岳

1。 遺跡の立地

大清水上遺跡は」R東北本線水沢駅から西へ約20km、 胆沢川によって形成された段丘面に位置する。標高

は約280mで、調査前の状況は水源涵養保安林として植林された林地ならびに荒地であった。

2。 調査の概要

調査は平成12年度から行われており、今年度は12,000Nが 調査区として設定された。確認された遺構は竪

穴住居跡27棟、土坑62基、陥し穴40基、埋設土器 1基、捨て場 2箇所などである。

<竪穴住居跡> 昨年度までに検出されていたものを含め、全部で27棟検出し、20棟の調査を終了した。こ

れらの主体となるのは大形住居跡で、平面形は楕円形をなすもの、長方形 (隅丸長方形含む)を なすものと

大きく二種類に分けられ、規模については長さ (長軸)10～ 15m前後のものが中心である。周溝の巡り方や

覆上の状況などから、これらの住居跡は重複しており、ほぼ同じ場所で建てかえもしくは拡張が行われたこ

とがうかがわれる。

一方、今年度調査によって新たに小形の竪穴住居跡の存在が明らかとなった。これらは、①平面形は円形

で規模は直径 3～ 4m程度、深さ30～ 40cm程度である。②柱穴は住居の中心部分に 1基だけ確認される。③

炉 (火を焚いた施設)を持たない。④建てかえや拡張を行っている。などの特徴を持っている。さらに、こ

れらの住居跡が、広場の周囲に円環状に配置される大形住居帯に隣接してさらにその外側の帯域に立地して

いるということを確認した。炉を有していないことから、この遺構が住居として認定されるべきかどうかが

問題となるが、他の貯蔵穴や陥し穴などの遺構と比べ、規模や構築状況などにおいて明らかにその様相が異

なっているため、現段階では住居跡と判断している。この小形竪穴住居跡は昨年、一昨年もいくつか確認し

ており、立地条件や規格などについて明確な規則性があまり認められないと判断していた。しかしながら、

今回の調査によって小形竪穴住居跡の立地にかかわる特徴や事実がある程度明らかとなったことから、大形

住居跡と関連性の高い建物であるという推測ができる。遺構数は、集落における全住居跡数70棟中15棟を占

める。

<土坑 > 63基検出し、40基の調査を終了した。竪穴住居跡に隣接もしくは重複して発見されることが多い。

貯蔵穴には底面に排水用と思われる溝と中央部に小穴を有するものがある。そのほか掘り込みが浅 く、覆土
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に大量の遺物を含み、遺物廃棄を連想させる土坑も確認 している。

<陥 し穴 > 40基検出し、33基の調査を終了した。内訳は溝状をなすものが 8基で、上端が楕円形で底面が

長方形をなすものを25基確認 した。底面が長方形をなす陥し穴は、底面に複数の小穴を持つタイプ、底面中

央に 1つ の小穴を持つタイプ、底面に小穴を伴わないタイプという三種類が確認されている。このほか、円

形をなし底面中央に小穴を 1つ持つものも確認 している。陥し穴のうち竪穴住居跡と重複 しているもののほ

とんどは、竪穴住居跡の覆土を掘り込んで構築されており、住居跡よりも新 しい時期のものが多い。

<埋設上器 > 今年度調査で 1基確認されており、昨年度までと合わせると合計 7基にのばる。これらはい

ずれも大形住居内の壁際や壁に隣接 した外側から発見されており、住居跡との関連を考える上で興味深い。

<捨て場 > ため池に近い南側の調査区で 2箇所確認 した。 1箇所は大形住居帯の中で、住居跡 (408号住 )

と重複 しており、比較的狭い範囲 (5× 5m程度)に集中的に遺物が廃棄されていた。もう 1箇所は大形住

居帯の南側で、ため池に向かう斜面で確認されており、いずれも土器をはじめとする大量の遺物が、折り重

なるようにして出土 した。この捨て場は、調査区のさらに南側 (ため池)ま で続いているものと考えられる

が、掘り進むと湧水 してしまうため、その範囲については確認することができなかった。

<出上遺物 > 大コンテナで土器は65箱、石器は60箱、その他 (土製品、石製品等)1箱 の出土である。土

器は縄文時代前期後葉の大木 5式が主体である。地文は撚糸文が圧倒的に多い。石器に関しては磨石、凹石、

石皿、石錘などの礫石器が計 1,000点、剥片石器は、定形・不定形の製品が計600点余 り出土 し、そのほかに

フレイクが大コンテナで計 3箱出土 している。土製品については有孔土製品 (土玉)2点 、土偶 3点のほか

両面に刺突や沈線を施 した板状の製品 (土偶の一部の可能性もある)が 1点出上 している。石製品では磨製

石斧、石剣、映状耳飾りが計20点のほか、一昨年も出土 した燕尾形石製品が1点出土 した。

3。 まとめ

今年度の調査結果は、次のようにまとめられる。

①広場を中心とする集落の範囲がほぼ確定された。

広場を中心とする南北方向への集落 (こ こでは住居域をさす)の広がりは、半径50～ 60m程度であること

が判明した。この数値は、昨年度までの調査によって明らかとなっている東西方向への広がりとほば同様で

あり、この範囲内において、広場を中心として同心円状に住居が展開する集落であることが明らかとなった。

②小形竪穴住居跡の存在が明らかとなった。

炉をもたず、中央部に 1本だけ柱穴があるなど他では類例のない特徴を持つ小形の竪穴住居跡が確認され

た。この小形竪穴住居は、広場を取り囲む大形住居帯のさらに外側に隣接する形で配置されている。

③遺物包含層 (捨て場)の存在が明らかとなった。

ため池に近い南側調査区の斜面で、大量の遺物を含んだ土層、いわゆる「捨て場 (遺物包含層 )」 を確認

した。捨て場の存在は、この集落が日常生活を営んでいた具体的な証拠であり、大清水上遺跡の集落が「定

住集落」として機能 していたことを裏付ける貴重な資料といえる。

今回の調査の結果、一昨年度から続 く一連の遺構群の様相がほぼ明らかとなった。これらの調査成果は、

当時の集落規模や集落機能などを考えていく上で貴重な資料になるものと思われる。 3ヵ 年分の遺構数の合

計は竪穴住居跡約70棟、土坑・陥し穴約300基を教え、遺物量は大コンテナで土器・石器合わせて250箱にの

ぼる。調査は来年度まで継続される予定であり、遺跡のさらなる解明が期待される。

―-18-―
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遺跡遠景

大形住居跡 小形住居跡

捨て場遺物出上状況 埋設上器出土状況

大清水上遺跡検出遺構・遺物出土状況
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事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

かわさき

東磐井郡川崎村門崎字銚子

236-1ほ か

国土交通省東北地方整備局

岩手工事事務所

床上浸水対策特別対策事業

平成14年 4月 16日 ～11月 29日

10,000rド

1,300rド

O E09-1173・ KSG-02

溜 浩二郎・鈴木裕明

川崎村教育委員会

さく ぎ てい ち

(7)河崎の柵擬定地

地

者

在

託

所

委

遺跡位置 1:50,000 -関・千厩

1.遺跡の立地

本遺跡は川崎村役場の西北西約 l kmに位置し、北上川左岸の自然堤防上に立地している。調査前の遺跡の

状況は畑地である。

2.調査の概要

本年度検出した遺構は、平安時代の竪穴住居跡が 2棟、土坑29基、溝状遺構 4条、掘立柱建物跡 1棟、柱

穴101基、炉跡 。焼土遺構 4基、埋設土器 3基である。

<竪穴住居跡 > 調査区中央部で 2棟検出されている。 1棟はカマ ド付近のみの残存であるが、もう 1棟は

残存状況が良く、全体の規模は3.2× 30m、 地面から床までの深さが35～ 40cmあ り、形状は方形状を呈する。

カマ ドは東側壁面に設けられているが、煙道は東壁面 。北壁面の 2箇所にあり、当初北壁中央部に設けられ

ていたカマドが住居を拡張した際に東壁に移設されたものと考えられる。遺物は土師器郭・甕の破片が多く、

須恵器郭・甕の破片は少ない。遺構の時期は出土遺物から平安時代に属する。

<掘立柱建物跡・柱穴 > 調査区中央部と東部から柱穴が101基検出されている。11基は調査区西部の縄文

面からの検出である。調査区中央部で検出された建物跡の規模は 梁行4.2× 桁行 6mで、時期は検出された

面から近世以降と思われる。

<土坑 > 29基検出されている。形状は円形、楕円形、長方形を呈する。規模は最大で開田部径2.42× 208

m、 底径2.2× 1.8mあ る。深さは50～70cmの ものが多い。遺構の時期は縄文時代が 5基、平安時代が 1基で

他は近世である。遺構の用途については不明である。

<炉跡 。焼上遺構> 調査区西側の縄文時代後期の面から4基検出されている。このうち 1基 は複数の石を

方形状に配置した石囲炉である。焼土やその周辺からは、炭化物とともに獣骨が多量出土 している。

<溝跡 > 調査区西部、中央部から4条検出されている。長さは最大で183m、 幅は71cm、 深さは約28cmで

ある。時期は近世から近代と思われる。

<埋設上器 > 調査区西部から3基検出されている。 1基は縄文時代晩期面、他は縄文時代後期面で何れも

倒立 した状態で検出された。土器内部の埋土から出土 した遺物はない。
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<出土遺物 > 縄文時代の遺物は、土器が大コンテナで140箱、石器が大コンテナで 7箱、他に土製品、石

製品、炭化 した種子、骨角器などが出土 している。土器は縄文時代後期前葉から晩期後葉までのもので、大

半が遺構外からの出上である。土製品はミニチュア土器、土偶、土製耳飾り、土錘、土製玉類のほかイノシ

シ形土製品が 1点出土 している。石器は凹石、磨石、石皿などの礫石器が計50点、これに対 し石鏃、石匙、

石錐などの剥片石器は計 1,000点以上を教える。石製品は磨製石斧、石剣、円盤状石製品、石製玉類などが

出土 している。骨角器は鹿角製の根挟みや鯨の骨で作られた棒状の製品 (儀礼用具 ?)、 サメの歯で作 られ

た垂れ飾りなど 5点出土 している。他に食料としたと思われる動物の骨はシカ、イノシシ、ウサギ、タヌキ

等の獣骨が大半で、他に鳥類やと魚類の骨が少量出土している。平安時代の遺物は土師器・須恵器が大コン

テナ 2箱分、他に住居跡から鉄製品 (刀子 。釘)ん 出ゞ土 している。中世の遺物はかわらけが小コンテナ 1箱

分、他に中国産磁器や国産陶器の破片が少量出土 している。かわらけは12世紀末から13世紀前半代のもので

遺構には伴わない。陶磁器は中世末から近世・近代までのもので約140点出上 している。中世末～近世前半

にかけては瀬戸・美濃産陶器と肥前産磁器が多く出土 し、18世紀以降になると肥前産陶磁器と大堀相馬産陶

器が多 く搬入されたようである。

3.ま とめ

今回の調査では、 11世紀後半、安倍貞任が東磐井郡における重要な要としたと伝えられる「河崎の柵」に

伴う遺構・遺物は発見されなかったが、縄文時代から現在に至るまで、断続的に人々に生活の場として利用

されていたことが検出した遺構や出土遺物から判明した。縄文時代後期から晩期にかけては、多量の土器や

石器の他に炉跡や焼土周辺からは食料にしていたと思われる炭化 した種子や動物の骨など、当時の生活の様

子を知る上で貴重な遺物が多 く見つかっている。平安時代は 9世紀の竪穴住居跡を昨年に続き 2棟検出し、

集落が形成されていたことが確認された。集落の規模や性格の特定については至っておらず、周辺の調査結

果を待ちたい。中世のかわらけが出土 した周辺からは中国産青磁 。白磁の破片や国産陶器が出土 している。

中世末から近世の遺構検出面からは建物を構成すると思われる柱穴が多数検出され、周辺から国産陶磁器、

中国産磁器が出土 している。

この地は縄文時代以来、北上川の狭窄に伴う度重なる氾濫によって、現在では広大な自然堤防となってお

り、来年度に継続 して調査が行われる調査区中央部の自然堤防上部平坦面～後背面が、本遺跡の中心的空間

と推定される。今後の調査では縄文時代の生活の様子を始め、各時代における調査の成果が期待され、本遺

跡の性格がより明らかになるものと思われる。

醒
E平 成13年度調査区

匡コ平成14年度調査区

に観平成13・ 14年度調査区

河崎の柵擬定地調査区配置図
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調査区全景

調査 B区近景 平安時代の竪穴住居跡

土器出土状況                   骨出土状況

河崎の柵擬定地検出遺構・出土遺物
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Ⅱ。公団・公社関係





(8)

盛岡市飯岡新田第 2地割才川

地域振興整備公団

岩手総合開発事務所

盛岡南新都市計画整備事業

平成14年 6月 3日 ～ 8月 6日

1,560rド

1,5601ド

L E26-0139・ IYM-02-3

半澤武彦・久慈泰彦

盛岡市教育委員会

跡第 3次調ヒ退
鉤
盛や矢

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
遺跡位置 1:50′ 000 盛岡 。日詰

1。 遺跡の立地

本遺跡は、 」R東北本線盛岡駅の南約 3 kmに 位置 し、雫石川南岸の河岸段丘面上に立地 している。標高は

122m前後で、調査前の土地利用状況は旧水田・住宅地を埋め立てたゲートボール場および公共用地となっ

ていた。調査区は 1～ 15m程度の盛上が施されているが、これは20年 ほど前に存在 した旧都南村 (現盛岡

市)村営住宅の基礎および廃材等の埋め立てによるものであり、雑物が大量に含まれ調査には困難を極めた。

調査区の北東側は、前年度まで継続 して調査が行われた飯岡才川 。細谷地両遺跡と隣接 している。

2.調査の概要

今回の調査で検出された遺構は、縄文時代の陥し穴状遺構が13基、中世～近世のものと思われる素掘りの

井戸跡が 1基、近世の掘立柱建物跡が 3棟、および時期不明の土坑が 2基となっている。

<陥 し穴状遺構 > 調査区の中央を貫く旧河道 (古代以前のものと推定)の西側において、旧河道と並行す

るように、平面形が溝状で横断面形が緩やかなV字またはU字状を呈する縄文時代の陥し穴状遺構が13基検

出された。開口部の幅は長軸29～ 3.8m、 短軸0.3～ 0.6m、 深さ0,7～ 1.lmで、断続的に一定の間隔をおいて

分布する様子がうかがわれ、開口部から底部に向かって長軸方向にのみ底が広がるいわゆるフラスコ形をし

た形態のものが多い。峰ヽずれの遺構からも出土遺物はなく逆茂木の痕跡等も見られなかった。

<井戸跡 > 調査区の東端から、開口部径約12m、 底径約 lmの素掘 りの井戸跡が検出された。井筒や石

組みの痕跡はなく、底部から15～ 16世紀頃のものと推定される信り鉢片や近世の木桶の一部分が出土 した。

<掘立柱建物跡 > 調査区中央の旧河道と重なるように、 3棟の掘立柱建物跡が検出された。いずれも規模

は小さく、小形の家屋または付属小屋としての性格が考えられ、上述 した素掘りの井戸跡や、並行調査の第

4次調査区域内から検出された底部に木枠をもつ近世の井戸跡も、本建物跡との関連が推察される。

<出上遺物> 井戸跡底部から中世 (15～ 16世紀頃)の ものと思われる播り鉢片と近世の木桶の一部、およ

び掘立柱建物跡の柱穴内部から近世の肥前産と思われる陶磁器片が出土 している。

3.ま とめ

本遺跡の延長上にある細谷地遺跡第 5次調査区においても、旧河道に沿って同様な遺構の分布状況が見て

取れることから、未調査の隣接地域でも旧地形を反映した類似する遺構分布が展開していく可能性が高い。
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基1(日 本測地系 )

陥し穴状遺構 (縄文 )

. す イ  ■■||||:|｀

井戸跡 (中世～近世)

掘立柱建物跡 (近世 ) 完掘全景

矢盛遺跡 3次遺構配置図及び検出遺構
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事  業  名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・ 略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

くまどう

盛岡市本宮字稲荷45-2ほ か

地域振興整備公団

岩手総合開発事務所  ´

盛岡南新都市開発整備事業

平成14年 6月 17日 ～ 9月 6日

1,9541ド

1,954fド

L E16-2118・ OKO-02-14

石崎高臣

盛岡市教育委員会

(9)熊堂 B遺跡第14次調査

地

者

在

託

所

委

遺跡位置 1:50,000 盛岡・ 日詰

1.遺跡の立地

熊堂 B遺跡は、 JR東北本線盛岡駅の南西約 2廟、雫石川右岸の河岸段丘上に所在 しており、北緯39度40

分 。東経 141度 8分付近に位置している。今次調査区は東西約50m。 南北約105mの 範囲にわたり、大きく北

区・中央区・南区の 3つ に分かれる。南区の東西は、並行 して調査が行われた15次調査区と隣接 している。

標高は124mで、雫石川との比高は約 6mと なる。調査以前は宅地だった。

2.調査の概要

検出された遺構は、竪穴住居跡 6棟、竪穴状遺構 1棟、土坑11基、溝 6条である。

<竪穴住居跡 > 北区・中央区で各 1棟、南区で 4棟を検出した。おおよその床面積は、南区の 1棟が約

22.5だ、他は約 16.0だ 。10.5ぽ (2棟 )・ 12.3だ と、 1棟が中形であるものの、他は小形に分類される (北区

の 1棟は、その北半が削平のため床面積は不明)。 カマ ドは、北区の 1棟が西向きである以外は、他は南東

もしくは東向きである。煙道は、北区の 1棟が各1り 貫き式で、他は掘り込み式である。時期については出土

遺物および遺構の切り合い関係から、北区の 1棟が奈良時代、他は平安時代と考えられる。中央区の 1棟の

カマド燃焼部から土師器界が倒位にて 3点重ねられた状態で出土 している。また、一番下の土器の直下には

171× 15.4× 9,2cmの石が置かれていた。一部の赤い変色部は被熱痕で、支脚として使用されたものと考えら

れる。 3点の界は支脚の高さを調節するために用いられたのであろう。埋上の状況から、自然堆積ではなく、

人為的に埋め戻されたものと判断される。

<竪穴状遺構 > 南区で 1棟検出した。平面形は、長軸2,74m、 短軸2.53mの 正方形に近い長方形である。

遺構の中央部に、88cm× 62cmの楕円形を呈する、深さ43clllの ピットが掘りこまれている。出土遺物から平安

時代に属すると考えられるが、ピット及び建物の性格については不明である。

<土坑 > 11基を検出した。規模は、直径が約40cm～ 210m、 深さが約 10～ 70cmで ある。平面形は、円形 。

楕円のものが多く、不整形のものもある。 2基以外から遺物は出土 しておらず、また時期を比定 しうる遺構

との切り合い関係もほとんどないため、大部分については具体的な時期は不明である。遺物が出土 している

2基については平安時代のものと考えられる。

<溝 > 6条 を検出した。東西方向にほぼ並行する 3条は、本次調査と並行 して進められた15次調査区でも
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検出されている。本次調査区での規模は、長さ約10m(南 の 1条は lm)、 幅約70cm～ lm、 深さ約 10～ 30

cmで ある。南北方向の溝 2条の規模は、長さはいずれも約20m、 幅は約75～ 95cm・ 約70～ 180cm、 深さはい

ずれも約10～ 30cmで ある。東西方向の 3条は15次調査区で奈良時代の住居をきっており、また中央の埋土上

層から9世紀代の土器が出土 していることから、 8世紀末～ 9世紀前半に機能 していたものと考えられる。

南北方向の 2条は、ともに東西方向の溝 2条と平安時代の竪穴住居跡に切 られているので、奈良時代のもの

と考えられる。               ´

<その他> 中央区で検出された竪穴住居跡の南側の遺構検出面から、ロクロ成形された土師器甕が口を北

に向けて横倒 しになった状態で出土 した。中には6.3× 8.4cmの石が入っていた。土師器甕は10世紀代のもの

で、体部外面に正位で「生万」と焼成後に刻まれている。周辺には掘方などは確認できなかったが、刻書が

施されていることから何らかの祭祀が執り行われたことを想定し、それに関する遺構と判断した。

<出土遺物 > 縄文土器、土師器・須恵器、鉄製品、石器が出土 している。ただし、大部分は土師器で、破

片まで含め概数であるが、48.3kgが 出上 している。器種は、土師器が必・甕を中心とし、他に高台付郭が数

点見られるのみである。須恵器については大甕が中心である。ほとんどが破片であるが、中央区の竪穴住居

跡から出土 したものは口縁部から体部にかけてのものである。復元推定回径は約22cm。 鉄製品は 4点出土 し

ているが、刀子と釘の他は錆の付着が著 しく、どのような製品かは不明である。墨書土器・刻書土器が 7点

出上 している。

3.ま とめ

今次調査では主に平安時代の竪穴住居跡を中心とする古代の集落を検出した。竪穴住居跡の特徴としては、

おおむね床面積が狭い小形のものが多いということがあげられる。従来より、岩手県下の古代集落では平安

時代となる 9世紀代に入ると、住居が小形化する傾向があることが指摘されている。今次調査では、そうし

た指摘を確認できたといえる。

北区で検出された竪穴住居跡は、旧河道が埋没した上に占地 している。当住居跡は奈良時代に属するので、

河道はそれ以前に埋没していたことになる。本遺跡の西方 2臨に位置する志波城は、雫石川の氾濫でしばし

ば水害を被っていたという (『 日本後紀』弘仁 2年 (811)閏 12月 辛丑条 )。 もちろん、本遺跡で検出された

旧河道が雫石川のそれでないことは明らかだが、本遺跡周辺は、 9世紀初頭以前から、雫石川に注ぐ小河川

の氾濫や河道の移動が活発だったのではないかと推測される。

調査区範囲及びグリッド配置図

ｍ
０ ５〇

一
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基2X=351200003
Y 25,740000
H=  酸 _488

墓eX=35,200000
Y=25,770000
H=  124215

構3X圭 _“,70000
Y=25,740.000
H= 124489

補4Xとお5,190.000
Y=25,イ 70000
H= 123961
(日本測地系)

熊堂 B遺跡第14次
―
調査遺構配置図
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調査区全景

一群亀一一狩一

盛
こ
Ｐ， 一ｉ

中央区検出竪穴住居跡 (上 )及び

カマ ド内上器出土状況 (下)
「生万」銘刻書土師器 (上 )及び

出上状況 (下 )

熊堂 B遺跡第14次調査検出遺構・出上遺物
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しま だ

(10)島田Ⅱ遺跡

所  在  地 宮古市大字八木沢第四地割ほか

委  託  者 岩手県住宅供給公社

事  業  名 宮古短大地区宅地造成事業

発掘調査期 間 平成14年 4月 9日 ～ 8月 22日

発掘対象面積 5,900〆

発掘調査面積 5,900∬

遺跡番号・略号 L G43-0388。 SMDⅡ -02

調 査 担 当 者 小山内 透・亀大二郎・小林弘卓

協 力 機 関 宮古市教育委員会

宮古市都市計画課
遺跡位置 1:50,000 宮古

1,遺跡の立地

島田Ⅱ遺跡は、 」R東日本宮古駅の南方約2 5kmに位置 し、北東部には島田遺跡の調査が行われた県立宮

古短大が隣接する。遺跡は北方向に樹枝状に延びる複数の尾根と、その谷あいからなり、標高は16～ 84m、

今年度調査区では40～62mを測る。遺跡の現況は急勾配の山林で、一部は伐採用道路となっていた。

2.調査の概要

調査開始から4年、最終年度となる今年度調査で検出された遺構は、平安時代の竪穴住居跡46棟、竪穴状

遺構 7棟、工房跡15棟、鉄生産関連炉跡 10基、炭窯16基、炉跡・焼土遺構 16基、土坑類38基、廃岸 (土)場

2箇所、貝層 5箇所、溝跡 1条である。

<竪穴住居跡 > 過去の調査同様、竪穴住居跡の大半は尾根上に位置 し、谷部のものも含めて地形的な制約

によるものか、重複が著 しい。平面形は隅丸方形、規模は一辺 4～ 5m前後のものが多 く、最小は一辺約 2

mを測る。斜面に位置するものや重複の多いものでは平面形 。規模が不明瞭なものもある。東尾根上に位置

するものでは 4本配置の主柱穴や周溝のあるものが比較的多く確認され、カマドは北壁中央付設が大半を占

める特徴的な規則性が認められ、これらのほとんどは人為的な堆積の様相を呈 していた。カマ ド本体は石を

芯材としたものと粘土で構築されたものがあるが、ほとんどの遺存状況は良 くない。煙道は大半が参」り貫き

式だが、煙道を伴わないものも数棟確認された。焼失住居は 4棟、精錬・鍛練鍛冶炉跡が検出されたものも

2棟ある。

<工房跡・竪穴状遺構 > 昨年度調査で未了となった西側の谷部に大半が位置する。やはり、地形上の制約

のためか重複が著 しい。平面形 。規模は立地や重複により不明瞭ではあるが、およそ隅丸の長方形や方形を

呈 し、長軸 3～ 5m、 短軸 2～ 4mを測る。工房跡としたものは掘り込まれた炉跡や地床炉が検出されたも

ので、鍛練鍛冶炉を伴うものが 2棟ある。周辺状況と出土遺物から2棟以外も鉄生産に関連する工房跡の可

能性が高いと思われる。

<鉄生産関連炉跡・炉跡 > 製鉄炉 1基、精錬鍛冶炉 1基、鍛錬鍛冶炉 8基を検出した。製鉄炉は東端谷の

斜面に立地するが、炉底部と前庭部のみを検出した。炉は還元状態で直径約20cm、 深さ約 5c14程の円形で椀

形を呈するが地下構造はない。前庭部は炉から傾斜 しながら低 くなり、直径約 70clll程の略円形を呈する。こ
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の斜面上方には長さ約 3m、 幅約40cm程 のテラス状の平場があり、輪座と考えられる。また炉の斜面下方に

は製鉄滓が主体となる4m程の範囲で最大厚50cm程 のマウンド状の廃滓場が広がる。精錬鍛冶炉は製鉄炉上

方尾根上の竪穴住居跡にあり、直径約30cm、 深さ約20cmの 円形で椀形を呈 し、同程度の浅い前庭部をもつ。

上部構造は消失 し不明だが、壁面は還元が著 しく、地下構造はない。鍛錬鍛冶炉の大半は西側の谷部に位置

するが、鉄砧石の抜き取り穴や足入れ穴などが確認されたものは 1基のみで、鍛造剥片の確認された炉単体

のものが多く、長軸40cm以下、短軸30cm前後、深さ約10cm程の略楕円形で椀形を呈する。

<炉跡 > 炉跡としたものは土坑状の掘り込みの底面が部分的に焼土化 しているもので、ほとんどが東尾根

と谷部に位置し、製鉄炉の周辺に多く分布 していた。平面形・規模は30～70cmほ どの円形で、深さ約20cmの

椀形を呈 し、埋まりきる途中の土坑などの窪みを利用しているものもある。

<炭窯> 炭窯は底面や壁面の一部が焼土化 し、埋土中に多量の炭を含むことから、簡便な木炭焼成土坑と

考えられるものである。大半が東尾根の製鉄炉に近い所に多 く分布 し、平面形は楕円形と長方形、規模は幅

約 lm、 長さは 2～ 8mと バラエテイに富む。竪穴住居が埋まりきる前のくばみを利用して構築したものも

ある。

<土坑類 > 土坑類は調査区各区に位置 し、平面形・規模は直径 1～ 2m前後の円形と一辺約 1.5mの 方形

基調のものがあり、底面は平坦で断面形は筒状や箱形を呈し、深さは約 lmほどで、大きいものほど深くなっ

ている。

<貝層 > 竪穴住居や土坑に廃棄された50cmほ どの範囲で厚さ 5 cm程度のもので、 1箇所での量と種類は少

なく、イガイ科の一種、ムラサキインコ、エゾアヮビ、クチバガイなどが出土 した。

<出土遺物 > 今回の調査で出上 した遺物は、縄文土器・石器、平安時代の土師器・須恵器、土製品、石製

品、鉄製品、鉄滓類などがある。

縄文土器は小コンテナ 1箱、石器は石鏃 1点が主に谷部から出土 した。土師器は甕 。堺類が大コンテナ11

箱、須恵器は餐・壼類が大コンテナ 1箱、土製品は羽口が大コンテナ 2箱、支脚が数点、炉壁は小コンテナ

1箱、石製品は砥石・鉄砧石・要石 。磨石・敲石などが大コンテナ 6箱、鉄製品は鉄鏃・釣り針・鋤先・刀

子・釘・鉄斧・紡錘草・祭具などが約100点、鉄滓類は製鉄滓・鍛冶津・椀形滓・鉄塊系遺物・鍛造剥片な

ど大コンテナ約16箱出土 した。土器類のほとんどは竪穴住居跡から、鉄製品は遺構内出土が多く、炉壁・鉄

滓類は大半が西側と東端谷部の廃滓場から出上 しており、遺構と関連 した出土状況を示 している。

3.ま とめ

過去の調査結果同様、今年度も尾根頂部は竪穴住居群の居住域、谷部は工房跡や製鉄炉、鍛冶炉などの生

産域という場の使い分けが追確認された。さらに谷部生産域では遺構の種類別の分布状況から、遺跡の西部

と東部は製鉄地区、中央部は鍛冶地区という様相が窺われ、また製鉄地区では尾根上・谷部でも楕円形や長

方形の炭窯が集中する傾向にあり、製鉄炉と大型炭窯の関連性が考えられる。

また、今年度調査 した東尾根の遺構密度から、集落はさらに東側に広がると推測され、製鉄が主となる地

区の可能性が高 く、今後東側の調査が行われることがあれば、本地区の過去の製鉄業に関する一大集落の様

相がさらに解明できるものと思われる。
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Ⅲ。岩手県・市関係





たまがわむかい

(11)玉川向遺跡

在 地 軽米町大字小軽米第17地割字

玉川向平85-1ほか

委  託  者 二戸地方振興局土木部 ´

事  業  名 荒廃砂防事業

発掘調査期間 平成14年 4月 12日 ～ 6月 17日

調査対象面 積 1,000r

発掘調査面積 1,000∬

遺跡番号・略号 」F15-0334・ TMK-02

調 査 担 当 者 村木 敬・青山紀和

協 力 機 関 軽米町教育委員会

1.遺跡の立地

玉川向遺跡は、軽米町役場より南東約20km、 山形村との境に位置している。遺跡はウチナイ沢と西流する

沢の合流部の下流に形成されたウチナイ沢の右岸、標高350m前後の河岸段丘上に立地 している。梅の木沢

遺跡の50m下流にあり、現況は原野である。

2.調査の概要

今回の調査によって縄文時代の陥し穴 4基・焼土遺構 2・ 埋設土器 1基・土坑 4基、縄文時代晩期末から

弥生時代初頭の竪穴住居が 8棟検出された。

<竪穴住居跡 > 西に張り出す段丘の縁辺に重複 して検出された 8棟は、全て縄文時代晩期末から弥生時代

初頭のものである。平面形を把握できた住居は 3棟あるが住居上部の大半は削平を受けほぼ床面のみ、他の

5棟は半壊の状態で確認できた。前者の平面形は円形を呈 し、規模は長軸 4～ 6mである。うちの 2棟 は石

囲い炉や地床炉、柱穴を伴う。後者の平面形は半円形を確認、規模は長軸で 3～ 5mである。

<陥 し穴> 楕円形や円形を呈するものが各 2基、段丘上部にある平坦部から北と東に下っていく斜面際で

それぞれ検出された。規模は前者が約 1.5m、 後者が約 lmで ある。これらの中で逆茂木痕を有するものが

3基ある。

<そ の他> 縄文時代に属すると考えられる焼土遺構 2基と埋設土器 1基、土坑 4基が段丘上部の北斜面で

検出された。

<出上遺物> 本遺跡から土器や石器が大コンテナ10箱出土 している。主に縄文時代晩期末から弥生時代初

頭に属する土器や石器で、竪穴住居から大コンテナ 9箱出土 している。また、縄文時代中期末から後期初頭

にかけての土器や石器が大コンテナ 1箱遺構外から出上 している。その他縄文時代の石器の中に、南部浮石

堆積層より下層から槍先形尖頭器 1点、またその上層からは磨製石斧が 2点出土 している。

3。 まとめ

今回の調査では、縄文時代の遺構や遺物、縄文時代晩期末から弥生時代初頭の竪穴住居を確認することが

できた。特に当該期を中心とした竪穴住居跡が検出され、小規模ではあるが山間で確認されたのは貴重な成

果と言える。今後は周辺地域と比較検証 していくことで本遺跡の様相がより明らかになるものと思われる。

所

稔《k＼
陸中大野
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委  託  者

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(12)

軽米町大字小軽米第17地割字

玉川向平87-1ほ か

二戸地方振興局土木部 ´

荒廃砂防事業

平成14年 5月 22日 ～ 6月 17日

2,2001{

1,000■ド

J F15-0344・ UKS-01

村木 敬 。青山紀和

軽米町教育委員会

４返
静
沢
き
木の

”
梅 跡

地在所

1.遺跡の立地

梅の木沢遺跡は、軽米町役場より南東約20km、 山形村との境に位置している。遺跡はウチナイ沢と山から

東流する沢とが合流する地点の上流、標高350m前後の河岸段丘上に立地 している。玉川向遺跡の約50m上

流にあり、現況は山林・原野である。

2.調査の概要

今回は、昨年検出した高殿と鍛冶工房を確認 した範囲に限定 し遺構検出を行い、それらの詳細な配置の把

握に務めた。また、平行 して高殿の西壁付近に トレンチを設定 しその掘り下げ及び押立柱 1基の半我を行っ

た。以下に今回得られた成果をまとめておく。

高殿内において製鉄炉 1基、押立柱 4基、焼± 2基を検出し、製鉄炉を中心とした各配置が確認できた。

高殿内の床面には黄褐色粘土が貼 られており、その貼り床から想定すると平面形は隅丸四角形の丸打ちで、

その規模は南北約18× 東西約16mあ る。

製鉄炉は高殿のほぼ中央に位置し、その規模は長軸で 3～ 4m、 平面形は楕円形を呈する。その中央の両

脇には輔座、両端には湯溜りがそれぞれ確認されている。その製鉄炉を取り囲むように規模が約 7～ 8mの

焼土範囲を確認 したが、それは製鉄炉の掘り方と考えられる。また、その黄褐色粘土と製鉄炉の間にも焼土

範囲があり、これは高殿を構築する際に形成されたものと思われる。

押立柱は平面形は円形を呈 し、規模が長さ約 lm、 深さ約1.5mを測る。直径約0.4mの柱痕を確認できた。

この底面には柱材が残存 している状況を確認 した。

高殿の西壁と思われた範囲より調査区際まで トレンチを入れた結果、規模が幅 lm、 深さ lmの堀を確認

することができた。この堀は背後を流れる沢から高殿を守るために作られたものと考えられる。

鍛冶工房は、昨年検出した調査区西側、高殿の南側の緩斜面に存在 している。本年度も遺構検出に留まっ

たが、焼土が等間隔に配置され、その周辺から柱穴が複数検出されている状況を確認 した。

3.ま とめ

昨年度より継続 して行われた結果、高殿内部の配置構造が明らかになり少 しずつではあるが近世鉄山の様

相を把握することができた。来年度調査を行うことで、鉄山全体の様相が明らかになるものと思われる。
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はやさかたい

(13)早坂平遺跡

山形村大字川井第 4地割37番地

5ほか

久慈地方振興局土木部 ´

地方特定道路整備 (代行)

平成14年 4月 8日 ～12月 6日

1,2801ド

1,3521ド

」F46-0039・ HST-02

北村忠昭・米田 寛・長村克稔

山形村教育委員会

地在所

委  託  者

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・ 略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
遺跡位置

1.遺跡の立地

早坂平遺跡は、山形村役場から北東に約 3 km離れた山形村川井地内に所在 し、村内を南西から北東に流れ

る川井川と、村内をほぼ南から北に流れる遠別川によって形成された標高220～ 240mの河岸段丘面上に立地

する。遺跡の現況は畑地である。本遺跡の遠別川対岸には、本遺跡で出土する石器の主たる石材である黒色

頁岩の露頭が確認されている。なお、今年度の調査区も昨年度と同様、平成元年に早坂平遺跡調査団によっ

て調査された地点の西側にあたる。

2.調査の概要

今年度の発掘調査で、後期旧石器時代と縄文時代の遺構や遺物が検出された。

後期旧石器時代の調査では、地面を掘りこんで作る住居跡や陥し穴のような遺構は検出されなかったが、

遺物の密集部が検出され、これらを操作概aと しての遺構としてカウントしている。カウントされた遺構は

石器集中20箇所以上、礫群 4箇所である。

縄文時代の調査で検出された遺構は、陥し穴状遺構 7基、土坑 4基、焼土遺構 1基である。

<石器集中> 北側調査区で 2箇所、西側調査区で 2箇所、北東側調査区で 1箇所、南側調査区で少なくと

も15箇所確認された。時期は石器集中から出土する遺物の形態学的な知見によれば、ほぼ同一時期で今から

約 2万 7千年～ 1万 8年前と考えられる。石材の観点から見ると 9割は遺跡周辺で採取される頁岩 (黒色頁

岩)で あるが、北側の 1箇所ではほとんどが黒色頁岩以外の頁岩で占められており、西側の 1箇所では黒色

頁岩以外の頁岩と黒曜石が大半を占めている。

<礫群 > 南側調査区で 4箇所検出した。礫群は 4箇所とも南側調査区の東側に密集 している。礫群を構成

する礫は火を受けた痕跡を持つものが多い。石器集中と同一層準で確認され、同時期のものと思われる。

<陥 し穴状遺構 > 北側調査区から縄文時代の陥 し穴状遺構が 7基検出した。平面形は溝状のものが 6基、

円形のものが 1基である。時期については、溝状の陥し穴状遺構は昨年度と同様、中期末以降である。円形

の陥し穴状遺構は溝状のものを切っているので後期以降と思われる。

<土坑> 北側調査Ⅸで 2基、北東斜面部で 1基、南側調査区で 1基検出した。時期は検出状況、出土遺物

などから縄文時代中期以降と思われる。

徐
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<焼上遺構 > 北東斜面部から1基検出された。時期は、遺構が道路造成によって削平されて検出面がはっ

きりしないことと、出土遺物がないため不明である。

<出土遺物> 出土 した遺物は旧石器 (礫群を構成する礫や座標データを記録している石器、約 2万点含む)

が大コンテナで40箱、縄文土器が大コンテナで 1箱、縄文時代の石器が大コンテナで 4箱である。

後期旧石器時代の遺物はナイフ形石器、石刃、細石刃、石核、調整痕のある剥片、微細剥離痕のある剥片、

剥片、砕片、彫刻刀形石器、彫刻刀形石器削片く掻器、彫掻器、削器、斧形石器、敲石、焼け礫等である。

早坂平遺跡は黒色頁岩の原産地遺跡であるが、遺物の大半は黒色頁岩製で、 9割以上が未加工の石刃、剥片、

砕片、石核で占められている。一方、奥羽山脈方面から搬入されたと考えられる頁岩等はナイフ形石器、彫

刻刀形石器、掻器、彫掻器等、 トゥールの比率が高い。

黒色頁岩製の トゥールは非常に少ないが、豊富な石材資源を背景として大形のものが目立つ。中でも斧形

石器は、長さ32.2cm、 幅12.3cm、 厚さ7.2cm、 重量3249gと 日本の後期旧石器時代における斧形石器のなかで

も最大級に属する資料である。

縄文時代の遺物は昨年度と同様、前期前葉から中期末を中心とした土器と石器が出土 した。土器は破片資

料が多く、完形もしくは完形に近い状態に復元できる資料はほとんどなかった。石器は石鏃、石匙などの剥

片石器や磨製石斧などの石核石器、磨石、敲石などの礫塊石器、石核、剥片等が出土 している。

3。 まとめ

縄文時代については、昨年度のような集落は確認されなかったが、遺跡の北側に更に 7基の陥し穴状遺構

が検出され、中期末以降の狩りの場が川井川側の段丘崖まで広がることが明らかになってきた。

旧石器時代については、平成 13・ 14年度の発掘調査によって、荒屋系細石刃石器群と黒色頁岩を多用する

石刃石器群が出土 した。現在までの成果と課題は次のようなものが挙げられる。①荒屋系細石刃石器群の分

布は日本海側に偏重 し、今後もその傾向は変わらないであろうが、本遺跡での発見によって太平洋側の波及

ルートを考察するうえで欠かすことのできない資料となるであろう。②黒色頁岩を多用する石刃石器群の相

対年代は今のところ明確には決め難いものの、後期旧石器時代前半期までは遡らないと思われる。③大形の

斧形石器・石核・石刃の存在は、早坂平遺跡が豊富な石材資源を背景に大量の石材消費を可能とする場所に

立地することを示している。④石器集中の形成は一様ではなく、堆積物としての遺物という視点から検討を

要する。⑤東北北部での礫群の出土は珍 しく、石器集中との相関を検討する必要がある。⑥東北北部の旧石

器遺跡数は多 くないものの、可能な限り北上山地東麗域に適応 した旧石器集団の行動形態を検討 していく。

現在、火山灰分析、AMS年 代測定、黒曜石産地同定などの理化学分析を行っている。また、石器集中に

関しては接合・母岩分類などによる遺構間分析などの整理作業を継続中であり、今後更に具体的なデータを

明らかにしていきたい。
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(14)平清水Ⅱ遺跡

九戸郡野田村大字野田第22地割

53番地ほか

久慈地方振興局    ´

久慈農村整備事務所

ふるさと農道野田地区

平成14年 8月 1日 ～11月 15日

950だ

950だ

J G60-0224・ HSMⅡ -02

金子昭彦 。星 幸文・坂部恵造

野田村教育委員会

ひ らしみず

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置 1:50′ 000 陸中野田

1.遺跡の立地

平清水Ⅱ遺跡は、三陸鉄道陸中野田駅の南西約2.5臨にある。明内川右岸の河岸段丘上にあり、段丘上は

東流する沢に開析されなだらかな丘陵状を呈す。遺跡は、このなだらかな丘陵の北端にある。今回の調査範

囲は遺跡の北限に沿い、明内川に下る崖際に位置し、川との比高は約20m、 現況は山林と水田である。

2.調査の概要

今年度精査した遺構は、竪穴住居跡 4棟、住居状遺構 1基、土坑73基、溝状の陥し穴状遺構 2基、炉跡 5

基、焼±25基である。陥し穴状遺構は縄文時代中期の可能性があり、その他はほとんどが縄文時代前期中葉

～中期前葉 (特に前期末～中期初頭)に なるものと思われる (土坑のうち 1基は早期かも知れない)。

<竪穴住居跡 > 土器埋設炉が 3つ以上並ぶもの、周溝が巡るものなどがある (配置図参照 )。
<上坑 > 大部分がフラスコ状で回が極端に狭いのが特徴的である。楕円形の墓壊然としたものもあり、底

面から一抱えもある白色粘土板、その少 し上から同様の礫が発見され、円筒下層b2式期と推測される。

<出土遺物 > 縄文土器が大コンテナ (30× 40× 30cm)20箱出土 した。早期貝殻文土器が 1点フラスコ状

土坑から出土 している以外はほとんど全て前期中葉～中期前葉で、前期末～中期初頭 (円筒下層dl式～上

層al式)が主体を占める。石器類は、中コンテナ (30× 40× 20cm)14箱 出土 している。その他、円盤状石製

品 1点、土偶 ?1点、琥珀が約20点出土 しているが加工品かどうかは不明である。

3。 まとめ

昨年の調査成果を合わせると、調査面積は1,350ど、竪穴住居跡 4棟、住居状遺構 1基、土坑104基、陥 し

穴状遺構 7基、炉跡 8基、焼±41基 となる。 この他、古代 (平安時代か)の遺構があり、竪穴住居跡 2棟、

住居状遺構 1基、土坑 1基が検出されている。遺物は、縄文土器が大コンテナ37箱 (五領ヶ台式系土器片あ

り)、 石器類が中コンテナ20箱、土師器約20点、土偶 2点、石製垂飾品 1点、コハク約30点 となる。

今回、縄文時代前期中棄～中期前葉の村の跡、縄文時代中期 (以降)の狩りの場、古代の村の跡が主とし

て発見された。特に注目されるのは、日が極端に狭いフラスコ状土坑が多い点と五領ヶ台式系土器片である。

一予
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※中央の線より上が今年度の調査範囲

座標値

A(X=■ ,760000 Y=82,500000)
B(X=11,750000 Y=82,480000)

(日本測地系)

0       1:1,600     40m

□一
焼土

調査区西半部

0             1:800           30m

隷

平清水 E遺跡遺構配置図

平清水Ⅱ遺跡調査範囲全景
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(15)北の城館跡

岩手郡安代町字石神43-1ほ か

盛岡地方振興局

盛岡農村整備事務所  ´

中山間地域総合整備事業浅沢地区

平成14年 7月 1日 ～10月 11日

3,9201ド

3,920rド

J E55-1261・ KJY-02

佐々木信一・野中真盛

安代町教育委員会

きた  じょうやかたあと

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遣跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
遺跡位置 ■50,000 荒屋

1。 遺跡の立地

北の城館跡は、 JR花輪線荒屋新町駅の北東約 4 kmに位置し、安比川右岸の河岸段丘上に立地 している。

標高は289m～ 291m、 遺跡の現況は畑、山林である。

2.調査の概要

検出された遺構は、竪穴住居跡 3棟 (平安時代 2棟、中世 1棟 )、 住居状遺構 1棟、土坑 9基、柱穴状小

土坑 6基、堀跡 4条、溝跡 1条である。出土 した遺物は大コンテナ 1箱分で、内訳は縄文土器、石器、土師

器、須恵器、鉄製品である。

<竪穴住居跡> 平安時代の竪穴住居跡は調査区域中央部から2棟検出された。そのうち 1棟は床面だけの

検出で、掘り方とカマ ド燃焼部の焼土だけが残存 している。規模・形状は 1辺が約45mの隅丸方形と考え

られる。主柱穴 4個 も検出されている。規模は径26× 30cm～ 34× 37cm、 深さ565～ 72 5cmで ある。もう 1棟

は遺構の半分が調査区域外であり、全体の形状は明確でないが、 1辺が約7.5mの隅丸方形と推定される。

壁際には幅20～ 47cm、 深さ4.3～ 17.2cmの壁溝が巡っている。北東壁中央部にはカマ ドが設置されていたと考

えられ、袖部の芯材に使用された礫が 5個残存しており、燃焼部には厚さ10cmの 焼土も確認された。

中世の竪穴住居跡は調査区域南西部隅から 1棟検出された。規模・形状は 1辺が約 3mの隅丸方形である。

壁際から柱穴が 8個検出された。炉跡は検出されなかった。

<住居状遺構 > 調査区域北東部から1棟検出された。規模・形状は 1辺が約 3mの 隅丸方形で、深さは約

90cmで ある。北東壁中央部は張り出しており、入り口と考えられる。埋土中位に十和田 a降下火山灰が含ま

れていることから平安時代と考えられるが、形状から中世の可能性もある。

<土坑 > 調査区域南西部隅と中央部から9基検出された。形状は円形、楕円形、隅丸方形で、規模は径50

×67cm～ 2.6× 3.Om、 深さ30.5～ 65cmで ある。 9基のうち 1基 は平安時代の竪穴住居跡に切 られていること、

もう 1基は住居状遺構の床面から検出されたことから、これら2基は平安時代もしくはそれ以前の可能性が

ある。残り7基については時期や性格については不明である。

<柱穴状小土坑 > 調査区域南西部隅から6基検出された。形状はほぼ円形で、規模は径39× 41cm～ 43× 52

cm、 深さ29.6～68 2cmで ある。時期や性格については不明である。
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<堀跡 > 調査区域中央部から2条、郭南東側のテラス状の部分から 1条、北東部隅の平場から 1条検出さ

れた。中央部から検出された 2条は郭の南西側からの検出で、二重の空堀と考えられる。薬研堀で、向きは

北西―南東である。規模は外堀が幅 5～ 5.5m、 深さ1.5～ 2m、 内堀が幅 6～8.7m、 深さ2.35～4.lmで ある。

郭の南東側のテラス状の部分から検出された 1条は、薬研堀で、向きは南西―北東であり、規模は幅3.65～

5.7m、 深さ63特 146.6cmで ある。北東部隅から検出された 1条は、箱薬研堀で、郭の平場の縁際を緩い弧を

描 くように南東―北西に巡っている。規模は幅1.75～ 2.56m、 深さ86～ 125,6cmで ある。

<溝跡 > 調査区域中央部から 1条検出された。向きは北西―南東で、南東端は調査区域外へ延びている。

規模は全長 7m、 上幅25～ 60clll、 下幅13～ 48cm、 深さ7.2～ 32.2cmで ある。時期や性格については不明である。

<出土遺物> 大コンテナで 1箱出土 しており、遺構内からの出土が多い。内訳は縄文土器、石器、土師器、

須恵器、鉄製品で、土師器が多い。縄文土器は、前期、中期、後期の深鉢、晩期の浅鉢、石器は石鏃と石箆

である。土師器は郭と賽、須恵器は甕と壼である。鉄製品は刀と刀子である。

3。 まとめ

今回の調査は、館跡の一部の発掘調査のため館の全体像はとらえられなかったが、郭の平場の存在、堀跡

の形状・規模、テラスの存在等、貴重な資料を得ることができた。また、平安時代の竪穴住居跡が検出され

たことから、複合遺跡であることもわかった。

地形から考え、本調査区域の北西側から館跡に伴う遺構が検出される可能性がある。
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調査区域全景

平安時代の竪穴住居跡 中世の竪穴住居跡

住居状遺構

北の城館跡検出遺構
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くまどう

盛岡市本宮字稲荷44-4ほ か

盛岡市都市整備部盛岡南整備課

盛岡南新都市開発整備事業

平成14年 4月 10日 ～ 8月 31日

11,178■苫

6,2351ド

L E16-2118・ OKO-02-15

長村克稔・阿部員澄・安藤由紀夫

菊池 賢

盛岡市教育委員会

(16)熊堂 B遺跡第15次調査

所  在  地

委  託  者

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
遺跡位置 ■50′000 盛岡 。日詰

1.遺跡の立地

熊堂 B遺跡は、 JR東北本線盛岡駅の南西約 2k41、 雫石川右岸の河岸段丘上に所在 しており、北緯39度40

分・東経141度 8分付近に位置している。今次調査区は、並行 して調査が行われた第 14次調査区をはさむ形

で東からB区・ D区・ E区が東西310m。 南北50mの範囲にわたる。また、 B区より約140m南東の地点に東

西40m。 南北30mの 範囲でA区が、同じく約100m北東に東西50m。 南北35mの 範囲で F区がそれぞれ設定

されている。標高は122～ 124mで、雫石川との比高は約 4～ 6mと なる。調査以前は宅地だった。

2.調査の概要

検出した遺構は調査未了範囲を含む E区を除くと、竪穴住居跡 7棟、土坑41基、溝13条、柱穴状 ピット約

120基である。遺構は調査区にまんべんなく広がっているわけではなく、主にD区に集中してみられた。

<竪穴住居跡 > A区 で 2棟、 B区で 1棟、 D区で 4棟を検出した。おおよその床面積は、 B区の 1棟が

259ど、 D区の 3棟は約7.0ポ・ 17.6だ 。41.6ぽである (他の 3棟は調査区外に広がっているので不明)。 カ

マ ドは、A区の 1棟が北東である他は、 B・ D区の 4棟はすべて西向きであった (A・ D区の各 1棟はカマ

ド未検出)。 煙道は、 B区の 1棟が掘り込み式である他は、すべて各Jり 貫き式である。時期については出土

遺物および遺構の切り合い関係から、 B・ D区の 3棟が奈良時代、A区の 2棟とD区の 1棟が平安時代と考

えられる。 D区の北西にある 1棟は、遺物の出上が土器の小破片 1点のみで、具体的な時期については不明

だが、カマドの方向から奈良時代と推測される。 B区の 1棟は、床面直上から炭化材が検出していることか

ら焼失住居と考えられる。

<上坑 > 41基を検出した。規模は、直径が60cm～ 3m、 深さが10～ 60cmで ある。平面形は、円形・楕円の

ものが多 く、不整形のものもある。出土 した土器から、 B区の 3基のうち 1基は奈良時代、 2基は平安時代

のもの、 D区の 1基は縄文時代晩期のものと考えられる。その他の土坑については、遺物の出土や時期を比

定 しうる遺構との切り合い関係がないため具体的な時期は不明である。

<溝 > A区 で 4条、 B区で 1条、 D区で 4条、 F区で 1条の計 10条を検出した。規模は、幅 70cl■～ lm、

深さ10～ 30cmで、いずれの溝も調査区域外にのびている。主に出土 した土器から、 D区 とF区の各 1条 は奈

良時代、 A区・ B区の各 1条は平安時代のものと考えられる。 D区の東西に走る 3条は、第 1次調査で検出
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されているもので、奈良時代の住居を切っていること、埋土上層から9世紀代の上器が出土 していることか

ら8世紀末～ 9世紀前半に機能 していたものと考えられる。その他の 3条の時期については、年代が比定で

きる遺構との切り合い関係や出土 した遺物がないことから不明である。

<出上遺物> 縄文土器、土師器 。須恵器、土製品、石器が出土 している。ただし、大部分は土師器で、破

片まで含め概数であるが、43.8kgが 出土 している。器種は、土師器が必 。甕を中心とし、他に高台付界が数

点見られるのみである。須恵器については大甕の破片が中心である。土製品は土製勾玉で、 B区の竪穴住居

跡埋土下層から2点出土 している。縄文土器はD区の土坑の中からつぶれた状態で 2点出土 した。ほぼ全点

接合 したが、回縁部 2分の 1と 底部全周が残存するのみである。石器は剥片石器が中心で、縄文時代晩期の

遺構があることから当該期のものと考えられる。

3.ま とめ

今次調査では奈良・平安時代の竪穴住居跡を中心とする古代集落の検出を行った。もっとも遺構が密に分

布するD区では、前述のように、 3棟の奈良時代の住居が検出されているが、その特徴として、大形の住居

の周辺に小形の住居が位置していることがあげられる。従来より、住居の規模が小形・均一化する平安時代

以前の古代集落は、 1つ の大形住居の周辺に小形住居が散在するという構造を有するといわれている。今次

調査ではそうした指摘を確認できたといえる。

なお、 E区の調査未了域では竪穴住居跡が、調査終了域の東で12棟、同じく西で26棟検出されている。前

述のようにB区 。14次調査区・ D区・ E区は東西に並んでいるが、遺構の密度は東から西に向かって大にな

る傾向にある。時期差も考慮 しなければならないが (E区の竪穴住居跡については検出のみで精査を行って

いない)、 熊堂 B遺跡に展開する古代集落において、その主体部のひとつはE区周辺に展開していたものと

推測される。

匡嚢曇調査末了区 踵蔭観調
査完了区

調査区範囲及びグリッド配置図

ｍ
０ ５〇
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調査区全景

D区検出小形竪穴住居跡 同左カマ ド

D区検出大形竪穴住居跡 D区を東西に走る 3条の溝跡

熊堂 B遺跡第15次調査検出遺構・出土遺物
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(17) 遺跡第44次調

所  在  地 盛岡市向中野字八日市場41-1他

委  託  者 盛岡市都市整備部盛岡南整備課

事  業  名 盛岡南新都市計画整備事業

発掘調査期 間 平成14年 4月 9日 ～ 7月 31日

調査対象面積 3,527∬

発掘調査面積 2,907だ

遺跡番号・略号 L E16-2269・ ODT-02-44

調 査 担 当 者 阿部員澄・菊池 賢

協 力 機 関 盛岡市教育委員会
遺跡位置 1:50,000 盛岡 。日詰

1.遺 跡の立地

本遺跡は」R東北本線仙北町駅の西南約900mに位置し、雫石川南岸の河岸段丘上に立地 している。調査

区は宅地跡、畑地と休耕田で占められる。概ね平坦な地形であるが、その中でも若子の高低差が見られ、そ

の差が占地の状況を微妙に左右する。

2.調 査の概要

今回の調査は、住宅地の間の 5区からなる。畑地であった東区を除き、建物の基礎や配水管工事の影響で

遺構の残存状態はよくなかった。検出した遺構は竪穴住居跡20棟 (奈良時代 9棟、平安時代 11棟 )、 掘立柱

建物跡 3棟、土坑41基、竪穴状遺構 2棟、焼土遺構 2基、溝跡21条、堀跡 1条、井戸跡 1基 と多数の柱穴で

ある。

<竪穴住居跡 > 奈良時代の竪穴住居跡は北区 7棟、東区 1棟 と西区 1棟である。規模・形状は東区が一辺

約57× 55mの 隅丸方形、北区はそれよりやや小規模の一辺が約 4～ 5mである。北西壁のほぼ中央にカマ

ドを有するものが多い。出土遺物より 7世紀後半～ 8世紀の遺構と考えられる。平安時代の竪穴住居跡は北

区の 3棟、北東区の 6棟 (一部推定)、 西区の 2棟である。規模・形状は一辺約2.2～ 4.6mの隅丸方形、カ

マ ドの向きは北西、北東と南西である。調査区が建物の跡であるため残りの状態はよくない。出土遺物より

9世紀～10世紀の遺構と考えられる。調査区全体で住居間の重複は 4組 と多くはないが、他遺構との重複は

多い。

<掘立柱建物跡 > 東区、西区、北区でそれぞれ 1棟ずつ検出した。いずれも出土遺物は少なく時代を特定

できないが、埋土の状況より東区は古代の遺構、西区は古代より新 しい時代のもの、北区は竪穴状遺構と関

連 した近世の建物跡と考えられる。

<上坑 > 調査区全体で41基検出した。形状は楕円形や円形、径05～ 1.5m、 深さ30clll前後と浅いものが大

部分である。北区の楕円形の上坑からはロクロ未使用の土師器 (堺・甕)、 東区の円形土坑からは骨片が出

土するが、他の土坑からの出土遺物は少なく用途は不明である。

<溝跡・ 堀跡 > 調査区全体で21条検出した。規模は、長さ 3～ 30m、 幅0.3～ 1.5m、 深さ03～ 0.5m、 西

区と東区の溝については水が流れた跡が認められるものもある。また東区では、深さ約0.8m、 幅約2.5mの

う

け
Ｋ

ド

ろ

占
昂
た太
か

ム

ロ

-57-



蝉
一
轡

(=
西区

ゝ 0
罵
東区

台太郎遺跡 第44次調査 調査範囲

0    1:9,000  150rn

―

基3X=35,400000
Y=26,462000
基4X=-35,400000
Y=26,492000
(日本測地系)

補3X=-35,422000
Y=26,462000
補4X=-35,422000
Y=26,492000

構5X=35,370000
Y=26,488000
(日本測地系)

0           1:300         10m

台太郎遺跡第44次調査遺構配置図 1

塩5 映
③   ° °

0     °   O

&。
つ。 O

北Ⅱ区

|

―-58-―



Ь_。 __。 ____士 -0

|

●―――。一――。

補1」ト 点12

台太郎遺跡第44次調査遺構配置図 2

補1-lX=35,606000
Y=26,792000

補1-2X=35,646000
Y=26,792000

補O X=35,408000
Y=26,528000

補9 X=-35,500000
Y=26,378000

補10X=35,500000
Y=26,396000

補■ X=35,516000
Y=26,878000

補12X=-35,516000
Y=26,396000

(日本測地系)

1:300          10m

―-59-―



東西に延びる堀跡を確認 した。これは台太郎遺跡の他区域の堀跡に比べやや小規模であるが、今後の調査で

その性格や、遺跡全体での東区の位置・役割等が明確になっていくと考えられる。

<そ の他の遺構> 竪穴状遺構は東区と北 I区で各 1棟検出した。東区の 1棟は隅丸方形で、出土遺物より

近 くの竪穴住居跡と同じ奈良時代の遺構、北 I区の 1棟 は馬屋跡と見 られる。焼土遺構は北 I区に位置 し、

2基とも小規模の遺構である。井戸跡 1基は西区に位置する。小規模であり攪乱を受け、その全容は明確で

ない。                    ´

<出土遺物 > 遺物は大コンテナで 6箱出土 した。種類は土器 (土師器・須恵器・ あかやき土器 )、 石器

(砥石)、 土製品 (紡錘車)、 鉄製品 (刀子)、 陶磁器類である。北区や東区ではロクロ未使用の甕の割合が多

いのに対 して、北東区や西区ではロクロ使用の雰や須恵器が多 くなっている。

3.ま とめ

本遺跡は、奈良～平安時代を中心にした大規模な集落跡であることが明らかになっていたが、今年度の調

査結果をあわせると570棟近い竪穴住居跡が調査されたことになる。以上をふまえて、今後は古代における

ムラの変遷、遺跡北西約 3 klnに位置する志波城及び周辺遺跡との関係など検証すべきことは多い。また、今

年度東区で小規模なものであるが堀跡が検出された。この区域はは台太郎遺跡の中での位置が明確になって

いない部分であり、今後発掘が進むにつれ東区の遺跡全体での位置が明確になってくると考えられる。

台太郎遺跡第44次調査検出遺構

奈良時代の竪穴住居跡

北 I区 掘立柱建築物と竪穴状遺構東区 堀跡
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(18)飯岡沢田遺

盛岡市飯岡新田第1地割81-2

ほか

盛岡市都市整備部盛岡南整備課

盛岡南新都市計画整備事業

平成 14年 4月 9日 ～ 6月 5日

1,7731だ

1,773fド

L E16-2169・ ISD-02-5

半澤武彦・久慈泰彦

盛岡市教育委員会

跡第 5次

地在所

委  託  者

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・ 略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
遺跡位置 1:50,000 盛岡 。日詰

1.遺跡の立地

本遺跡は、 JR東北本線盛岡駅の南約 2 kmに 位置し、雫石川南岸の河岸段丘面上に立地 している。標高は

123m前後で、調査前の土地利用状況は畑地・果樹園・休耕地となっていた。概ね全体は平坦な地形である

が、調査区の東端は段丘の縁となり lm程度の高低差がある。北側は前年度に調査を行った本遺跡第 3次調

査区と接し、近隣には北西方向に野古A遺跡、東方向に台太郎遺跡 (と もに古代の集落跡)が分布 している。

2.調査の概要

今回の調査で検出された遺構は、古墳時代末期～平安時代にかけての竪穴住居跡が 7棟 (古墳時代末期 1

棟・奈良時代 2棟・平安時代 4棟 )、 竪穴状遺構が 3基、墓墳と思われるものも含んだ土坑が16基、溝跡が

3条、規模の小さな円形周溝が 1基、および近世の掘立柱建物跡が 2棟と柱穴列が 3列検出されている。

<竪穴住居跡 > 調査区の北西側に集中するように 7棟の竪穴住居跡が検出された。 7棟のうち古墳時代末

期の 1棟 と奈良時代の 2棟は、カマドがほぼ北西方向の壁面中央に位置しており、袖部分は芯材のない土器

混 じりの土で構築されたものとなっている。古墳時代末期のものと考えられる竪穴住居跡 1棟からは、この

時期の土器の特徴を示す丸底で内・外面に段差がある必が出土 しているが、奈良時代の住居跡と比較 して、

住居の構造や規模における明瞭な差異は特には認められない。調査区のほぼ中央から検出された奈良時代の

住居跡 1棟では、カマド袖右脇の壁面を快るようにして造られた貯蔵穴と思われる穴が確認されている。

平安時代の 4棟は、東端旧河道付近の斜面から検出された 1棟を除いて、北西側に集中して分布している。

北西側 3棟のうち掘立柱建物跡と重複する 2棟 は、カマドが南東壁面の隅にあり煙道部が燃焼部分から急に

立ち上がる形態を示 し、また作り替えのカマドをもつ 1棟は、カマ ド袖部分の芯材に比較的大きな礫が多量

に使用されており、カマドの位置や構造に奈良時代の住居跡との相違が明瞭に見て取ることができる。

本遺跡第 5次調査における竪穴住居跡の分布について、前年度の第 3次調査区で見られたような大形の住

居跡はなく、比較的小形～中形のものが中心となっており、それぞれが一切重複 していないことも特徴とし

て挙げられる。

<竪穴状遺構 > 古代の竪穴住居跡の狭間から3基の竪穴状遺構が検出された。中央の 2基は埋土がごく薄

い状態で検出されたことから、埋土上部がカマ ドを含めて削平されたものか、あるいは竪穴住居跡に付随す
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るカマドを持たない施設であった可能性も考えられる。

<土坑 > 調査区のほば全域から16基の上坑が検出された。そのうちの 1基からは馬の骨と歯の一部が出土

しており近世の墓娯と推測されるが、その他の土坑は出土遺物も僅かで性格や時期が不明なものが多い。

<溝跡> 大小合わせて 9条検出しているが、西端の 2条はそれぞれ古墳時代末期と奈良時代の竪穴住居跡

に切 られており、古代以前の溝跡である可能性が考えられ、 2条の底には溝を構築 した際についたものと思

われる工具の跡が確認されている。また、北端～東端にかけての段丘面の縁に沿うように、全長約60mの溝

跡が検出されているが、現在の地形と平行 していることから比較的新 しい時期のもので、溝の深さが一定し

ないことから潅漑用ではなく人為的な区画としての性格を持つ遺構と推測 している。

<円形周溝> 調査区のほば中央付近から、径約 2m・ 幅約40cmの やや不整形な円形周溝が検出された。南

北それぞれ 2箇所に溝が途切れた部分があり、西側は竪穴状遺構によって切られている。前年度の調査区か

ら検出された同様な形態の遺構群と比較すると規模はごく小さく、時期を示すような遺物も出土 していない

ものの、古代の遺構と推測している。

<掘立柱建物跡 > 検出された 2棟のうち 1棟は 3間× 2間で、南東側の梁にあたる部分には小径の支柱穴

が 2基付随している。内部からは数基の柱穴状土坑も検出されているが、建物跡の一部を形成するような配

置は見られず、本遺構と関連 しない可能性が高い。一方のやや大きな建物跡は 4間 ×3間で、内部に 3基の

支柱穴が存在するが、北西隅の柱穴 1基は、竪穴住居跡のカマ ド袖芯材の礫を奢1り 抜いて建てられていた。

<柱穴列> 調査区東側の段丘面の縁と平行するように 3列の柱穴列が検出された。柱穴列は河川の運搬作

用によってもたらされた、やや細かな砂礫層の上に千鳥配列で分布 し、各柱穴は小径で浅いものが多 く、南

側の 1列は削平を受けて消滅 してしまったものも存在する。埋土は他の遺構と比較して単層のものが大半で、

ごく新 しい鉄製品なども一部の柱穴内から出土していることから、近世～近代にかけての遺構と考えられる。

この遺構は段丘面の縁とほば平行 していることから、人為的な区画のために設置された柵列、もしくは長

屋状の建物跡であった可能性も考えられるが詳細は不明である。

<出上遺物> 7世 紀末頃～ 9世紀の土師器 。須恵器が大部分を占め、大コンテナで 8箱出士 している。

古墳時代末期～奈良時代の竪穴住居跡から土師器の雰・甕が出土 しているが、出土遺物全体に占める割合

は少なく、平安時代の住居跡からの出土数がこれらを上回っている。

また、墓壊と推測される土坑から馬の歯と骨の一部が出土しているが、風化が著しく残存状況はよくない。

3。 まとめ

今回は前年度に調査を行った区域の南東側を引き続いて実施 したものである。前年度の第 3次調査区は、

古墳時代末期～平安時代を中心とした大規模な古代の墓域と集落跡であった。今年度の第 5次調査区は、古

代以前のものと推定される旧河道をはさんだ位置にあり、両区には 1～ 2mの高低差が見られる。

この高低差が両調査区における遺構の分布状況にどれほどの差異をもたらすものか注目していたところで

あるが、前年度の一段高い第 3次調査区の側には、古墳を始めとする埋葬施設や、多量の遺物が出土 した大

形の竪穴住居跡が存在するという特異な遺構分布の特徴が見られた。一方のやや低い位置にある本年度の第

5次調査区において検出されたものは、小～中形の竪穴住居跡や近世の掘立柱建物跡などであり、小規模で

不整形な円形周溝を除き、人を埋葬 したものと思われる古代の古墳や墓壊等は一切検出されなかった。

2ヵ 年にわたる調査を通 して、古代の埋葬施設は水害を受けにくいような高燥地を選んで構築 し、やや低

い地形を含めた隣接する一帯に庶民の居住域が分布 していた様子がうかがわれるものの、相互の時期差に大

きな隔たりはなく重複も全く見られないことから、生と死の領域が重複 。近接していた可能性も考えられる。
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遺跡全景 (北から)

工具痕が残る溝跡 (古代 )

柱穴列 (近世以降) 復元 した掘立柱建物

飯岡沢田遺跡 5次調査検出遺構
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(19)野古A遺跡第15次調査

盛岡市下鹿妻字北40-11よか

盛岡市都市整備部盛岡南整備課

盛岡南新都市計画整備事業

平成 14年 8月 1日 ～11月 6日

3,169fド

3,1691ド

L E16-2155・ ONK-02-15

阿部員澄・石崎高臣・菊池 賢

盛岡市教育委員会

所

委

事

地

者

名

発 掘 期 間

調査対象面積

発掘対象 面積

遺跡番号・ 略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

在

託

業

遺跡位置 1:50′000 盛岡

1.遺跡の立地

野古 A遺跡は、 JR東北本線仙北町駅の西約 1.5kln、 雫石川右岸の微高地上に位置する。今次調査区は、

西側がゲートボール場、北側と南東側が畑地で占められ、昨年度に行われた第12次調査区に隣接する。調査

区の標高は123～ 125m、 西側と南東側は緩やかに東に向け傾斜 し、北側は微高地縁辺部にあたり北西より続

く旧河道に至る。

本遺跡は、鹿妻農業用水堰を隔てて南東側に飯岡沢田遺跡、北西側に熊堂 B遺跡と隣接する。周囲は盛岡

南新都市計画整備事業に伴い宅地造成がすすみ、その下に調査の終了 した古代の集落跡と古墳群が静かに眠

る地区である。

2.調 査の概要

今次調査で検出した主な遺構は、古代の竪穴住居跡13棟 (奈良時代 8棟・平安時代 5棟 )、 掘立柱建物跡

1棟、竪穴状遺構 1棟、焼土遺構 1基、溝跡 6条、土坑20基、柱穴状土坑131基、性格不明遺構 1基である。

基本層序は、 I層灰黄褐色土 (表土・耕作土 )、 Ⅱ層黒色土、Ⅲ層黒褐色土、Ⅳ層黄褐色土である。Ⅲ層

～Ⅳ層上面に於いて古代の遺構を検出した。

<竪穴住居跡 > 竪穴住居跡は今次調査区のほぼ全域にわたって分布 している。古代の遺構は、調査区北側

に於いてはⅢ層中面灰白色火山灰ブロック、西側と東側ではⅢ層下面とⅣ層上面に於て、黒褐色土と黒色土

の広がりで確認した。住居跡間の距離は狭いものの重複は見られず、全般に残りの状態は比較的良好である。

本遺跡における竪穴住居跡の特徴は、深 く広いことである。平面形は隅丸方形で、規模は 6～ 8m四方の

大形 (奈良時代 3棟 )、 4～ 5m四方の中形 (奈良時代 3棟・平安時代 4棟 )、 2～ 3m四方の小形 (奈良時

代 2棟・平安時代 1棟)に分類できる。カマドの設置位置は、奈良時代の竪穴住居跡では北西向き、平安時

代の竪穴住居跡では南東向きの傾向があり、煙道は深 く長いくり貫き式のものが多い。カマ ド袖は、平安時

代のものは芯材に礫を用いるものが多いのに対 し、奈良時代のそれは褐色土を主体に暗褐色土等によって構

築されているものと芯材に土師器 (甕)を使用しているものが見られた。作り替えは13棟中 3棟 (奈良時代

1棟 。平安時代 2棟)について確認されたのみである。

また、竪穴住居跡の残存状況はよく、壁際を巡る周溝、住居内土坑や柱穴も検出することができた。

<掘立柱建物跡> 調査区北側に於いて 1棟検出した。規模は 2間× 2間、埋土に灰白色火山灰ブロックを
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含む柱穴があることから、近接する竪穴住居跡と同じく平安時代の掘立柱建物跡と考えられる。

<竪穴状遺構 > 調査区北側に於いて 1棟検出、埋土に灰白色火山灰ブロックを含むことから、近接する竪

穴住居跡や一部重複する掘立柱建物跡と同時期のものと考えられる。他の竪穴住居跡に比べ深 く、投げ込ま

れていた土師器 (甕とロクロ使用の邪)の量も多い。

<溝跡 > 今次調査区全体で 6条検出した。調査区東側から北側の旧河道方向に流れる溝は竪穴住居跡 4棟

と重複 し、そのいずれよりも新 しい。また調査区西側の溝は、一部は欠けるものの楕円形に巡る。他 4条は

調査区北側に於いて旧河道に至る段丘縁と並行する位置に、残る 1条は調査区を南北に縦断する。

<土坑> 今次調査区全体で20基検出した。大部分は円形で出土遺物も少ない。調査区東側で検出した 3基

は長方形、埋土中に焼土が投げ込まれていたが、他の土坑同様遺物が少なく詳細は不明である。

<柱穴状上坑 > 調査区全体から検出した。規模は径約25～ 40clll、 深さ40cm前後、埋土は褐色上を含む暗褐

色土が主で、調査区北側と東側に於いては灰白色火山灰を含むものも見 られる。遺物はほとんど含まれず、

時期を特定出来るものは少ない。掘立柱建物跡を構成するには至らないと考えられるが、北側の一部につい

ては近接する掘立柱建物跡に関連 した柵などを構成する可能性もある。

<その他の遺構 > 焼土遺構と性格不明の遺構がある。後者は調査区西側に位置し、埋土に焼上が認められ、

長方形を呈する土坑の可能性がある。ただ、竪穴住居跡と重複 しその一部が調査区外に延びていることから、

全容は不明である。

<出上遺物 > 遺物は大コンテナで約 10箱 出土 した。出上場所は大部分は竪穴住居跡、種類は土器 (土師

器・須恵器 。あかやき土器 )、 石器 (砥石 )、 土製品 (土玉・紡錘草 )、 鉄製品 (釘・刀子 )、 陶磁器である。

土器については、奈良時代の竪穴住居跡でロクロ未使用の甕の割合が高 く、平安時代の竪穴住居跡でロクロ

使用の雰とあかやき土器が多い。土器と同質の粘土で作られた小型手捏ね土器状の遺物、砂底土器 (土師器・

賽)も 出土 した。

3.ま とめ

2ヵ 年にわたる約 10,000ピ の第12次 と第 15次調査により、奈良～平安時代を中心にした野古A古代集落の

状況が、以下 3点を中心に、ある程度明らかになってきた。

①仙北町変電所南東及び南西部分に野古A集落の中心があった。ここは、南側に向け緩やかに傾斜する微

高地縁辺部にあたり、日当たりのよい場所であったであろう。

②集落は南東 。南西方向から北東にかけて広がっていった。調査結果より、カマド設置方向から識別した

奈良時代の竪穴住居跡が比較的標高の高い南側に位置するのに対 し、平安時代の小形竪穴住居跡は微行地

縁辺部に位置 していることから考えられる。

③集落は深 くて広い竪穴住居跡で構成されている。調査区が畑地として使用された期間が長いためでもあ

ろうが、元来大きい住居跡で構成された集落の可能性もある。竪穴住居跡が使用された年代について考え

ると同時に、大形 。中形・小形住居跡のセット関係 (組み合わせ)についても考察を深めたい。

この 3点を中心に、鹿妻堰を挟んで南側に隣接する飯岡沢田遺跡や北側旧河道対岸に位置する熊堂 B遺跡

との関連についても考察することにより、本遺跡の性格についてより明確にしていきたい。
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奈良時代の竪穴住居跡 (中形)

調査区全景 平安時代の竪穴住居跡 (大形)

平安時代の竪穴住居跡 (大形)カ マ ド袖部分 掘立柱建物跡と竪穴状遺構

楕円形に巡る溝跡 作業風景

野古A遺跡第15次調査検出遺構
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(20)飯岡林崎Ⅱ―

盛岡市下飯岡 4地割248番 ほか

盛岡地方振興局土木部

緊急地方道路整備事業 ´

主要地方道盛岡和賀線改良工事

平成14年 6月 3日 ～11月 21日

2,600rF

2,6001ド

L E26-1005・ IHKⅡ -02-3

中村絵美 。長洞ひかり。村木 敬

島原弘征 。青山紀和・立花公志

盛岡市教育委員会

遺跡第 3次調査

発掘調査期 間

調査対象面積

発 掘調査面積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置 1:50,000 盛岡 。日詰

1.遺跡の立地

飯岡林崎Ⅱ遺跡は、盛岡市の南西部、」R東北本線仙北町駅から南西 3.5kmに位置 し、遺跡の北方を流れ

る雫石川によって形成された沖積地に立地する。現況は水田で、削平 。盛上によって旧地形は改変を受けて

いるが、本来は頻繁に流路を変える雫石川旧河道と、それに伴う自然堤防及び後背湿地が入組み、複雑な小

起伏をもった地形であったとみられる。

2.調査の概要

本遺跡の調査は昨年度より継続 して 2ヵ 年にわたって行われた。調査原因は盛岡和賀線の拡幅工事に伴う

ものであり、調査対象区域は道路の両側に沿った細長い形状となっている。今年度調査を行ったのは、昨年

度調査できなかった水路分、および道路東側南端部で2,600だが対象範囲となっており、 2ヵ 年の合計面積

は6,132∬である。

検出された遺構は、竪穴住居跡28棟、土坑16基、溝跡41条、柱穴状土坑約150基、掘削痕多数、捨て場 1

箇所である。 しかし調査区を縦に分割 しているために、大部分が昨年度検出遺構から続 くもので、 2ヵ 年の

合計は竪穴住居跡37棟、土坑25基、溝跡57条、柱穴状土坑約400基、掘削痕多数、捨て場 1箇所である。

<竪穴住居跡> 竪穴住居跡は調査区南北両端の旧河道の内側、やや高くなっている区域に分布する。形状

は方形で、規模は一辺が2.3～ 6.7mあ る。十和田 a降下火山灰は埋土上層に含まれるものの、埋土下層では

認められず、廃絶時期は火山灰降下以前と推定される。出土遺物も概ね 9世紀代のものを中心としており、

これと矛盾がない。カマド煙道は西 。東・北西と様々だが、西向きのものがやや古い傾向にある。カマ ドの

燃焼部を住居壁より内側に設けるものが大半を占めるのに対 し、住居壁より外側に燃焼部を設置する住居跡

が 2棟された。後者は出土遺物から集落内でも古い様相を示すがカマド煙道は東を向いている。そのうち 1

棟からはいわゆる北陸型といわれる丸底長胴甕が出土 しており、これらの住居跡は集落の中でも特異な例を

示すものと思われる。カマドの他に地床炉も持つものも3棟ある。焼失住居跡も確認され、特にC区南端の

住居跡は、炭化材等の残存状態が非常に良好であった。昨年度に住居東側の調査を行い、今年度は西側カマ

ド周辺を調査 した。住居床面にカヤ状の繊維が敷かれ、その上に住居に使用された棒状・板状・ カヤ状の繊
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維が覆い被さっていた。住居跡南西部には炭化 した米がまとまって固結 した状態で見つかった。いくつかの

まとまりを持つが、多いところで厚さ 4 cmほ ど、12× 0,7mの範囲に広がる。カマドの灰層の中からは多く

の骨片も見つかった。また、昨年度に検出された柱穴と対になる位置に柱穴が検出され、柱材が腐らずに残っ

ていた。

<掘立柱建物跡> 2間 × 2間の建物跡が 1棟検出された。埋土の様相からは古代に該当すると思われるが、

出土遺物からは時期を特定できなかった。その他調査区内には柱穴状土坑が多く検出されたが、礎板や礎石

を持つ柱穴もあり、古代のものと近世以降のものが混在 しているようである。建物跡への復元が可能である

か今後検討を要する。

<溝跡 > 古代の溝は調査区の中央部、若干低 くなっている区域で検出された。幅20～ 30cmの 溝が1.6～ 2.0

mほ どの間隔で何条も並んでいる。本来の深さは不明であるが、底面の標高値にほとんど差はない。底面に

は工具痕が観察でき、工具痕からはある程度幅を決めて掘られた溝であるということが想定できる。ほぼ同

じ幅・間隔を持つことから個々に存在 していたのではなく 1連のものと思われるが、水が流れていた痕跡は

ない上に、調査区外へと延びていくものと途中で止まってしまうものがあり、性格は不明である。埋土上層

に十和田 a降下火山灰を含むことから、集落の形成時期とあまり差はないと思われる。

<掘削痕 > 面的な広がりを持ち底面をかき混ぜたような痕跡のあるものと、幅20～ 30cmの帯状のものとが

ある。前者は竪穴住居跡を切るため集落の時期よりも新 しく、後者は埋土にはいる火山灰の状況から竪穴住

居跡の時期に近いものと思われる。帯状の掘削痕は調査区の中の低い区域に分布 し、底面に工具痕が確認で

きる。これらがいくつか平行 しており、さらに同様のものが傾きを変え重複している。検出面にこの工具痕

のみが残る場所もあり、このような掘削痕がもともとは溝状のものが削平されてしまったものである可能性

が高い。

<旧河道 > 調査区の南・北端はそれぞれ旧河道に向かってやや急激に落ち込み、その先は緩やかに立ち上

がって遺跡よリー段低い低地へと連続している。ここでは、塊状の十和田 a降下火山灰が旧地表面にのるよ

うに水平に堆積 していることから、降下時点ではすでに流水はなく湿地状を呈 していたものと推測される。

A区北端旧河道では、隣接する居住域から投棄されたと思われる土師器・須恵器が火山灰の下位層からまと

まって出上 した。一方、南端旧河道では昨年度と同様、最下部より縄文時代末葉～弥生時代初頭の上器片が

十数点出土 している。

<出土遺物 > 大半が平安時代前半の上器で大コンテナ10箱程度出土 した。その他の出土遺物は、羽口、椀

形鍛冶滓、木製品 (椀・柱材等 )、 炭化米、炭化材、骨片、縄文時代末葉～弥生時代初頭の土器 。中世陶器

等である。

3。 まとめ

2ヵ 年の調査により、飯岡林崎Ⅱ遺跡は平安時代の集落跡であることが判明した。集落の中でも高 くなっ

ている区域を居住域とする一方、低 くなっている区域はそれ以外を目的として使用 しており、集落内で土地

の使い分けを行っていた可能性がある。低い区域にまとまる溝跡等がどのような性格持つものかということ

は今後の検討課題である。また焼失住居の出土資料からは、住居の上屋構造・炭化米のDNAの 鑑定の結果

等、今後より詳細な事実が判明するものと思われる。
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焼失住居跡 (C区 ) 竪穴住居跡 (D区 )

竪穴住居跡カマ ド(D区 )

焼失住居跡柱穴 (C区 ) 掘立柱建物跡 (C区 )

平行する溝跡 (B区 ) 掘削痕 (D区 )

飯岡林崎Ⅱ遺跡検出遺構
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(21)貝の淵 I遺跡

石鳥谷町関口15地割31-2ほ か

花巻地方振興局土木部

一般国道456号地域活性化

支援道路整備事業

平成14年 4月 8日 ～ 6月 18日

3,0201だ

3,0201ド

M E07-0167・ KFI-02

佐々木信一・野中真盛

石鳥谷町教育委員会

か い 志ゝち
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事

発掘調査 期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・ 略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

1.遺跡の立地

貝の淵 I遺跡は、 JR東北本線石鳥谷駅の南南西約 4k14に位置し、北上川左岸の河岸段丘上に立地 してい

る。標高は89～ 91m、 遺跡の現況は畑である。

2.調査の概要

検出された遺構は、竪穴住居跡13棟 (平安時代 )、 住居状遺構 1棟、陥し穴状遺構 3基、焼土遺構 2基、

溝跡 3条である。出土 した遺物は、大コンテナ10箱分で、内訳は縄文土器、弥生土器、石器、土師器、須恵

器、陶器、土製品、鉄製品である。

<竪穴住居跡 > 13棟検出された。調査区域中央部に集中している。大きさ・形状は、一辺が3.5m前後の

隅丸方形のものがほとんどであるが、中には一辺が約 8mの 隅丸方形と推定される大型住居跡もある。カマ

ドは、北壁または北西壁の中央部に設置されているのが 8棟 (そのうち 1棟 は作り替え)、 東壁の中央部に

設置されているのが 1棟で、残り4棟は遺構の一部が調査区域外のため不明である。煙道は各」り抜き式が 5

棟、掘り込み式が 2棟である。また、床面から炭化材が検出されたものが 1棟あり、焼失住居の可能性があ

る。

13棟のうち 5棟の埋土に十和田 a降下火山灰が含まれていることと出土した遺物から、これらの住居跡は

平安時代前半のものと考えられる。

<住居状遺構> 調査区域中央部やや東寄りから 1棟検出された。中央部分は南北に延びる溝跡によって切

られている。平面形は隅丸方形で、大きさは30× 3.2m、 壁高は2.9～ 18.6calで ある。検出面や溝跡との切り

合い関係から、竪穴住居跡と同じ平安時代前半と考えられる。

<陥 し穴状遺構 > 住居状遺構の床下及び南西部から3基検出された。いずれも溝状の陥し穴状遺構で、 1

～15mの 間隔で並んでいる。長軸方向はほぼ北西―南東である。床下から検出された 1基 は、長さ2.56m、

幅25～ 30cm、 深さ38～46cmで ある。南西部から検出された 2基は攪乱を受け、北西部分の一部が残存するの

みである。残存部の規模は、 1基が長さ105m、 幅46～ 53cm、 深さ57～ 70cm、 もう 1基は長さ72cm、 幅42～

45cm、 深さ50～ 70clllで ある。

<焼上遺構> 調査区域中央部と東部からそれぞれ 1基ずつ検出された。形状はどちらも不整形で、規模は
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中央部の焼上が径50× 82cm、 厚さ 6 cm、 東部の焼土が径50× 79cm、 厚さ 6 cmである。時期は不明である。

<溝跡 > 3条 検出された。調査区域中央部から2条、中央部やや東寄りから 1条である。中央部から検出

された 2条のうち 1条はほぼ南北に延びており、北端は調査区域外へ延び、南端は攪乱されている。規模は

長さ14m、 幅35～ 50cm、 深さ10.3～ 24.2clllで ある。もう 1条は東へ延び、その後南へ向きを変えており、途

中で住居跡 2棟の一部を切っている。規模は長さ1lm、 幅30～ 55clll、 深さ 5～ 16.3cmで ある。西端と南端は

どちらも調査区域外へ延びている。中央部やや東寄りから検出されたと条は、南北に延び、その後ほぼ直角

に東へ向きを変えており、途中で住居状遺構と住居跡を切っている。北端は調査区域外へ延び、東端は途中

で切れている。規模は長さ59m、 幅42～ 122cm、 深さ6.8～ 74.7clllで ある。切り合い関係から、 3条 とも住居

跡より新 しいと考えられるが、詳細は不明である。

<出土遺物> 大コンテナで10箱出土 した。ほとんどが遺構内からの出土である。内訳は縄文土器、弥生土

器、石器、土師器、須恵器、陶器、土製品、鉄製品で、そのうち土師器が大部分をしめる。縄文土器は中期

中葉の深鉢、弥生土器は初頭の浅鉢と高堺、石器は石箆である。土師器は郭、甕、鉢、甑、耳皿で、郭と甕

が多い。堺はロクロ使用のものが多いが、ロクロ不使用のものも出土 しており、その割合は 2:1で ある。

また、墨書されたもの 6点、刻書されたもの 1点、底部に線刻されたもの 1点 も出土 している。甕は長胴甕

が多いが球胴甕も数点出土 しており、煤けたものや炭化物が付着 しているものが多い。須恵器は郭と甕であ

る。陶器は灰釉陶器で、器種は長頸瓶と考えられる。土製品は紡錘車、鉄製品は刀子である。

3。 まとめ

調査の結果、本遺跡は縄文時代と平安時代の複合遺跡であることが判明した。陥し穴状遺構が検出された

ことから縄文時代には狩り場として使われた時期があり、竪穴住居跡が検出されたことから平安時代前半に

は集落が営まれていたことがわかった。

また、遺物として墨書及び刻書された郭が出土 したことから識字層の存在が、灰釉陶器が出土 したことか

ら一般庶民とは異なる有力者が存在していたことがそれぞれ推測される。

遺構の検出状況や地形から考え、本調査区域の北側から住居跡等の遺構が更に検出される可能性がある。

―-74-―



生

Ａ
二 ｆ ご 一 ÷ 亙

主 ÷

．
吋

．
早

．
― 「

� ｅ 艶 中 出 騨 膊 離 岡 醐 国

十 １ 『 釦 ― ―

」
01
11
21
31
4i
51
61
71
81
91
01
11
21
31
4千
51
61
71
81
91
01
11
21
31
4千
51
61
71
81
91
01
と
12
13
14
平
51
61
71
81
91
01
11
21
31
4Υ
5L

「
９ ロ バ

住
醐
t尉
罐
構
 /
陥
レ
献
齢
  
4焼

螢
鶉

溝
跡

基
lX
=-
60
,3
52
.O
19
11

マ
=2
釘
印
開
00

L=
89
.8
61
4

勲
蕉
我
撒
隅

L=
89
89
0m

(日
本
測
珀
系
〉

|1
日
1日
||
1日

日
||
||
||
1日

||
||
||
|1
日

||
||
||
1日

日
|

0 
  
  
  
 2
0 
  
  
  
 4
0m



調査区域全景

平安時代の竪穴住居跡 炭火材出土状況

溝跡・ 陥し穴状遺構 遺物出土状況

貝の淵 I遺跡検出遺構
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(22)宿遺跡

石鳥谷町八重畑26地割ほか

花巻地方振興局

花巻農村整備事務所  ´

ほ場整備八重幡地区

平成 14年 8月 9日 ～11月 7日

3,020rざ

3,0201ド

M E17-0110・ SK-02

早坂 淳 。高木 晃・小林弘卓

石鳥谷町教育委員会

しゅく

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査期 間

調 査対象面積

発 掘調査面積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
遺跡位置 1:50,000 花巻

1.遺跡の立地

宿遺跡は花巻空港から東におよそ 4 km、 北上川が大きく西へ曲がる手前の左岸段丘上 (標高83m前後)に

位置している。調査開始前は、水田からの転作による畑作地の一部と、それに隣接する農道であった。

なお、調査区は東西に延びた農道沿いの長さ約230m、 幅約10mの細長い区域 (A区・ B区 )、 さらにその

中央付近および東端から、それぞれ長さ約100m、 幅約 5mで細長 くL字型を描 くように南に延びる区域

(C区・ D区)か らなっている。

2.遺跡の概要

<掘立柱建物跡 > 2棟 検出した。いずれも直径40～50cmの柱穴からなり、 2間 ×2間の総柱の建物を構成

しているように見える。それらのうち、 B区中央で検出された 1棟は、西北西を向く面の柱間が約 5m、 南

南西を向く面の柱間が約 4mと 大きく、全体はやや長方形である。また、西北西側に約3.5m離れて庇の跡

と考えられる柱穴が 1基検出された。一方 D区南側で検出された 1棟 は、柱穴列の一部が調査区境で切られ

ているが、柱間はおよそ 2mで全体は正方形に見える。さらに、その南北両側には約1.2m離れて柱間 2m

の平行な柱穴列が検出されており、南北両側に庇を持っていたと考えられる。なお、 2棟とも調査区境に隣

接 しているため、調査区外にも建物が延びている可能性があったが、今回の調査ではどちらも全容がつかめ

なかった。これらの 2棟はいずれも出土遺物が全 くないため、時代は特定できない。

<土坑 > 33基検出した。形状は円形および楕円形で、深さは検出面から20～50cmで ある。土坑の多くはA

区東側およびB区東側に分布している。土坑からの遺物はほとんどない。また、埋土の状況から見て地山の

落ち込み、あるいは時代不明の撹乱を含んでいる可能性がある。

<陥 し穴状遺構 > 44基検出した。これらの陥し穴状遺構は、形状の違いから、溝状、円形、長方形の 3種

類に大きく分けられる。溝状が37基 と最 も多 く、主にB区とC区に集中している。特にB区では、厚い砂層

を堀り抜いたものも幾つか見られ、上半部の砂壁が崩落して厚 く埋まっていたために、当初地山 (砂層)の

落ち込みと見誤るものもあった。大きく崩落 したものについては、下半部に残存する壁面や底面の形状のみ

が判明するにとどまった。溝状のものの計測値は、開日部が大きく崩落 したと考えられるものや、調査区外

に延びるため完掘できなかったものを除き、開口部の幅20～ 80cm、 長さ 2～ 4m、 深さ0,7～ 1.2m程度であ
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る。長方形のものは 4基確認された。A区東側では、底面の長さ約 2m、 幅が約50cmの類似 した形状・規格

のものが 2基平行に並んで検出された。また、調査区外に続 くために完掘できなかったものが 2基ある。こ

れら4基のうち 3基の底面には、逆茂木痕と考えられる直径10cm弱の穴が 2～ 3基ずつ一列に並んで確認さ

れた。円形のものは 3基確認された。直径 1～ 1.5mで 、これらの底面の中央にも逆茂木痕と思われる直径

8～ 9 cmの 穴が 1基ずつ確認された。これらの陥し穴状遺構は、既に縄文時代と特定されている多数の遺跡

に見られる陥し穴と類似した特徴をもっておりく縄文時代の陥し穴であると見て間違いないものと考えられ

る。なお溝状のものは、調査区中央から東側にかけて偏って分布 しており、部分的に密集 しているような様

子も見られる。さらに、長軸が東南東から南東の間を向いているものが多い。一方、円形のものはA区西端

の 2基とB区東端の 1基 とに分かれ、特に西端の 2基は、同じような形状・規格である。長方形のものには

特徴的な分布は見られなかった。

<溝跡 > 17条検出した。それらのうち、 1条からは土師器片がわずかに出土 しているが、その他の溝から

は遺物がほとんど出土せず、従っていずれも時代の特定は難 しい。 しかし中には陥し穴を切っている溝も見

られ、それらに限っては少なくとも縄文時代以降の溝であると考えられる。

<堀跡 > 1条 検出した。開口部の幅約 4m、 深さ約15m、 底面の幅約70cmの逆台形状の断面を有するも
のである。底部には約25clllの 厚さで粘上の堆積が見られる。堀跡からは遺物が出土 していないため、時代は

特定できなかった。規模およびその位置から見て、この堀跡は隣接する八重幡館跡の一部である可能性が高

く、関連性を検討する必要がある。この堀跡の東南東側の調査区外での延長部分をボーリングで探ったとこ

ろ、80m近 く進んだところで南に曲がっていくことが分かった。

<柱穴状小土坑等> 掘立柱建物跡を構成 しているもの以外に、 A区西側や C区北側、 D区南東側などで 1
～ 2条の柱穴列を検出しているが、遺物を伴わないためそれらの性格および時代は不明である。 C区南側の

単独と見られる直径20cm程 の小土坑からは、11世紀後半のものと見られる赤みを帯びたほぼ完形になる土師

器堺 1個体分の破片が出土 している。これらの破片は、埋土を挟んで上下に分かれて埋まっており、意図的

に埋められた可能性も考えられる。

<出土遺物> 縄文時代後期・晩期と見られる土器片、平安時代後半と見られる土師器片、近世後半から近

代の陶磁器類の破片など合わせて小コンテナ 1箱分が出上 した。縄文土器片が主に調査区の西半分 (A・ D

区)で出土 し、土師器片・陶磁器片は主に調査区の東半分 (B・ C区)で出土した。ほとんどが遺構外から

の出上であり、全体の形状が判明するものには、前述の土師器郭と12世紀代と見られるロクロかわらけがあ

る。

3。 まとめ

今回の発掘調査の結果から、この調査区域を含む一帯が縄文時代には陥し穴による猟場であった可能性が

高い。また、少数の掘立柱建物跡が見つかっているが、遺物を伴わないため古代以降のものであろうという

こと以上に詳 しく時代を特定することはできなかった。本調査区の西側には、永享年間 (1429～41)領主稗

貫氏の執権であった八重幡氏が居を構えたとされる八重幡館跡が隣接 しており、今回検出された堀跡との関

連性を検討する必要がある。
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宿遺跡全景

陥し穴状遺構 (溝状) 陥し穴状遺構 (円形)

陥し穴状遺構 (長方形)

掘立柱建物跡

宿遺跡検出遺構
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地在所

(23)
躙畑
か
一［
同 遺跡

稗貫郡石鳥谷町字五大堂第 16地割

123番地ほか

花巻地方振興局花巻農村整備事務所

県営ほ場整備事業八重畑

平成 14年 4月 16日 ～11月 22日

4,800rド

4,800■ド

M E17-0178・ TB-02

村上 拓・晏地 剛

石鳥谷町教育委員会

委  託  者

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
遺跡位置

1.遺跡の立地

高畑遺跡は石鳥谷町東部南端、花巻空港の東方約 4 kmに 位置し、遺跡付近で北上川と合流 している添市川

によって形成された低位段丘上に立地している。東北新幹線新花巻駅からは路線を約 2 km北上 した地点にあ

たり、付近一帯約 11万∬が遺跡範囲として登録されている。東北新幹線建設に伴う発掘調査 (昭和49年)で

は、複式炉をもつ竪穴住居跡群で構成された縄文時代中期末葉の集落跡が検出されている。

2.調査の概要

今回調査を行ったのは遺跡付近で東北新幹線と併走 している国道456号線東側の 1地点 (A区)と 、新幹

線の西側に位置する 2地点 (BoC区 )の計 3地点である。いずれの調査区も水田・畑地として利用されて

きており、結果、多くの部分が削平・攪乱を受けていた。以下、調査成果の概要を区別に記す。

(1)A 区 3地点のうち最も広い3200♂ を調査 した。今次調査で検出された遺構・遺物は大半が当区のも

のである。縄文時代前期末葉～中期初頭 (大木 6～ 7a式期)の遺構として大形住居跡 1棟、土坑25基、陥

し穴状遺構35基、柱穴約 1,000個が検出され、南東部では近世屋敷に伴う建物跡が検出された。遺物として

は縄文時代前期末棄～中期初頭の土器が大コンテナで30箱、剥片石器が中コンテナ 7箱、敲磨器類を中心と

する礫石器が中コンテナ 7箱、その他石製品・土製品類が数点出土 している。

<大形住居跡 > 南西部で検出された残存形が長方形の大形住居跡は、南壁側を失っており、唯一全長の知

れる北壁は12mの 長さをもつ。北壁際には 4つ の柱穴が柱間33mで並び、これらと対向する南側の柱穴列

とともに 1× 3間の柱配置を構成 している。床面上には柱穴列と平行するように 3基の炉が並んでおり、両

端の 2基が石囲炉、中央の 1基が地床炉 (配石を失った石囲炉の可能性有)と なっている。長方形・長楕円

形大形住居跡が長軸上に炉を複数持つ例は多く知られるが、仮にこの住居跡の南壁が (北壁側と同様に)南

側柱穴列に沿う形であったとするならば、炉は住居の長軸 (中心線)上には位置せず著 しく南壁側に偏った

特異な状況を呈するものとなり、全体像の理解を困難にしている。炉付近の床面上からは同一の母岩から剥

取された剥片がまとめられた状態で出土 し一部に石鏃や箆状石器の未製品が含まれることや、石錘の出土が

北壁際の一部に集中することなど、住居内部の利用状況を示唆する興味深い出土状況が認められる。なお、

壁の立ち上がりを認識できた住居跡はこの 1棟のみであったが、柱穴および炉の配置から同様の住居跡とな
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る可能性をもつ部分が調査区内に数箇所認められる。これらについても今後検討を加え復元に努めたい。

<土 坑 > 婆区中央を南北に縦断する沢跡 (当時の環境は湿地状 ?)の縁では、平面形が円～楕円形、開

口部径 1～ 3mほ どの土坑が計 18基検出された。大半は当区西半部に集中している。楕円形のものでは長軸

両端と床面中央に小 ピットをもつ例が複数認められる。平面形の違いや底面 ピットの有無を問わず、多 くの

場合埋上の下半部が人為的あるいは壁の崩落などによって一気に埋まった様相を示し、凹地状となった時点

で焼土 。炭化物のまとまった流入が数回認められる。うち数基では明らかに埋没途中の凹面上で生成された

焼土が確認でき、赤変 した壁面が残存 しているものもみられた。焼成面上面や流入 した焼土・炭化物層には

土器や剥片などの遺物が集中している。これらの土坑の機能 。性格を特定するにはさらなる検討を要する。

<陥 し穴状遺構 > 沢跡の東西両縁では楕円形の陥し穴状遺構が列状に連なって検出された。列は等高線に

平行し、個々の長軸はこれと直交 している。底面には 2個の小 ピットをもつ場合が多 く、埋土最上部に縄文

時代中期初頭の遺物を含む。一方、これらとは形態を異にする溝状の陥し穴状遺構も調査区内に点在する。

沢筋に沿って分布する傾向は前者と同様だが、個々の向きや互いの位置関係に規則性は見出せない。

(掛  B 区 新幹線西側に位置する 2地点のうち北側に位置するのが当区である。北西部は旧河道に深く削

り取 られ南東部も沢跡状に低 くなっている。これらに挟まれた帯状の高まりでは全面に砂礫層が露出してい

る。南東部沢跡の埋土上部には縄文時代晩期末葉～弥生時代初頭の上器 (小コンテナ 1箱程度)がまとまっ

て出土する地点が認められた。この遺物のまとまりは旧河道と沢跡を連絡するように横断する溝跡の延長上

に位置しており、同溝跡に伴うものである可能性が高い。一方、南西端部では 1× 3間の掘立柱建物跡が検

出されている。中央には炉穴 (い ろり?)を もち焼土層と灰層が互層をなしている。炉内や柱穴の埋土がし

まりを欠く点などは近世以降のものとも思わせるが、時期を示す遺物の出土もなく不明といわざるを得ない。

(3)C 区 東北新幹線の西脇に接する当区は北部で昭和49年の調査区と連続している。以前の調査と同様

複式炉を伴う竪穴住居跡 1棟が検出されたが、床面以下まで削平を受けており痕跡的な残存状況である。当

区中央を北西から南東にかけて横断する沢跡の上部からは縄文時代中期末葉～後期の上器 (大コンテナ 2箱 )

が出土 している。沢跡の南縁には同時期の土坑 6基がまとまって分布する。この沢を境界として北東側の緩

斜面上に集落が広がっていたと考えられる。一方、調査区南端部では永楽通費・宣徳通費が副葬された墓坑

1基が検出された。銭貨のほかにも漆塗膜や、指先大の赤色頁岩のまとまりが底面から出土 している。周囲

を円形～隅丸方形にめぐる溝は、墓坑に伴う可能性もあるが積極的にそれを示す根拠は見出せなかった。

3.ま とめ

今回の調査は広い遺跡範囲のうちの 3地点を対象とし、

物が検出された。遺跡東部に位置し3地点のうち最も標

高の高いA区付近には縄文時代前期末葉～中期初頭の集

落が広がり、一方、遺跡南西部のC区では縄文時代中期

末葉の集落の存在が再確認された。また、北上川に近く

最も標高が低いB区は水の影響が大きい不安定な環境に

永 くあったらしく、遺構 。遺物が認められるのは縄文時

代晩期末棄に至ってからである。これらのことは、人々

が環境の変化に伴って適地を選択 し、断続的にこの付近

の土地を利用してきたことを示 しているといえよう。今

後、遺跡内容の詳細についてさらに検討を深めたい。

結果、それぞれの調査区で時期の異なる遺構 。遺

遺跡の範囲と今回の調査区



A区 基lX=63,900
Y=30,080
補lX=-63,950
Y=30,080

B区 補2X=63,990
Y=29,870
基2X=-64,020
Y=29,870

C区 補3X=64,080
Y=29,910

補4X=-64,065
Y=29,910

(日本測地系)
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A区全景 (左方が北 )

底面ピットをもつ楕円形土坑 (A区 )

大形住居跡 (A区 ) 複式炉をもつ竪穴住居跡 (C区 )

高畑遺跡検出状況

-84-



くじゅうさわ

(24)九重沢遺跡

所  在  地 遠野市遠野町第30地割字九重沢 3-1

委  託  者 遠野地方振興局土木部

事  業  名 遠野第ニダム建設

発 掘調査 期間 平成14年 8月 12日 ～10月 30日

調査対象面積 1,300ポ

発掘調査面積 1,449N

遺跡番号・略号 M F55-0082・ KJS-02

調 査 担 当 者 北田 勲・サキ1又 晋

協 力 機 関 遠野市教育委員会
遺跡位置           1:50,000 遠野

1.遺跡の立地

九重沢遺跡は、遠野市の南部、遠野市役所から南に約 l km、 」R釜石線遠野駅からは南に約1.5kmに 位置し、

物見山 (917.lm)の 東側を北流 し猿ヶ石川に注 ぐ、来内川の西側河岸段丘緩斜面上に立地 している。遺跡

の標高は283m前後、現況は山林・畑地である。

2.調査の概要

今回の調査で検出した遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 3棟、竪穴住居状遺構 3棟、土坑18基、焼土遺構39

基、柱穴状小土坑21基、旧河道 1条である。調査区内は南に向かって傾斜 していく地形であり、表土層の下

に崖錐性堆積による花南岩質砂礫層が厚 く堆積 している (10cm～ 3m)。 さらに黒色土層、暗褐色土層の下

に十和田中撮火山灰 (降下年代約5,500年前)と 考えられる黄白色火山灰が堆積 している。

<竪穴住居跡 > 竪穴住居跡 3棟は確定的な時期は不明である。覆土中に見られる遺物は縄文時代早期中葉

～前期初頭の上器が見られるが、いずれも不整形プランで、炉をもつものは 1棟のみである。この住居跡は

覆土上部に十和田中倣火山灰をレンズ状に堆積することから、出土遺物の時期とほぼ一致する。他の 2棟は

十和田中撮火山灰下層で検出されたことから、前述の住居跡よりも古い時期に属すると考えられる。

<竪穴住居状遺構 > 竪穴住居状遺構とは住居跡になる可能性があるが、炉を持たず、プランも不整形であ

り柱穴も検出されなかった遺構で、 3棟検出した。詳細な時期は不明である。

<上坑> 土坑は18基検出しており、平面形は円形や楕円形など一定せず、断面形は皿形が多数である。時

期はいずれも縄文時代であるが、詳細な時期は不明である。

<焼土遺構> 焼土遺構は39基検出している。いずれも十和田中撤火山灰層よりも下層であるため、時期は

早期前葉～前期初頭と位置づけられる。

<出上遺物 > 九重沢遺跡から出土 した遺物は大コンテナで約21.5箱である。縄文土器は19箱で早期前葉～

前期初頭のものが出土 しており、主体は早期末葉である。石器は2.5箱 で剥片石器が大半を占め、礫石器は

その半数以下である。

3.ま とめ

今回の調査の結果、九重沢遺跡が縄文時代早期前葉～前期初頭という限られた時期に営まれた集落跡の縁

辺部であることが確認された。遺物は混在しているが、連続する時期の良好な資料が得られたと考えられる。
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X=75788000基 lX=75,824000
Y=60,324000

基2X=75,852000
Y=60,324000

(日本測地系 )

０圏

0       1:400      20m

九重沢遺跡遺構配置図

九重沢遺跡検出遺構・出土遺物

調査区全景 砂礫堆積状況

竪穴住居跡 上器出上状況
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(25)栃洞Ⅱ遺跡

遠野市遠野町第31地割字女男石

47-7ほ か

遠野地方振興局土本部 ´

遠野第ニダム建設

平成14年 4月 10日 ～ 7月 31日

4,108rf

4,1081N

M F55-0093・ THⅡ -02

星 幸文・金子昭彦 。坂部恵造

遠野市教育委員会

とちほら

地在所

委  託  者

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
遺跡位置 1150,000 遠野

1.遺跡の立地

栃洞Ⅱ遺跡は、 」R釜石線遠野駅から南へ1.7km、 来内川によって形成された河岸段丘左岸上に位置し、

標高は約280mで ある。現況は東側が山林、西側が果樹園である。

2.調査の概要

検出遺構は、竪穴住居跡 3棟、住居状遺構 1基、焼土遺構24基、土坑 12基、陥し穴状遺構 3基である。

<竪穴住居跡 > 調査区北側から縄文時代中期のものが 1棟、南側から後期のものが 1棟検出された。平面
形は円形及び不整長方形を呈 し、どちらも住居内に石囲炉を持つ。もう 1棟は詳細不明である。

<住居状遺構> 調査区中央に 1基検出された。遺物が伴わないため、時期については不明である。
<焼土遺構 > 24基の中には二次堆積の焼土の可能性があるものが含まれる。調査区中央には 2m程の間隔
をあけて 4基が並んでいる状態で検出されており、住居跡の炉とも考えられるが周囲に柱穴等は見当たらな

い。他にチップを含み、石器製作に関わる可能性を窺わせる焼土が 1基ある。

<土坑 。墓境 > 12基のうち縄文時代に属する可能性のあるものは 8基である。形状は円形や楕円形となる

ものが 9基と大部分を占め、片方の先端が尖る砲弾形を呈するものも見られる。また、埋め戻された堆積土

の状態から墓墳の可能性が高いと判断されるものが 4基あり、後期前葉の切断蓋付き土器や宮戸 Ib式土器
が出土 している。

<陥 し穴状遺構 > 平面形が円形を呈するものが 2基、長方形を呈するものが 1基調査区北側から検出され
た。円形のものは底部に副穴を持つ。形状から縄文時代のものである可能性が高い。

<出土遺物 > 大コンテナで13箱分の縄文土器が出上 している。時期は早期～晩期にかけてと幅広いが、前
期初頭～中葉、後期前葉の螢沢式、宮戸 Ib式等が主体となる。石器は剥片類が多 く、接合資料を含む。こ

の他中世の永楽通宝も出土 している。

3。 まとめ

本調査区は縄文時代の長い時期にわたり、生活の場として利用されていたことが明らかになった。後期前

葉の墓壊や接合可能な石器など興味深い資料 もあり、今後周辺遺跡との関係をおゝまえ検討 していきたい。
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栃洞Π遺跡遺構配置図
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(26)平倉観音遺跡

遠野市上郷町平倉第47地割字観音21

遠野地方振興局

遠野農村整備事務所  ´

県営ほ場整備猫川左岸地区

平成14年 4月 8日 ～ 5月 31日

2,600rド

2,600r苫

M F66-1099・ HKN-02

島原弘征 。太田代一彦

遠野市教育委員会

ひらくらかんのん

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調 査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
遺跡位置 1:50′000 盛岡 。日詰

1.遺跡の立地

平倉観音遺跡は JR釜石線岩手上郷駅の南南西約600m、 早瀬川右岸の独立丘陵上に位置 している。遺跡

のある丘陵の山頂付近には中世城館跡である刃金館があり、遠野七観音の一つである平倉観音が遺跡の北側

に隣接 している。標高は355～ 358m前後、調査前の現況は水田で、昭和30年代に行われたほ場整備により、

調査区中央付近の標高の若干低い部分以外は削平を受けている。

2.調査の概要と検出遺構

今回の調査で検出した遺構は土坑 7基、柱穴状土坑154基、遺物包含層 1箇所である。

<上坑> 調査区北側～中央から7基検出したが、前回のほ場整備時による削平により残存状況は不良であ

る。平面形は円形ないし楕円形を呈 している。

<柱穴状土坑 > 調査区中央を中心に154基検出したが、掘立柱建物跡を構成する柱穴は検出されなかった。

遺物は出土 していないことから時期は不明である。

<遺物包含層 > 調査区中央南側より約300∬ を検出した。最大厚は50cmを 測る。大きく3層に細分され弥

生時代前期の遺物が出土 している。また、包含層中からは遺構は検出されなかった。

<出土遺物> 今回の調査で出土 した遺物は弥生土器が大コンテナ11箱、石器類が中コンテナ 1箱出土 し、

主に遺物包含層と旧河道から出土 している。そのほか、陶磁器数点、不明鉄製品 2点が表土・旧河道より出

上 している。

3.ま とめ

今回の調査では弥生時代の遺物包含層と時期不明の土坑・柱穴状土坑・ 旧河道が検出された。遺物包含層

は洞状の緩斜面に斜面上位から遺物が流入 して形成され、その底の部分が開田時の削平を受けずに残ったも

のであると思われる。調査区内からは弥生時代の遺構は検出されていないことから、開田時に削平されたか、

調査区周辺、特に調査区北側の斜面上位面に該期の集落があった可能性が想定される。
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(27)大橋遺跡

北上市和賀町横川目 6地割38ほ か

北上地方振興局

北上農村整備事務所  ´

中山間総合整備岩間地区

平成14年 4月 15日 ～11月 29日

4,700rざ

4,7001ド

M E52-2325。 OH-02

八木勝枝・吉田真由美

北上市立埋蔵文化財センター

おおはし

地
　
者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査 期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
遺跡位置 1:50,000 川尻

1.遺跡の立地

大橋遺跡は JR北上線横川目駅から南西 l km地点に位置し、和賀川左岸の扇状地扇端～氾濫平野に立地す

る。遺跡の標高は120m前後で現況は水田と畑である。和賀川との比高は約13mを測る。

2.調査の概要

遺跡の層序は表土以下Ⅱ層暗褐色土 (遺物包含層)、 炭を微量含むⅢ層暗褐色土、Ⅳ層明褐色土、V層暗

褐色上、Ⅵ層褐色土に区分される。Ⅲ層以下無遺物層である。Ⅵ層のいわゆる地山は調査区南から北へ向け

て緩やかに傾斜 している。その谷部分にⅢ～V層が堆積 しており、大橋遺跡の時期である縄文時代晩期中葉

には調査区はほば平坦で、東の北盛土遺構・南盛土遺構の間に浅い谷が入っていたと推定される。遺物包含

層はⅡ層、北 。南盛土遺構はⅡ層中に含まれ、遺構検出面はⅡ～Ⅲ層上面である。

検出遺構は、住居跡 1棟・盛土遺構 2箇所 。遺物捨て場 2箇所・配石遺構 4基 。列石 1基・土坑および柱

穴状土坑56基・焼土および炉跡 5基である。

<住居跡 > 調査区北東に位置し、北盛土遺構最上面で確認 した。表土直下であるため半壊 している。石囲

炉は円形で直径55cm、 褐色粘土の貼床範囲は石囲炉を中心に長軸17m残存する。周辺に柱穴状の小 ピット

が確認されたが住居跡に伴うかは検討中である。

<盛土遺構> 北盛土遺構は調査区北東に位置し、長軸 (南北)24m、 短軸 (東西)12m、 最大高約 lmで

ある。炭層と褐色砂質シル ト層、暗褐色シル ト層が互層をなす。石囲炉 3基とそれに伴う床面を盛土最上面・

中間 。最下面で検出しており、さらに最下面では柱穴状 ピットも多数検出しているため、盛土遺構の解釈と

して、居住域の累積である可能性を指摘できる。調査は基本的にⅢ層上面まで行った。部分的にⅣ層上面ま

で下げて下部構造を確認 した区域がある。結果としてⅢ層以下、遺物および遺構は確認されない。出土遺物

から考えられる時期は大洞 Cl～ A式である。

南盛土遺構は調査区南東に位置し、長軸 (東西)26m、 短軸 (南北・調査区内のみ)6m、 最大高約 lm

である。北盛土遺構同様、炭層と褐色砂質シル ト層、暗褐色シル ト層が互層をなす。石囲炉 2基と、それに

伴うと考えられる床面を盛土最上面で確認 した。最下面で焼土を確認 したが、地床炉ではなく流れ込みと判

断される。南盛土遺構もⅢ層上面まで調査を行った。Ⅲ層上面および部分的に ドレンチを入れて下部構造を
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確認 したが、北盛土遺構と異なり、柱穴状 ピットは認められなかった。Ⅲ層以下、遺物および遺構は確認さ

れないが、南盛土遺構の西端は風倒木痕が 3箇所認められ、遺物を多く巻き込んでおり、下まで掘り進めた

部分がある。出土遺物から考えられる時期は大洞 BC～ C2式である。

<配石遺構 。列石 > 5基 確認 した。 1号配石遺構は調査区中央南寄りで確認された。現況の水田面直下で

検出されるため、撹乱を受けていると考えられる。下部に土坑等は認められない。 2号配石遺構は調査区中

央北寄りⅢ層上面で検出した。長軸約60cm、 最大厚約20clllの 大形石棒を伴い、複雑な組石を呈する。柱状礫

と扁平礫で構成される。柱状礫を埋め込むための掘り方と下部に土坑が認められる。周辺から出土 した遺物

から、時期は盛土遺構・捨て場同様、縄文時代晩期中葉と考えられる。 3号配石遺構は 2号配石遺構西に隣

接する列をなす配石で、中心に柱状礫を垂直に埋め込み、両脇に円形礫が据えられる。下部に土坑を確認 し

た。土坑は人為的に埋め戻されている。 4号配石遺構は 2号配石遺構東に隣接する。扁平礫は水平に、円形

礫は垂直に据えられる。下部には深さ約20cmの土坑を確認 した。 1～ 4号配石遺構のうち 3基の下部には土

坑が確認されたが、いずれも遺物の出土はない。

1号列石は北盛土遺構南端の 5。 6号石囲炉付近に位置する。自然礫が約 3m列をなしており、下部に土

坑等が認められず石囲炉に伴う可能性もある。

<遺物捨て場 > 2箇 所確認 した。北捨て場は調査区北中央から北盛土にかけて約700∬で確認 した。遺物
が多量捨てられている状況で、完形個体を多く含む。直立 した状態で出土 したものもあるが、特別な掘り込

みが認められないため、埋設土器とは考え難い。遺物が足の謄み場もないほど多く出土 しているため、結果

的に直立 した状態になったと考えられる。捨て場の包含層はⅡ層で、Ⅲ層上面で遺構検出作業を行ったが、

風倒木痕が数箇所認められるものの、土坑および柱穴状土坑等遺構は確認されない。出土遺物から考えられ

る時期は大洞 Cl～ C2式である。

西捨て場は調査区南西端に約200ごで確認 した。自然の落ち込みがあり、その落ち際に沿って廃棄された

状態である。出土遺物から考えられる時期は大洞 CI～ C2式である。

<上坑および柱穴状上坑 > 調査区南および北中央西寄りに56基認められる。盛土および捨て場から離れた

場所にまとまる。出土遺物がほとんどなく、時期判断し難い。

<焼上 。炉> 合わせて 9基確認された。 1基調査区中央の上坑周辺に位置するものを除き、全て北 。南盛

土遺構中および近辺で確認される。

<出上遺物 > 大コンテナ約520箱の土器と中コンテナ約 162箱 の石器類が出土 している。この他、土偶・土

版などの上製品、石棒類・岩版などの石製品も多く出土 している。木製品として、北盛土遺構最下面から赤

色漆塗竪櫛が 1点出土している。出土土器の大部分は縄文時代晩期中棄で、ごく少数ながら後期前葉～後葉・

晩期末葉が混入する。

縄文時代以外の遺物としては、須恵器堺 (9世紀後半～10世紀前半 )、 寛永通宝 1点が出土 している。

3。 まとめ

大橋遺跡は縄文時代晩期中葉を中心時期とする遺跡である。今回の調査の結果、大規模な遺物捨て場 2箇

所以外に盛土遺構 2箇所を確認 した。従来、盛土遺構は遺物廃棄の累積と考える研究者が多い。大橋遺跡の

盛土遺構は、住居が累積される度に古い住居跡を壊 し、その上部に新 しい生活面を累積させた結果、塚状の

盛り上がり (=盛土遺構)と して現在日にすることができると考えられる。盛土遺構を伴う遺跡は縄文時代

晩期の集落形態を考える上で重要な遺跡といえる。
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北盛土遺構全景

2号配石遺構 1号住居跡

南盛土遺構南北断面               南盛土遺構遺物出土状況

大橋遺跡検出遺構・遺物出土状況
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かねつき

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査 期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・ 略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(28)金附遺跡

北上市稲瀬町字金附201-1ほ か

北上地方振興局

北上農村整備事務所  ´

県営ほ場整備下門岡地区

平成14年 4月 11日 ～ 8月 22日

10月 17日 ～11月 14日

1,1801だ

1,0891ド

M E76-2058・ KT-02

高木 晃・早坂 淳・藤原大輔

北上市立埋蔵文化財センター

遺跡位置 1:50,000  Jと」L

1.遺跡の立地

金附遺跡は北上川と和賀川の合流点から南に2.5kmの付近に位置 し、北上川東岸の低位段丘上、標高約53

mの水田に立地 している。調査範囲における埋没した旧地形では、中央部に南北に延びる自然堤防が形成さ

れており、その両側が東西へ落ち込む緩斜面となっている。遺跡の西限は北上川の氾濫原である。

2.調査の概要

圃場整備に関わる調査区は北西部の道路用地、南東部のポンプスタンド用地からなる。両地区とも決水堆

積による複数枚の砂層、粘土層が発達 し、これに挟まれ遺物包含層が形成されている。残存状態の良好な場

所では県道用地と同様に上位から I層、Ⅱ層、Ⅲ層砂層、Ⅳ a層遺物包含層、Ⅳ b層砂層、Ⅳ c層遺物包含

層、V層砂・粘土層、Ⅵ層基盤礫層となる。

北西部調査区ではⅢ層上面で検出した中世火葬骨埋納遺構 1基、平安時代の竪穴住居跡 1棟、弥生時代初

頭のⅣ a層捨て場 (S T03)、 V層上面で検出した縄文晩期土墳墓 2基、縄文時代土坑 2基がある。住居跡

は 1辺約 5mで東壁にカマドが 1基ある。Ⅳ a層捨て場は斜面に形成されており、自然堆積砂層の介在によ

り5層程度に細分される。

南東部調査区ではⅢ層上面で検出した中世末期の土墳墓 1基、古代の上坑 2基、古代以降の溝 4条、柱穴

群、Ⅳ b層上面で検出した縄文晩期～弥生初頭の土墳墓 4基、Ⅳ c層上面で検出した縄文晩期の土坑 2基、

風倒木痕 2箇所、V層上面で検出した縄文中・後期の土坑21基がある。

圃場整備用地からの出土遺物は大コンテナ約 5箱である。北西部の弥生時代初頭捨て場出土が大部分で、

県道用地で検出した捨て場と時期的に併行する、砂沢式～山王Ⅲ層式が主体となる。古代の住居跡からはご

くわずかな土師器破片が出土 したのみである。

3.ま とめ

今回の調査では、重層 した自然堆積層に被覆され各時期の遺構が良好な状態で残存 していることが判明し

た。北西部の弥生初頭遺物包含層は限定された調査区のため全体の広がりは不明だが、県道用地の南西部捨

て場 (S T01)ま で連続する可能性がある。なお南東部の隣接地区については次年度に調査予定である。
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▲ 中世土坑墓・火葬墓

△ 古代土坑

■ 縄文晩期土坑墓

口 縄文後・晩期土坑

O縄 文中。後期土坑

◎ 弥生初頭上器棺墓

古代竪穴住居跡
画場整備関係調査区

(道路用地)

北西部捨て場
ST03

(ポ ンプスタンド用地 )
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Y=24,978891
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金附遺跡遺構配置図・検出遺構写真

南西部捨て場ST01
(弥生初頭)

南東部 V層上面上坑群調査状況 北西部捨て場断面
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かねつき

(29)金附遺跡

所  在  地 北上市稲瀬町字金附199ほ か

委  託  者 北上地方振興局土木部

事  業  名 緊急地方道路整備事業 ´

発掘調査 期間 平成14年 4月 11日 ～ 8月 22日

調査対象面積 2,800だ

発掘調査面積 800∬

遺跡番号・ 略号 M E76-2058・ KT-02

調 査 担 当 者 高木 晃・早坂 淳・藤原大輔

協 力 機 関 北上市立埋蔵文化財センター
遺跡位置 1150′000 北上

1.遺跡の立地

金附遺跡は北上川と和賀川の合流点から南に2.5kmの付近に位置 し、北上川東岸の低位段丘上、標高約53

mの水田地帯に広がる。調査範囲内における埋没した旧地形では、中央部に南北に延びる自然堤防が形成さ

れており、その両側が東西へ落ち込む緩斜面となっている。遺跡の西限は北上川の氾濫原である。

2.調査の概要

斜面部においては洪水堆積による複数枚の砂層、粘土層が発達 し、これに挟まれ遺物包含層が形成されて

いる。残存状態の良好な場所では上位から I層表土、Ⅱ層黒褐色土 (近世～古代遺物包含層)、 Ⅲ層 (古代

の洪水堆積砂層 )、 Ⅳa層 (弥生初頭遺物包含層 )、 Ⅳb層 (洪水堆積砂層 )、 Ⅳc層 (縄文中期末～後期遺物

包含層)、 V層 (洪水堆積砂・粘土層)、 Ⅵ層 (基盤礫層)と なる。

県道用地の調査区においては、北東部にⅢ層上面で検出した中世土墳墓 1基、古代以降の溝跡 6条、土坑

2基、柱穴群、弥生時代初頭のⅣa層捨て場 (S T02)、 Ⅳa層上面で検出した縄文晩期の土壊墓 1基、V層

上面で検出した縄文中期末～後期中葉の土坑40基がある。

県道用地南西部では近世の溝 1条、弥生時代初頭のⅣa層捨て場 (S T01)、 Ⅳb層上面で検出した土器棺

墓 1基等がある。南西部の S T01は最大厚15mに達する良好な状態で残存 しており、試掘の結果、調査区

内では約500∬の広がりを把握 した。遺物密度は高 く、当初予定 した期間での調査終了は困難と判断された

ため、次年度に改めて調査を行う予定となった。この他、北東部のV層上面も検出までで精査を中断してお

り、県道用地に関わる次年度の調査対象面積は両者を合計 して2,000ピである。

出土遺物は合計大コンテナ75箱である。大部分は弥生時代初頭捨て場から出土 しており、大洞 Al式～山

王Ⅲ層式の土器に伴い、土偶等各種土製品、石製品がある。剥片石器、礫石器も多く、中でも石斧類 (磨製

石斧・環状石斧・独錯石)の未製品、及び製作段階に生 じた剥片類が相当数に上る。

3。 まとめ

今回の調査では、重層した自然堆積層に被
/1Cさ れ各時期の遺構が良好な状態で残存 していることが判明し

た。特に弥生初頭の遺物包含層は大規模なもので、石斧生産を示す資料、包含層周辺の土器構墓が注目され

る。次年度の調査では包含層の全容解明、また同時期の住居跡や土墳墓等の検出も期待される。
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(30)中半入遺

水沢市佐倉河字半入66ほ か

水沢地方振興局

水沢農村整備事務所  ´

県営満倉地区ほ場整備事業

平成14年 4月 12日 ～12月 3日

7,500rr

5,505rド

N E15-0282・ NHN-02

西澤正晴・玉山健一

水沢市教育委員会

跡第 2

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査 期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・ 略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
遺跡位置 1:50,000 水沢

1.遺跡の立地

中半入遺跡は、水沢市の北西部、胆沢川南岸にあたり、水沢段丘低位面と胆沢川に挟まれた水沢段丘高位

面の西端に立地する。 」R東北本線水沢駅からは北西へ約 6 kmの 距離に位置している。遺跡周辺は胆沢扇状

地に広がる水田地帯であり、調査前の現況も水田であった。遺跡北端は段丘崖となり胆沢川に続いている。

遺跡の標高は、現地表面で73m前後～74mで あり、全体的にみると南側・西側が高 く、北側・東側が低い状

況である。水田面として造成されているため概ね平坦に見えるが微地形では起伏にやや富んでいると言える。

2.調査の概要

中半入遺跡の調査は今回で 2回 目となる。前回の調査 (平成 10・ 11年度)では、古墳時代中期を中心とす

る集落跡と十和田 a降下火山灰で覆われた水田跡を中心とする生産遺構が発見されている。今回の調査は前

回の調査区の東側に隣接 していることから、これら上記の遺構や前回発見されなかった平安時代の集落の検

出が期待された。調査の結果、主な遺構として、平安時代を中心とする竪穴住居跡21棟、土坑44基、溝跡19

条、水田跡 1面、不明遺構 6基などが検出された。また、平安時代を中心とする多量の遺物の出土をみた。

<竪穴住居跡> 竪穴住居跡はA区に 1棟、 B区に13棟、 C区に 4棟、 D区に 2棟、 E区に 1棟の計21棟が

検出された。それぞれの所属時期は古墳時代 (中期)に属するもの 1棟、平安時代に属するもの20棟である。

古墳時代の竪穴住居跡はA区より検出し、規模は 4m四方であり、カマドを東壁にもつ。今次調査のなか

では比較的遺存状態がよく、遺物も多数出上 している。須恵器や土師器とともに黒曜石製石器も出土 してい

る。平安時代に属する住居は20棟あり、今回調査のほとんどを占める。その分布はB区中央部とC区先端と

に大きく2分でき、そのうちB区にほとんどが集中している。いずれも上層である現代の耕作層により削平

を受け、遺存状態は著しく悪かった。 したがって、出土遺物のほとんどはこれら現代耕作層に含まれ、かつ

小さな破片に砕かれており、資料価値は低い。また、この竪穴住居跡とした20棟のうち 3棟は別な性格をも

つものと考えている。 C区の先端で検出した 3棟はカマドをもたず、周辺の様相は居住域とは考えにくいこ

とから工房的な性格を有する可能性がある。これらの詳細は現在分析中である。

<土坑> 土坑は44基調査区内各所より散在 して検出している。多くは時期決定に証拠を欠 くが構築された

土層面や周辺の遺構との関係より、古墳時代と平安時代に属するものの 2者があると考えられる。内訳は古
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墳時代に属するもの25基、平安時代に属するもの19基である。機能や用途などは不明である。

<溝跡 > 溝跡は調査区全体で20条検出されている。性格として、水田に伴う水路が中心と考えられるが、

多量の上器が出土 した溝跡 (SD16)や、区画に伴うもの (SD■・ 12)と 考えられるものもあり、多様な性

格が想起される。今回の調査ではもっとも特徴的な遺構である。

<水田跡> 水田跡はA区西側で検出している。十和田 a降下火山灰に覆われていた水田跡で、畦畔、水路、

水田面より構成される。残存範囲は約30× 12mで あり、そのうち約 7m分は一部上層による削平が及んでい

た。水田区画は 5面確認できるが、すべてが調査区外へ広がっていくため、調査区内においてはいずれも完

結 した区画としては確認できない。本水田の特徴として、①畦畔の両脇に溝状の窪みがあること。②田面の

凹凸が激 しいこと。③足跡状の窪みが多数認められ、かつ散在 していること。④畦畔は方位に沿っていると

は考えにくいこと。⑤小畦畔が認められないこと、などが挙げられる。時期は十和田 a降下火山灰の降下時

期より現在のところ10世紀前半の時期が考えられる。

<不明遺構> 不明遺構としたものには、A区、 C区から検出されている。そのなかで、出土地点ごとにそ

の性格は 2分できる。 A区に位置するものは 2基が確認でき、いずれも直径が 5m前後の円形を基調とする

大型の土坑状遺構である。木製品や種実などの有機物が出上 しており、単なる土坑とは判断し難いため不明

遺構としたものである。

C区に位置するものは 6基確認できる。これらは円形を基調とする焼土と楕円形状を呈する土坑とが組み

合わせられた遺構であり、周辺からは鉄滓も出土 している。このことから鉄関連の施設と考えられるが、こ

れらの遺構よりは直接それを証明する遺物などは出土していない。 したがって、鍛冶関連の炉跡の可能性は

高いが、明確に判断できないため、便宜上不明遺構としている。

<縄文時代晩期包含層> B区 東端部付近において約20× 7mの範囲で確認 した。調査区外へ延びているた

め全体の規模は不明である。層厚は最大で10cm程度であり、炭化物、種実、石器とともに多量の上器が出土

している。

<出上遺物> 出土遺物は平安時代の上器を中心に大コンテナ換算で約55箱出上 している。内訳は、平安時

代土器40箱、古墳時代土器 3箱、縄文時代土器 6箱、石器 3箱、木製品 5箱である。

中心となる平安時代の上器は上述のように多 くは現代耕作層に含まれており、耕作により細かく砕かれた

ものが多い。溝跡 (S D16)か らは完形や完形に近い杯形土器が150点近 く出上 し、10点以上の墨書土器も

含まれていた。古墳時代の遺物は、土師器や須恵器を中心とする土器が大半を占め、遺存状態も比較的良好

である。黒曜石製石器類も遺構内外を問わず出土している。漆器椀を初めとする木製品や種実などの有機物

も比較的多く出土 している。縄文土器は包含層を中心に調査区内各地より出土 している。

3。 まとめ

今回の調査は、ほ場整備に伴い掘削深度が深いものに限って調査を行っている。そのため、広大な範囲内

を細長 く調査したにすぎない。 したがって、遺跡の全容については不明な部分が多いが、面積に対 して広範

囲に調査でき範囲的な隔たりが少ないため判明する事実も多かった。

とくに、古墳時代集落の範囲の一端が確認されたこと、火山灰に覆われた水田跡と集落の関係が把握でき

たことは重要な成果である。また、集落の端に工房的な性格をもつ空間が存在 したことは、集落内における

空間構成について有力な情報を提供する。さらなる成果は今後整理作業を通 じ明らかにしていきたい。
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火山灰に覆われた水田跡

住居群近景 (西から) 多量の上器が出上 した溝跡

中半入遺跡第 2次調査遺構写真
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しま だ

(31)島田Ⅱ遺跡

所  在  地 水沢市真城字島田54

委  託  者 水沢地方振興局水沢農村整備事務所

事  業  名 姉体地区ほ場整備事業 ´

発掘調査期 間 平成14年 7月 8日 ～ 8月 28日

調査対象面積 596ご

発 掘 調 査 面積 596だ

遺跡番号 。略号 N E37-0079。 SDⅡ -02

調 査 担 当 者 村木 敬 。青山紀和

協 力 機 関 水沢市教育委員会
遺跡位置 1:50,000 水沢

1.遺跡の立地

島田Ⅱ遺跡は、」R東北本線陸中折居駅から北東に約 2 kmに 位置し、北上川右岸の河岸段丘上に立地 して

いる。標高は34m前後で、現況は畑地である。

2.調査の概要

今回の調査では、平安時代の竪穴住居跡 6棟、住居状遺構 1基、溝 4条、土坑41基、柱穴状 ピット112基

検出された。

<竪穴住居跡> 調査区中央で検出された東西に延びる溝より北側で竪穴住居跡 6棟が検出された。平面形

が隅丸方形ないし方形を呈 し、規模は 3～ 4mを測る住居が 5棟検出された。これら全て上部は削平され床

面のみの確認であった。残りの 1棟は、平面形が隅丸長方形を呈 し、規模は 3× 2mで ある。

<住居状遺構 > 平面形が隅丸長方形を呈する竪穴住居跡に類似 したものが 1基検出された。本遺構からは

竪穴住居跡の出土遺物と同時期のものが出土 している。 しかし、カマドや柱穴が検出できなかったことから

今回はこのような扱いをしている。

<溝 > 平安時代のものが 3条、時期不明のものが 1条検出された。 4条全て調査区外へ延びていくため、

全容は不明である。調査Ⅸ中央に位置する溝は、東側に長軸約 4m、 深さ約60cmの溜井が存在 している。そ

の溜井を境に溝の標高差が見られた。

<上穴> 検出された41基のうち 5基が平安時代に属するもので、他の36基 は時期不明である。平安時代に

属するものの中に土坑墓と思われるものが確認できた。

<柱穴状ピット> 112基検出されたが大半の柱穴は、上記の竪穴住居跡以前に形成されていた掘立柱建物

跡に伴うものと考えられる。その掘立柱建物跡のプランは現在検討中である。調査区南東部にある数基は時

期不明である。

<出上遺物> 土師器や須恵器などの必や甕が大コンテナ 5箱出土 している。

3。 まとめ

今回の調査で、遺構の大半は削平されその全容を明らかにするまでには至らなかったが、本遺跡は平安時

代集落の一部であることを確認 した。今後の整理により、住居跡と溜井をもつ溝との関係から集落構造を明

らかにしていくと共に、周辺遺跡との関係から本遺跡の位置づけをしていきたい。
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ひろおかまえ

地在所

委  託  者

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(32)広岡前遺跡

江刺市稲瀬字広岡前

246--1431よ か

水沢地方振興局土木部 ´

緊急地方道路整備事業

平成14年 9月 17日 ～11月 28日

3,510∬

3,510∬

�IE96-0399・ HO�[-02

福島正和 。江藤 敦

江刺市教育委員会
遺跡位置 1:50′ 000  】ヒ」ヒ

1.遺跡の立地

広岡前遺跡は、江刺市役所の北東3.lkm、 北上川東岸の沖積平野上に位置する。調査区は標高41m前後の

平坦地で、調査以前は大半が水田であった。周辺には宝禄遺跡、十三遺跡、大文字遺跡などが存在 し、さら

に本遺跡の約1.8km北西には、古代における大規模な土器生産遺跡である瀬谷子窯跡群が存在する。

2.調査の概要

調査区は道路を挟んで大きく3地区に分かれ、それぞれ西側、東側、北側調査区と命名した。遺構検出面

は、現代の造成盛土と旧水田耕作土の直下に広がり、削平や攪乱の顕著な北側調査区を除き竪穴住居跡、溝

跡、井戸跡、炉跡、土坑などを検出した。遺物は主に遺構から出上 し、土器、鉄滓、輪の羽口などであった。

<竪穴住居跡 > 西側調査区で 2棟、東側調査区で 1棟、計 3棟を検出した。すべて平面方形で、概ね東側

辺にカマドと煙道を有する。規模や形態、出土した遺物から判断して 3棟は平安時代の住居跡と考えられる。

<溝跡> 西側及び東側調査区で15条検出した。方向はそれぞれ異なるが、ほとんどが直線的な溝跡である。

<井戸跡 > 西側調査区で 1基検出した。平面は径約 2mの不整な円形で、中心部の深さは3.5mを測る。
<炉跡> 西側調査区で、鉄製産に関連すると思われる平面長楕円形の炉跡を 2基検出した。
<上坑 > 土師器や須恵器などの遺物を比較的多く含む 3基を含め、西側調査区を中心に計 7基検出した。
<出土遺物> 外面に「大」と墨書された須恵器郭 1点 と文字不明だが同様の 1点を含め、土師器・須恵器

が大コンテナ 4箱、輔の羽口片、鉄滓、焼土塊、砥石、鉄製品などが合計大コンテナ 1箱出土 した。

3。 まとめ

今回の調査では、平安時代の上器を伴う竪穴住居跡や土坑、井戸跡、溝跡など集落を構成する遺構を良好

に検出した。また、西側調査区を中心に輔の羽口片、鉄滓、焼土塊など鍛冶を想起させる遺物が多く出土 し、

同じく西側調査区では時期、性格ともに詳細不明であるが炉跡と思われる遺構 2基を検出した。これら炉跡

や出土 した鍛冶関連遺物から、遺跡内やその周辺において鍛冶など鉄に関連する作業が行われていたことが

想定できる。今後検出した竪穴住居跡等の遺構と鍛冶との関係についても検証を重ね、明らかにしたい。
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(33)宝性寺跡

江刺市岩谷堂字根岸240番 2ほか

水沢地方振興局

水沢農村整備事務所  ´

ふるさと農道根岸地区

平成14年 4月 9日 ～10月 11日

2,220∬

2,232ポ

M E97-1048・ HSJ-02

丸山浩治・福島正和・江藤 敦

江刺市教育委員会

ほうしょう じ あと

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査期間

調査対象面 積

発掘調査面積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
遺跡位置 1:50,000 北上

1.遺跡の立地

宝性寺跡は江刺市街地、市役所から北西に1.9kmの距離に位置し、北上川東岸を南北に延びる丘陵地の西

端部分となる段丘の縁に立地 している。遺跡の西側を広瀬川が南西方向に流れ、北上川へと注いでいる。遺

跡の標高は54～63m、 調査前の状況は農道及び畑地と水田である。

2.調査の概要

昨年度からの継続調査である。今年度は調査区面積3,000♂中の昨年度終了分780だを除 く2,220ぽ、および

途中追加分 12雷 の合計2,232ド を調査 した。大部分が現道布設、宅地・水田造成等によって削平・攪乱を受

けており、残存状態はかなり悪い。今年度精査 した遺構は竪穴住居跡 8棟 (昨年度から継続 3棟 )、 竪穴住

居状遺構 9棟 (同継続 1棟 )、 掘立柱建物跡 2棟、土坑29基、焼土遺構21基、柱穴状土坑732基、遺物包含層

2箇所、石器埋納遺構 1基、周溝跡類 7基、溝跡 9条である。ほとんどが縄文時代前期後葉から中期と思わ

れるが、古代以降のもの (竪穴住居状遺構 1棟、周溝跡類 2基、溝跡 9条)も 混在する。

<竪穴住居跡 > 北西部で 1棟、南西部で 4棟、南東部で 3棟検出された。うち南東部の 3棟は昨年度精査

分の続きである。平面形は円形・楕円形で、径は 4m前後である。出土遺物から縄文前期末から中期に属す

るものと考えられる。

<竪穴住居状遺構> 縄文時代のものは住居跡検出地点とほぼ同付近に存在 し、北西部で 2棟、南西部で 5

棟、南央部で 1棟検出された。うち北西部の 1棟は昨年度精査分の続きである。平面形・規模・時期とも住

居跡と類似する。古代以降のものは南東部で 1棟検出された。削平がひどく平面形・規模ともに不明である。

出土遺物から平安時代に属するものと考えられる。

<掘立柱建物跡 > 北西部で 2棟検出された。両者とも柱穴配置の中央部から焼上が検出されており、それ

ぞれに伴うものと思われる。 1棟はC区遺構・遺物密集部分から検出されたもので、大形の柱穴 (底部径約

30～50cm)15基以上が径約 7mの円形状に回る大形建物跡である。中央部の焼土も平面形 1× 16mと大形

である。なお 2棟とも削平が激しいため、竪穴型が削平された結果の可能性もある。

<上坑> ほば全域で検出されたが、主に北西部 。南西部の遺構集中部分及び南東部遺物包含層付近に多い。

平面形は約 1～ 1.5mの 円形である。南東部遺物包含層付近のものは出土遺物 (玉類・攻状耳飾、石鏃等 )
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から墓坑の可能性がある。時期は出土土器から縄文前期後葉から中期に属するものと考えられる。

<焼土遺構> 北西部で 9基、南西部で12基検出された。全般的に残りが悪く薄い。このうち南西部中の 1

基は、溝跡に切 られているものの長軸約1.5m。 最大厚20cm弱 と大きく、焼成の違いによる層理が最低でも

3層観察され、あいだに非焼成の間層を挟む部分も存在する。本焼土の東端からは磨製石斧が 2点重なって

出土 しており、異相を呈する。これ以外は住居跡の炉であったものと考えられる。

<柱穴状土坑 > ほば全域で検出されたが、特に北東部、北西部、南西部に集中している。柱穴配列を明確

に把握できていないものの、建物を構成する柱穴と考えられる。規模はさまざまであるが、開田部径50cm以

上 。深さ検出面下 lm以上になる大形のものが南西部に多数存在 し、側面に支石を施されたものもある。こ

れらは掘立柱建物跡あるいはロングハウスを構成するものである可能性が高い。南西部の柱穴群中には、斜

面傾斜に直行する東西方向に長軸を持つ長方形の配置が観察されるが未確定である。時期は大半が縄文時代

と推定されるが、古代のものが存在する可能性も否定できない。

<遺物包含層 > 南東部約410だ (昨年度との合計570r)と西部約80だで検出された。前者は南西向きの斜

面地で、北側段丘上平坦面からの廃棄によるものと思われる。厚さは最厚 lm前後である。後者は静時の水

成堆積層が確認される地点であり、湿地的部分への廃棄によって形成されたものと考えられる。厚さは30cm

前後である。両者ともに時期は前期後葉から中期前葉の中にほぼおさまる。

<石器埋納遺構 > 南西部の柱穴群中で検出された。大きさは30cm前後で柱穴と変わらない。埋土中からヘ

ら状石器や磨製石斧、剥片等がまとまって出土 した。

<周溝跡類> 北西部で 1基、南西部で 6基検出された。南西部中の 2基は方形周溝で、ロクロ使用の土師

器が出土 しており平安時代以降と推定される。他は明確ではないが、縄文時代の竪穴住居跡に付随する壁溝

と考えられる。

<溝跡> 南東部を除く全域で検出された。時期を明確に特定できないが、古代以降と考えられる。

<出上遺物> 土器は大コンテナで162箱出土 した。主に遺物包含層のもので、大部分は縄文時代前期後葉

から中期前葉 (大木 5～ 7a式)に比定される。調査区全体では中期後半、晩期の土器、平安時代の土師器 。

須恵器 もわずかながら存在する。石器は剥片を除き約2,800点出土 した。総遺物中に占める礫石器の組成率

が比較的高 く、中でも凹石、磨り石が飛び抜けて多い。このほか、土偶・耳栓・土錘等の土製品、有孔石製

品 。映状耳飾 。丸玉 。石剣等の石製品と、古代の布目瓦片などが出土 している。

3。 まとめ

今回の調査で、縄文時代前期後葉から中期の集落跡、および平安時代以降の竪穴住居状遺構、方形周溝、

溝跡の存在が確認された。縄文期の本集落は、住居・土坑・墓坑 。捨て場で構成され、遺物の総量は昨年度

からの総計で大コンテナ300箱以上、中でも土器は約260箱の出土を見た。このような規模からは、本集落が

周辺地域内で拠点的な立場を有 していたことが推測される。遺物の大半が出土 した南東部遺物包含層は、そ

の立地と地形および検出遺構の時期的相違などから南西部居住域より形成されたものとは考えにくく、包含

層北側の斜面上部平坦面上から形成されたものと考えるのが妥当であり、この平坦面には包含層と同時期の

居住域の存在が推定される。

なお、遺跡自体は調査区外側の全方位にも広がっているものと思われ、北側には古代寺院跡の存在も予想

される。
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竪穴住居跡 竪穴住居状遺構

掘立柱建物跡 土坑 (精査途中)

柱穴状小上坑群 (南西部) 柱穴状小上坑群 (北東部)

遺物出土状況 (南東部遺物包含層)

宝性寺跡検出遺構・遺物出土状況
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(34)大中田遺跡

江刺市伊手字小中田 4番地の 1ほか

水沢地方振興局土木部

伊手川河川改修    ´

1,1001だ

1,100rF

平成14年 4月 9日 ～ 7月 17日

O F00-2003・ ONT-02

中村絵美 。長洞ひかり

大田代一彦

江刺市教育委員会

おおなか た

所  在  地

委  託  者

事  業  名

調査対象面積

発掘調査面積

調 査 期 間

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

1.遺跡の立地

大中田遺跡は、」R東北新幹線水沢江刺駅から東へ約 9 kmに位置する。付近を流れる伊手川によって形成

された河岸段丘上の東側に下る緩やかな斜面に立地 している。現況は段状に造成された水田となっており、

調査区は多くの部分で削平をうけていた。

2.調査の概要

今回の調査では、竪穴住居跡 8棟、住居状遺構 1棟、土坑54基、焼土遺構22基、柱穴状土坑約400基が検

出された。縄文時代前期末葉～中期初頭の遺構が大半を占め、一部中期末葉の住居跡・土坑も含まれている。

<竪穴住居跡 > 平面形状を確認できたものは 8棟である。うち 1棟 は縄文時代中期末葉の住居跡で、直径

約 5mの 円形を呈 し複式炉を持つ。これを除く7棟は、縄文時代前期末葉～中期初頭に該当する。概ね方形

で一辺 3～ 5m、 すべて地床炉を伴い、壁際に周溝を持つものが多い。このうち北西部の住居跡には南東側

に張り出し部が認められ、周溝もこれに沿うように連続している。なお以上の他にも、住居の炉跡と思われ

る焼土遺構が、斜面の等高線に沿うように並んで検出されている。周囲に柱穴状土坑が分布 し、周溝と思わ

れる溝が部分的に確認できること、焼土遺構と同じ高さで遺物が面的に広がることなどから、上掲のもの以

外にも住居跡は複数存在 していたものと思われる。これらの一部が大形住居跡になる可能性もあり今後慎重

に検討 していきたい。

<土坑 > 平面形状は円形または楕円形を呈 し、開田部径は 1～ 3mほ どである。一部には底面中央に小穴

や、放射状の溝を持つものが含まれる。出土遺物から判断される時期は住居跡同様前期末葉～中期初頭であ

るが、重複関係では住居跡を切るものが多い。堆積状況としては、埋土下半が、壁の崩落もしくは人為的堆

積による地山褐色土で埋没 し、その上位には土器などの遺物及び焼土・炭化物等を多く含む土層が堆積 して

いくという例が多い。調査区南西部の上坑では、滑石製垂飾具の未製品がまとまって出土 した。映状耳飾の

未製品が最も多 く、穿孔途中に破損 したもの、未穿孔のもの、加工時に生 じた小破片、原石など製作工程各

段階のものが含まれる。底面からやや浮いた位置より出土することから、これらは堆積過程の途上で流入あ

るいは廃棄されたものと考えられる。墓坑の可能性を持つ別の上坑では、研磨等、仕上げ加工を終えた攻状

耳飾の製品 1点が底面直上から出土 しており、未製品と異なった出土状況を呈 している。製作地点の特定は

1:50′ 000 人首 。陸中大原
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できなかったが、本遺跡における耳飾等滑石製垂飾具の製作を示唆する資料として注目される。

<出土遺物 > 遺物は大コンテナで45箱出土 した。このうち土器は35箱で縄文時代前期末葉～中期初頭の土

器が大半を占める。その他石器、滑石製垂飾具・石棒などの石製品、土偶、土製耳飾りなどが約900点出土

している。中でも滑石製垂飾具は、未製品を含め加工痕のあるものが調査区全体で60点 ほど見つかった。こ

のうち前述の土坑から出土 したものは約50点である。 しかし、滑石製垂飾具の加工に用いたと考えられる石

錐・砥石等は出土していない。        ‐

3。 まとめ

今回の調査により、大中田遺跡は縄文時代前期末葉～中期初頭の集落跡であることが判明した。住居跡
。

土坑等はA区の南西部から北部にかけて分布する。一方削平されている可能性はあるが、A区南東側は、住

居跡 。土坑等のあまりみられない遺構が希薄な区域となる。本調査に先行して行われた試掘調査では、調査

区外南側の斜面上部においても住居跡・土坑等が確認されており、集落の範囲は調査区周辺を含む緩斜面一

帯に広がるものと推定される。また、滑石製垂飾具未製品の存在は、本遺跡内での製作を示唆しており、製

作工程の復元や加工具の特定などが今後の課題となろう。

調査区全景
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竪穴住居跡 (縄文前期末葉～中期初頭 ) 竪穴住居跡 (中期末葉 )

遺物出土状況 複式炉

土坑遺物出土状況

一オ一一一一一一ゞ一一一

ヾ
頑
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機
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大中田遺跡検出遺構・出土遺物

滑石製垂飾具出土状況 滑石製垂飾具出土状況 (近景)
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(35)明後沢遺跡群第16次調査

方≒!笙並|:と

歩il

遺跡位置

1.遺跡の立地

本遺跡は、 」R東北本線陸中折居駅の南西約 1.6kmに位置 し、胆沢扇状地の東端部にあって、北側を松ノ

木沢川、南側を明後沢川に開析された標高70～ 72mの舌状台地に立地する。今回の調査範囲はそのほぼ南東

に位置する。

2.調査の概要

明後沢遺跡群は、前沢町古城に所在する明後沢、八郎舘、宗角舘、熊野、幅、鳥子沢、前掘遺跡の 7つ か

らなる大規模な遺跡である。今回の明後沢遺跡群の発掘調査は、ほ場整備事業に伴い遺跡の一部が消滅する

ため、遺跡の記録保存を目的として行われた。明後沢遺跡は、古瓦が出土する遺跡として古 くから調査研究

が進められ、古代の城柵、寺院や窯跡など様々な仮説が立てられてきた。昭和34年から平成 13年 までに14次

の調査が行われたが、遺跡の性格は現在も分かっていない。             ′

<竪穴住居跡 > 6棟 を検出した。遺物から平安時代のものと思われる。規模は 3～ 4mの ものが殆どであ

る。大部分が改田時の削平を受けたり、耕作の際に壊されたりしている。このうち 3棟からカマ ドが確認さ

れ、袖の部分には芯材として土器や礫を用いていた。

<上坑 > 54基を検出した。殆どが遺物の出土がなく時期は不明である。 しかし、 1基から中世のものと思

われる中国産の青磁片が出土 した。この土坑は長径約 4mを測る。土坑の性格については不明である。

<墓坑 > 2基 を検出した。埋土中から渥美産と思われる陶器片と骨片が出土 した。これらの陶器は、一般

庶民は持ち得なかったものと考えられており、それなりに身分の高い人の墓であったと推測される。

<溝跡 > 81条 を検出した。このうち平安時代のものと思われるのが 1条、平安時代より新 しいと思われる

ものが 6～ 7条、その他は遺物の出土がないため時期は不明である。昨年度も相当数の溝跡が検出されてい

る。重複する溝も多く、時期差があると考えられる。

<陥 し穴状遺構 > 4基 を検出した。全て縦長のもので、形状から縄文時代のものと思われる。遺物の出土

がないため時期は不明である。

<焼土遺構 > 7基 を検出した。炭などが認められ住居だった可能性がある。
<柱穴状土坑 > 825基を検出した。掘立柱建物が存在したと考えられるが、調査幅が狭く確認に至らなかった。

地

者

在

託

所

委

みょう ご さわ

胆沢郡前沢町古城高台寺33-2ほ か

水沢地方振興局

水沢農村整備事務所  ´

ほ場整備姥沢上野地区

平成14年 4月 12日 ～10月 31日

7,100rド

7,100rざ

N E36-2175・ �【G S02

本多準一郎・小松則也

前沢町教育委員会

事  業  名

発掘調査期間

発掘対象面積

発掘調査面積

跡番遺号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

ｒ…↓で

，
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<粘土採掘穴跡> 埋土が広い範囲に及び人為的な様子を示していたので、整地層と考えて精査を進めたが、

掘り下げると底部が多くの土坑の重複となっていることが分かった。全ての上坑は自色の粘土層で終わって

おり、粘土を採掘するための上坑であると推測した。埋上の様子から、粘土を採掘し終えた土坑に新たに採

掘した土を埋め戻す行為を繰り返し行ったと考えられる。

<遺物> 土師器・須恵器大コンテナ4箱、渥美産、常滑産の陶器片小コンテナ 1箱、手づくねかわらけ数

点、中国産磁器片数点、土鈴 2点、縄文土器片数点、石器 2点、瓦片数点、鉄製品数点が出土している。土

師器等は竪穴住居跡から出土したものが殆どで、その他大部分は遺構外からの出土である。遺構外からの出

土遺物は、多くが細かく壊れていることから後世の水田や畑の耕作により遺跡の大部分が削平や攪乱を受け

ていたと考えられる。

3.ま とめ

本遺跡の発掘調査は、ほ場整備事業に伴う道路・排水路分の発掘調査であるため調査範囲が狭く、遺跡の

全容を明らかにするまでには至らなかったが、以下の点が成果として上げられる。

① 縄文時代の陥し穴が検出されていることから、その時代は狩り場だったと思われること。

当時の竪穴住居跡は検出されなかったが、近くには縄文時代の遺跡あることから、一部分はかつて狩り場

であったと考えられる。

② 古代の竪穴住居跡が検出されていることから、その時代は集落であったと思われること。

検出されている竪穴住居跡の数は少ないが、昨年度の調査でも5棟検出されていることから、この場所で

生活を営んでいたと考えられる。

③ 12世紀の遺物が出土していることから、奥州藤原氏と何らかの関係があったこと。

出土した12世紀の遺物の殆どが渥美・常滑産の陶器片と中国産の磁器片である。これらの遺物は希少であっ

たため、当時の一般庶民は持ち得ることができなかったと考えらている。また、平泉遺跡群から出土する手

づくねかわらけも出土している。さらに、本遺跡の東端部には宗角舘遺跡があり、江戸時代に書かれた安永

風上記に「城主、時代共に分からない。」と記されている。これらのことから、古い時代にこの地を支配で

きる様な身分の高い人が存在し、奥州藤原氏と何らかの関係があったのではないかと考えられる。
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調査区北側空中写真

調査区南側 (南北 ) 調査区南側 (東西)

明後沢遺跡群調査区全景
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粘土採掘穴跡

竪穴住居跡

斬丸瓦出土状況                 遺物出土状況

明後沢遺跡群検出遺構 。遺物
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地

者
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所

委

名業事

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当

協 力 機 関

(36)寺ノ上遺跡

前沢町古城字寺ノ上182

水沢地方振興局

水沢農村整備事務所  ´

県営ほ場整備事業寺領小林地区

埋蔵文化財発掘調査委託業務

平成14年 10月 9日 ～11月 27日

1,533rド

1,533rド

N E46-0242・ TU-02

野中真盛・佐々木信一

前沢町教育委員会

遺跡位置 1:50,000 水沢

1.遺跡の立地

寺ノ上遺跡は、 」R東北本線陸中折居駅の南西約1.5km付近に位置 し、北上川右岸にある胆沢扇状地の中

位段丘に立地 している。標高は77～ 79mで、遺跡の現況は水田及び畑地である。

2.調査概要

調査で検出された遺構は、中世の竪穴住居跡 1棟、掘立柱建物跡 1棟、陥し穴状遺構 1基、土坑 11基、溝

状遺構 16条、堀跡 2条、柱穴256基等である。

<竪穴住居跡 > 南側調査区の北東部隅から 1棟検出された。本遺構の南西部は 2条の溝が重複しておリー

部を消失 している。平面形は隅丸方形で、規模は3.2× 3.4m、 壁高は10～ 33cmで ある。床面中央部から焼土

が検出され、その周辺から炭化材が多量に検出された。四隅の主柱穴 4本 と壁際から12本の柱穴が検出され

た。時期は中世と考えられる。

<掘立柱建物跡> 南側調査区南西部から 1棟検出された。西側の一部が溝と重複 しており柱穴の一部を消

失 している。規模は桁行 4間 (10m)× 梁行 1間 (5m)で両側に庇を備えている。棟方向は南―北である。

主柱穴の規模は径が42× 44cm～ 49× 56cm、 深さは52～ 75cmで ある。時期は不明である。

<陥 し穴状遺構> 南側調査区北西部から1基検出された。形状は細長い溝状を呈しており、長軸方向は東―

西である。中央が溝と重複 している。縦断面形はフラスコ状になっている。規模は開口部径3.7m、 幅72cm、

深さ1 lln、 底部径4.6m、 幅44cmで ある。

<土坑 > 南側調査区から9基、北側調査区から2基の計11基が検出された。平面形は円形が10基、方形若

しくは長方形と推測できるもの (一部調査区外)が 1基である。規模は開口部径79× 88cm～ 2.17× 2.36m、

底部径46× 53cm～ 1.0× 1.87m、 深さは35cm～ 1.15mである。時期は中世が 6基、他は不明である。

<薄状遺構> 南側調査区から14条、北側調査区から2条の計16条が検出された。うち 8条が重複している。

向きは南―北 7条、東一西 5条、南東―北西 8条、東―西から南―北に大きく曲がる 1条である。規模は全

長3.8m～ 47.5m、 幅16cm～ 1.lm、 深さ l cm～ 50cmである。

<堀跡> 南側調査区から北側調査区にかけて 1条、北側調査区から 1条の計 2条検出された。南側調査区

―-121-―



から北側調査区にかけて検出された 1条は、南側の規模、長さ22.9m、 幅4.64～ 7.14m、 深さ46.4～ 104clll、

北側の規模、長さ3.88m、 幅556～ 5.68m、 深さ34,7～59.5cmで ある。途中は調査区外のため未調査であるが

南北一本に繋がった堀跡と考えられ、全長46mに なる。また、南側南東部中央には長さ6.35m、 幅196～ 2.8

5mの土橋が設けられており、中央部は溝状に撹乱されている。北側調査区の 1条の規模は長さ3.8m、 幅68

4m、 深さ50～86cmで ある。この 2条の堀跡は二重堀の可能性がある。

<柱穴> 南側調査区から250基、北側調査区から6基の計256基が検出された。特に南側調査区の南部と東
部に多く検出された。掘立柱建物等を構成するまで位置関係を特定することができなかった。時期や性格に

ついては不明である。

<出土遺物 > 出土 した遺物は、縄文土器、土師器、須恵器、かわらけ、陶器、鉄製品である。

縄文土器は 3点出土 しており、うち 1点 は晩期の鉢型土器の口縁部で、外面に沈線が 3条巡り、口唇部に

は刻みが施されている。もう2点は、晩期の深鉢で同一個体の可能性がある。土師器は 2点で、甕の口縁部

及び、体部である。かわらけは■点で15世紀頃のものと考えられる。須恵器は 6点で、甕の体部と底部であ

る。体部外面には叩き目が、内面には当て具痕がそれぞれ残っている。陶器は 3点で、その中には、中国産

のものと考えられるこがある。瓦器は体部下端部から底部で、脚が一つ付いている。鉄製品は住居跡の床面

から鎌が出土 している。

3.ま とめ

調査の結果、本遺跡は縄文時代と中世の複合遺跡であることが分かった。陥し穴状遺構 1基が検出された

ことから縄文時代では、狩り場であったと考えられる。また、中世の住居跡の他に、掘立柱建物跡、土抗、

柱穴、溝が検出され、生活の場であったことが分かった。さらに、堀が 2条検出されたことから本遺跡の東

側に舘等の遺構の存在する可能性がある。

遺物は中世のかわらけ、陶器、中国産陶器、瓦器などが出土 した。このことから、当時ここに有力者がい

たことも推察される。

今回の調査では、隣接する九郎舘との繋がりや関係を考える上で貴重な資料が得られた。
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調査区全景

竪穴住居跡 (中世 )

陥し穴状遺構

掘立柱建物跡

1号堀跡

寺ノ上遺跡検出遺構
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た て

(37)館遺跡

地在所

委  託  者

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

気仙郡住田町世田米字小股

28番地の11ほか

大船渡地方振興局土木部´

国道397号支援道路整備事業

平成14年 4月 11日 ～ 8月 12日

3,0001ド

3,0001ド

N F14-0159。 TT-02

北田 勲 。川又 晋

住田町教育委員会
遺跡位置 1:50,000 陸中大原・盛

1.遺跡の立地

館遺跡は、気仙郡住田町の北西部、国道107号 と国道397号 の合流点南西側約300mに位置し、大股川及び

小股川に挟まれた舌状河岸段丘の東向き緩斜面上に立地 している。標高は183～ 190mで、現況は水田・畑地

である。

2.調査の概要

館遺跡の調査は平成13年度から継続して行っており、本年度は 2年目にあたる。平成13年度の調査は2,500

Nを対象に行い、縄文時代前期末と中期末の竪穴住居跡27棟、竪穴住居状遺構 7棟、土器埋設遺構 1基、土

坑20基、柱穴状小土坑50基を確認 した。それを受けて、今年度はそれに続 く北側と南側のエリアにおいて調

査を実施 した。

今年度も昨年度の調査同様、調査区域は昭和20年代前後に行われた開田工事の影響を大きく受けており、

遺構はかなり削平されている。 しかし、調査区内で標高の低い部分はそれを免れており、この部分に遺構が

集中している。検出した遺構は、縄文時代前期末と中期末の竪穴住居跡16棟、竪穴住居状遺構 4棟、土坑34

基、焼土遺構 6基、柱穴状小土坑24基、時期不明 (おそらく近世～近現代)の柵列 5列である。

<竪穴住居跡 > 竪穴住居跡は、16棟を検出した。調査区北側エリアで11棟、調査区南側エリアで 5棟検出

しており、北側ではほぼ同一の場所に連続または継続的に「建て替え」が行われている。これらの竪穴住居

跡は平面形や炉の形態、出土 している遺物によって 2つの時期に区分される。 1つ は平面形が円形を呈 し、

複式炉及び石囲炉、土器埋設炉などを有する直径 5m基調の竪穴住居跡で、縄文時代中期末 (約 4,000年前 )

に属すると考えられるものである。またもう 1つ は、それよりも時期を遡る縄文時代前期末 (約 5,000年前 )

に属すると考えられる、平面形が縦長で長軸が10mを超す大形住居跡 (ロ ングハウス)の時期である。今年

度の調査では大形住居跡は北側エリアで 1棟検出しており、直線上に 5基並ぶ地床炉を持ち、壁際には周溝

が巡 らされている。また、周溝はもう 1本が重複 しており、また柱穴も重複 していることから、 1回以上の

「建て替え」が行われたのは確かである。その他の中期末に属する住居跡もこの傾向が見られ、 1つ の住居

跡の床下から時期の異なる 2つ の炉が検出されるもの、同一床面ではあるが対面に炉を作り替えているもの

などがある。
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<竪穴住居状遺構> 竪穴住居跡とほぼ同一のプランを持つが炉を有しないものを分類し、 4棟を検出した。

平面形は、調査区際にかかっているが隅丸方形を呈するものが 1棟、円形を呈するものが 3棟である。規模

はいずれも4m前後で、時期は不明であるがおそらく縄文時代に属すると考えられる。

<上坑 > 調査区全域において34基検出した。特徴としては竪穴住居跡からあまり離れたところではなく、

付属するように作 られている。時期は竪穴住居跡とほぼ同時期と見られるが、住居跡を切る形で検出してい

るものも多くあるため、若干新 しくなると考えられる。平面形はいずれも円形を呈 し、断面形状がフラスコ

形・袋形・ ビーカー形になる。規模はそれぞれ異なるが、大きいものでは直径が15m、 深さが1,7mあ るも

のもある。一部ではあるが、底部に副穴を伴うものがある。

<焼上遺構> 調査区全域において 6基検出した。平面形はいずれも不整な楕円形で、検出した層位はV層

中 (暗褐色)2基 、Ⅵ層直上 (地山)4基 である。北側エリアV層中の 1基が異地性であるほかは現地性の

焼土遺構であり、竪穴住居跡及び土坑などの時期と同一と考えられる。

<柱穴状土坑 。柵列 > 柱穴状土坑は24基、柵列は 5列検出した。いずれも時期は不明であるが、柵列の柱

穴に 1基柱材が残存 したものがあることと、銭貨 (熙寧元賓)を 出土 したものがあることから、近世～近現

代の田畑に関係する遺構であると考えられる。

<出土遺物> 出土遺物の総量は、大コンテナで約30箱である。遺物の内訳は土器12箱、石器 17.5箱、土製

品15点、石製品23点、銭貨 1点である。銭貨を除き、すべて縄文時代に属する。出土土器は縄文時代早期末

葉～前期末葉 。中期末葉のものがあるが、主体は中期末葉である。このなかで大形住居跡から出土 した前期

中～末葉の大木 3・ 4～ 5式相当の土器は該期の資料を補うとともに、大形住居跡はこの時期の遺構として

注目される。出土石器類は前述の箱数のうち、約700点が成品である (剥片を除いた数)。 その内訳は剥片石

器約250点、礫石器約450点 と半数以上を礫素材の石器が占めている。肉眼観察から石材は、礫石器は在地系

の北上山地のものと考えられるが、剥片石器は光沢を持つものが多 く、奥羽山脈に産すると考えられるもの

を多量に含んでいる。土製品・石製品は、大形住居跡から出土 した映状耳飾りや石製垂飾品のほか、縄文時

代中期末と考えられる土偶や円盤状土製品、石刀や石剣などが出土 している。

3.ま とめ

2カ 年に及ぶ調査の結果、館遺跡は縄文時代前期末・中期末の集落であることが明らかになった。総遺構

数は、縄文時代の竪穴住居跡43棟 (前期末 4棟 。中期末39棟 )、 竪穴住居状遺構 11棟、土器埋設遺構 1基、

焼土遺構 6基、土坑54基、柱穴状小土坑74基、柵列 5列である。

時期は縄文時代前期末葉 (約 5,000年前 )、 中期末葉 (約 4,000年前)に大きく分けられ、 2段階の時期にム

ラが形成されていることが分かった。前期末葉期の大形住居跡群は斜面に対 して長軸が等高線に沿うように、

ある程度の間隔をおいて形成されていることが確認された。また、中期末葉期の円形基調の住居跡群は調査

区北側エリアに集中する傾向が見られ、同じ場所に数回の「建て替え」を行っていることも確認された。

館遺跡から出土 している縄文時代前期中～末葉の土器 (大木 3・ 4～ 5式相当)は、陸前高田市牧田貝塚・

釜石市沢田 2遺跡などで確認されているほか岩手県内でのまとまった出土例が少ないため、この時期の遺構

とともに貴重である。

以上の成果により、この遺跡が断絶期間を挟みながら、長期間にわたり生活の場として利用されていたこ

とが分かった。今後の周辺遺跡との関わりや時期的な変遷を検討することにより、館遺跡は縄文時代前期末

葉及び中期末葉の 2時期において、岩手県沿岸部と内陸部を繋ぐ集落遺跡として良好な基礎資料となり得る

であろう。
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大形住居跡 (前期 ) 炉埋設土器

竪穴住居跡 (中期) 上器出土状況

館遺跡検出遺構・遺物出土状況
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こ まつ

地在

委  託  者

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(38)小松 I遺跡

気仙郡住田町上有住字小松28-1

ほか

大船渡地方振興局土木部´

一般県道釜石住田線改良工事

平成 14年 4月 10日 ～ 9月 30日

2,2001苫

2,200rド

N F07-0030・ KMI-02

吉田 充・阿部孝明

住田町教育委員会
遺跡位置

1.遺跡の立地

小松 I遺跡は」R釜石線上有住駅の南西約8 5kmに位置する。本遺跡は崖錐堆積物に厚 く覆われ、地山まで

の深度は最大 5mを越える。後背山地からの単なる侵食だけによる供給量だけでは説明しにくく、地形から

読み取れる北西―南東方向の構造にも起因するとみられる。

2.調査の概要

一昨年度からの継続調査で、昨年度未了分と今年度新規対象になった範囲の合計2,200ポが調査対象となっ

た。昨年度までの調査で、検出面とその広がりをある程度推測できたので、部分的に作業の効率化を図れた。

反面、検出面の多い調査区での同一検出面の認定や、微妙な土質の違いを識別しなければならなかった最終

検出面では多くの時間を費やした。また、昨年度に続き7月 中旬の台風による大雨のため、 3区～ 4区にか

けての水路側 (山側)が崩落 し、調査区が冠水 した。このため調査途中であったが、その後の台風災害を避

けるためにも崩落箇所周辺を埋め戻 した (遺構配置図上の斜線範囲)。 今年度の調査区は 0区、 2区、 3～

4区、 8区である (遺構配置図参照)。

検出遺構は竪穴住居跡 。住居状遺構 19棟、土坑 3基、焼土遺構54基である。遺物は大コンテナで約11箱出

土 した。各調査区の上層・検出面の状況も異なるため、調査区ごとに説明する。

(0区〉 遺跡内で唯一河川性堆積物を含まず、微高地であった場所である。検出された遺構は竪穴住居跡

1棟、土坑 2基、焼土遺構 4基、 (近世墓廣 7基)で ある。基本土層は上位から I、 Ⅲa、 Ⅲc(塊状)、 ⅣoV

相当層、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ (基本土層図参照)である。住居跡はⅥ層で検出された。精査段階では掘り込みが判別

できず、土層断面による緩い壁の立ち上がり、地床炉 2基と遺物の分布で認定 した。遺物は条痕条痕土器が

出土 している。頚部に横位隆帯を巡らし、口唇部や隆帯上に刻目文が施されている。このほかに焼± 2基を

検出している。Ⅳ oV層では小規模な焼± 1基を検出している。本面は東側半分に分布 し、土器片・石器と

ともに獣の骨が多く出上 した。捨て場的な場所であったとみられる。遺物は厚手で、胴部地文が非結束羽状

縄文の土器片が多く出土 し、文様帯には斜位・渦巻状の側面圧痕文と短沈線で構成されるもの、縄文の地文

上に横位の側面圧痕文の施されるもの撚紋などの土器片が出土 し、複数の時期の遺物が混入 している可能性

がある。Ⅲa層では遺構は検出されなかったが、遺物には変形工字文が施された土器片が出土 した。
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(2区〉 主に後背の沢から供給された堆積物で埋められている。検出された遺構は竪穴住居跡 1棟、焼土

遺構31基である。基本土層は上位より Ia～ c、 Ⅲa、 Ⅲc(塊決)、 Ⅳbl、 Ⅳb2、 Va～ e、 Ⅶ、Ⅷである。一般

的に山体側で崖錐堆積物が厚く、民家側に向かってなくなる。Ⅲa層では遺構は検出されず、同時代の遺物

が出土 した。Ⅳb2層 (写真②)で は焼土遺構 3基を検出し、ほぼ完形の小型深鉢が出土 した。不整撚糸文で

施文されている。Ⅳc層では竪穴住居跡1棟を検出した。隅丸方形を呈 しているが、東側1/3は撹乱を受けて

いた。東西方向に長軸を持ち、規模は5.4xn以上 ×́4.6mで ある。壁は緩やかに立ち上がる。小規模な地床炉

を 4基持つ。植物繊維を含む非結束羽状縄文の土器片が出土 している。 Vc層 (写真③)で は焼土遺構群を検

出した。沢寄りの16ピ内に 8基近接 して検出された。規模は50～80cmで、炭化物片の他に骨粉が混入するも

のもある。焼土内から波状の側面圧痕文の上器片や、焼土群と同一とみられる面から斜縄文の地文上に横位 。

山形状の十数本の側面圧痕文を施文した土器片などが出土 している。 Ve層では焼± 2基が検出された。Vc

層で検出された焼土遺構と同様な位置で検出された。規模は1.8× 1.Omで、不整な楕円形状を呈する。

(3区〉 旧気仙川の堆積物が分布 しはじめ、崖錐性堆積物と交叉する場所である。旧気仙川の自然堤防上

にある。検出された遺構は竪穴住居跡 9棟、土坑 1基、焼土遺構 5基である。基本土層は Ia、 Ib、 Ic、

Ⅱa、 Ⅱb、 Ⅲa、 Ⅲb、 Ⅲc(塊状 。層状 )、 Ⅳb、 Ⅳc、 V、 Ⅶ、Ⅷである。昨年度までの 2年間に縄文前期

前半の竪穴住居跡を検出していたが、今年度はV層 (写真①)で縄文早期末～前期初頭の竪穴住居跡を 9基検

出している。ほぼ円形を呈し、規模は 3～ 4mで壁は皿状に緩く立ち上がる(写真④ )。 褐色粘土薄層を挟ん

で炉跡を上下で検出した住居跡があり、洪水等で利用が中断された様子を想定できる。出土する土器片は厚

く、植物繊維を含んでいる。非結束羽状縄文のほかに撚糸文の土器片が出土する。

(4区〉 旧河道跡左岸が検出される場所である。後背に枯れ沢があり、ここから押し出されたと考えられ

る土砂流 ?が数mと厚 く堆積 している。検出された遺構は竪穴住居跡 1棟、土坑 1基、焼土遺構10基、炭化

物集積 2ヶ 所である。基本土層は Ia、 Ib、 Ic、 Ⅱa、 Ⅱb、 Ⅲa、 Ⅲb、 Ⅲc(層状 )、 Ⅳb、 Ⅳc、 V、 Ⅶ、

Ⅷである。V層で竪穴住居跡 1棟、焼土遺構 2基を検出した。住居跡は 3区で検出されたものと同様な性格

を持つ。Ⅲc層直下のⅣb層で炭化物集積 2ヶ 所とその周辺から焼土遺構 8基を検出している。この他に約 2

m長の炭化木 (ナ ラ)2本 も出土 している。

(8区〉 本遺跡の西側に位置する。河川性堆積物が少なく、崖錐性堆積物を厚く堆積させる場所である。

基本土層は Ia、 Ⅲa、 Ⅲc、 Ⅳa、 V、 Ⅶ、Ⅷである。検出された遺構は竪穴住居跡 4棟、竪穴状遺構 1棟、

焼土遺構 2基である(写真⑤)。 住居跡は円形～楕円形を呈する。数m深の機械粗掘で掘りすぎたためプラン

を忠実に検出できなかった。浅い掘り込みで壁は緩 く立ち上がるとみられる。 3区同様な土器片が出土 して

いる。口縁部文様帯には縄文の地文上に数本の横位側面圧痕を施文 したもの等がある。

(出土遺物〉 大コンテナで約11箱出土 した。土器片は植物繊維を含むものがほとんどである。石器は、石

鏃、石匙、打製石斧、不定形石器などが出土 している。打製石斧はほとんどが片面に自然面を残すものであ

る。

3。 まとめ

3年間の調査で約300m× 14m(約 4,200だ )、 最大深度約 5m超 の調査区内に主に縄文時代早期末～前期

初頭にかけての集落跡があることが判明した。検出された遺構は竪穴住居跡・竪穴状遺構約70棟、土坑26基、

焼土遺構97基、炭化物集積 4ヶ 所などである。出土遺物は大コンテナで土器45箱、石器 6箱である。十和田一

中撤火山灰を鍵層として最大 6面の検出を行った。今後の室内整理でさらに解明をしていきたい。
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①3区縄文時代早期末～前期初頭住居跡群(東から撮影)

2区縄文時代前期前半焼土検出面と縄文時代早期末～前期初頭焼土群検出面 (南から撮影)

④

⑤

3区住居跡 (人の右側、上が南)と 8区住居跡群 (上が北、

小松 I遺跡検出遺構

ともに③と同時期)
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(39)長谷堂貝塚

所  在  地 大船渡市猪川町字中井沢78番地 2ほか

委  託  者 大船渡地方振興局土木部

事  業  名 県営長谷堂アパー ト建設事業

発掘調査期 間 平成14年 4月 15日 ～12月 6日

調査対象面積 2,500〆

発掘調査面積 2,900♂

遺跡番号・略号 N F39-1151・ HSD-02

調 査 担 当 者 阿部勝則・金野 進

協 力 機 関 大船渡市教育委員会
1:50,000 盛遺跡位置

1.遺跡の立地

遺跡は、 JR大船渡線盛駅の北東約 1.2kln、 岩手県立大船渡高等学校の南南東約200mに位置し、北東側に

ある今出山 (標高756m)か ら南西側に延びる裾野にある盛川と中井川に挟まれた段丘に立地する。調査区

付近は、北東から南西方向への緩やかな斜面で、標高は約22～ 34mで ある。現況はアパート跡地である。

2.調査の概要

今回の調査では、竪穴住居跡51棟、掘立柱建物跡15棟、土坑200基など多 くの遺構が検出された。時期は、

縄文時代中期末葉と晩期末葉に大別され、概ね標高26mを境として高位面に中期の遺構、低位面に晩期の遺

構が分布していることから、時期により集落の占地が異なっていた可能性が高い。なお、遺跡全体は旧ア
パー

ト建設時に大きく削平を受けており、遺存状態は悪く、ほとんどの遺構が上部を削り取 られていた。

<竪穴住居跡 > 中期44棟、晩期 7棟が確認された。いずれも同一地点で頻繁に建て替えが行われている。

中期の住居跡の炉跡は複式炉が多くを占める。晩期の住居跡の炉跡は地床炉・石囲炉である。

<掘立柱建物跡> 中期のものと晩期のものがある。中期の建物跡は調査区東側に特に密に分布する。晩期

の建物跡は調査区西端で検出され、方一間の形態と推定される大形の建物跡である。個々の柱穴の規模は、

掘り方が径1～ 1.2m、 深さ 2mに及び、同一地点で頻繁に建て替えを繰り返 している。

<土坑 > 200基検出された。70基余 りが断面フラスコ状の大形土坑である。規模は、大きいもので最大径

2m、 深さ 2mに及ぶ。いくつかの土坑では廃棄された獣骨が出上している。時期は中期末葉を主体とする。

<列石> 調査区西端で、 8箇の石が孤状に並べられていた。個々の石は内側に傾いた状態で埋められてい

た。近接する大形の掘立柱建物跡と関連する施設の可能性がある。時期は晩期末葉と思われる。

<出土遺物> 縄文土器が大コンテナで65箱出土 している。時期は中期末葉のものが大半を占め、晩期末葉

のものが少量ある。石器は15箱出土 している。他に三角躊形土製品や垂飾りなどの石製品も出土 している。

3.ま とめ

今回の調査では次の 2点が確認された。①住居・建物や土坑は、いずれも同一地点で頻繁に建て替えが行

われており、土地利用にある程度、規制が働いている。②中期の集落と晩期の集落は占地が異なる。確認さ

れた集落の規模に加えて、近隣では入手できない遺物も多く出土していることから、長谷堂貝塚は、大船渡

湾を望む周辺域における拠点集落であったと考えられる。
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(40)下構遺

平泉町長島字下構地内

一関地方振興局

一関農村整備事務所  ´

県営ほ場整備事業

平成14年 4月 12日 ～10月 18日

10,000rド

10,0001ド

N E76-1226・ SG-02-2

羽柴直人・立花公志

平泉町教育委員会

跡第 2次調

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
遺跡位置 1:50′000  -―層周

1.遺跡の立地

下構遺跡は」R東北本線平泉駅から東約 2 km、 北上川東岸に位置 し、沖積低地に張り出す微高地上に立地

している。標高は20～22m前後で、調査開始前は水田、畑として利用されていた。

2.調査の概要

遺跡の層序は、第 I層  にぶい黄褐色土 層厚 0～ 50cm 表土・耕作上、第Ⅱ層 黄褐色土 層厚約 4m、

に分けられる。Ⅱ層上面が古代以降の遺構検出面である。Ⅱ層以下からは遺構は検出されていない。

検出遺構は、竪穴住居 2棟、掘立柱建物24棟 (柱穴約470個 )、 土坑53基、溝12条、井戸 1基、倒木痕 4基、

焼± 5基である。遺構の所属時期は不明のものもあるが、 9世紀、12世紀、近世～近代に大別される。

<9世紀の遺構> 出土土器の形態と十和田 a降下火山灰との関係から、 9世紀代に属すると考えられる遺

構である。竪穴住居跡 2棟、焼± 4基、土坑 1基がある。竪穴住居はカマ ドを有するもの (S11)と カマ

ドの無いもの (S12)が ある。焼土は堅穴住居の壁、床面が地盤の削平、流出で失われ、カマ ドあるいは

炉の焼土がかろうじて残った部分と推測される。土坑 (S K52)は堆積土内に十和田 a降下火山灰を含んで

いる。この土坑は竪穴住居 S12と 重複 しており住居より新 しい、これにより竪穴住居 (S12)が 十和田

a火山灰降下より古いと判断できた。

<12世紀の遺構> 近世の掘立柱建物と軸方向が異なる掘立柱建物 (S B17)が あり、 12世紀の掘立柱建物
の可能性を指摘できる。柱と柱の間の寸法は約2,7m(約 9尺)で ある。 しかし、確実に12世紀と判断する

には根拠が少なく、なお検討を要する。

<近世～近代の遺構 > 下構遺跡には、昭和時代の初め頃 (1920年代頃)ま で屋敷が所在していた。この屋

敷は、近世の文書では「下構屋敷」と記載されている。今回の調査はこの下構屋敷に関係する遺構を調査 し

たことになる。子孫の佐藤家が所蔵する文書には、寛永19年 (1642年)か ら下構屋敷に住まいを始めた旨の

記述がある。この年代は出土 した遺物と遺構の形態にも飢騒はなく、信頼できる年代と考えられる。

下構屋敷に付随すると推測される遺構は、掘立柱建物23棟、土坑52基、溝12条、井戸 1基、倒木痕 4基、

焼± 1基がある。掘立柱建物は規模と形態から母屋と推測される建物が 4棟、附属屋と推測される建物が19

棟検出されている。
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母屋の 4棟 は、屋敷の中央部に位置する 2棟 と、南東隅で検出された 2棟に分けられる。中央部の 2棟

(S Bll、 S B16)は重複しており、 S B16が古い。この掘立柱建物の母屋 S B16、 S Bllは 17世紀代の建

築と推測される。それ以後は、礎石建物の母屋に変換したと考えられる。南東隅の母屋 2棟 (S B22、 SB

23)は 中央部の母屋よりも規模が小さく、下構屋敷に隷属する者の家屋、または隠居屋といった性格を想定

できる。附属屋と推測される掘立柱建物は、母屋の掘立柱建物よりも検出数が多い。中央部母屋の東隣に位

置する附属屋は 5棟 (SB3、 SB7、 SB9く SB12、 S B14)重複している。これは母屋が礎石建物

に変換した後も、附属屋は依然として掘立柱建物であったことを示している。具体的な用途を推測できる附

属屋にSB2がある。これは建物の内部に埋設桶遺構 (SK7)が あり、便所と推測できる。

井戸 (SEl)は 屋敷廃絶後も近年まで使用されていたものである。石組みの井戸で、深さは5。3mで あ

る。構築時期を判断する資料は無いが、他に丼戸が存在しないことから、屋敷の開始時に掘られた可能性を

指摘できる。また、倒木痕が4基検出されている。これは屋敷廃絶時に屋敷林を伐採、抜根した痕跡である。

SKlは池と推測される遺構である。埋土中から多量の陶磁器、ガラス製品が出土した。屋敷廃絶時に不要

物を廃棄したものと考えられる。

<出土遺物> 以下の遺物が出土した。縄文土器片微量 (後期前葉、晩期後半)、 石鏃、土師器、須恵器、

土錘、12世紀のかわらけ (ロ クロ、手づくね)、 渥美産陶器 (甕 )、 常滑産陶器 (甕、片口鉢)、 中国産白磁

(重 )、 近世陶器 (肥前産、瀬戸・美濃産、常滑産、大堀相馬産、在地産)、 近世磁器 (肥前産、瀬戸・美濃

産、東北地方産)、 近代陶磁器、石製品 (石日、砥石)、 金属製品 (銭、煙管、小柄、鎌、釘)、 ガラス製品

(ビ ン、石油ランプ)、 木製品 (漆器椀、鍋蓋、下駄)。

縄文時代の遺物は微量で、調査区内に遺構が存在しないことから、周辺からの混入品と推測される。土師

器、須恵器はいずれも9世紀前～中葉のもので、時間幅は小さいと推測される。12世紀の遺物は少量である

が、かわらけ、国産陶器、中国産磁器が揃っており、北上川西岸の平泉遺跡群拠点地区と質的には遜色ない

内容の遺物である。北上川の東岸では近年12世紀の遺物の出土が各地で確認されているが、下構遺跡は現在

のところ、東岸では最も南側での12世紀の遺物出土地点となった。

近世～近代の遺物は質量ともに豊富で、下構屋敷の暮らしぶりを具体的に物語る良好な資料である。SKl

からの出土品は種類、量ともに豊富で、下限年代が明確 (昭和初年頃)であり、近代遺物編年の基準と成り

得る資料である。

3,ま とめ

下構遺跡の調査では、 9世紀の集落、12世紀の集落、近世～近代の屋敷跡が検出された。

特筆されるのは、12世紀のかわらけ、国産陶器、中国産白磁の出土である。これによって、12世紀平泉遺

跡群の範囲が、従来の認識よりもさらに広がることを明らかになった。平泉遺跡群における北上川東岸の様

相、性格を明らかにして行くことが今後の課題といえる。

また近世～近代の「下構屋敷」は、発掘調査と佐藤家の文書から、17世紀中葉 (1642年)か ら20世紀前半

(1920年代)ま で、約280年間営まれた屋敷であることが明らかになった。このように下構屋敷の遺物、遺構

は時間幅が明確であり、具体的な近世農民の生活を考察するには格好の資料である。また、多量に得られた

近代遺物も下限年代が明確であり、近代遺物の時代指標として有効である。
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下構遺跡調査区全景

上錘出土状況(S12) 近世～近代の井戸(SEl)

近世の掘立柱民家 (S B16) 近世の掘立柱民家 (S Bll)

下構遺跡検出遺構・出土遺物
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よ う しんじょうたてあと

(41)楊生新城館跡

所  在  地 一関市弥栄字沼畑地内

委  託  者 一関地方振興局土木部

事  業  名 一般国道284号道路改築事業

発掘調査期 間 平成14年 10月 18日 ～11月 19日

調査対象面積 2,230∬

発掘調査面積 1,560だ

遺跡番号・略号 O E09-2056。 YS-02

調 査 担 当 者 亀 大二郎 。羽柴直人

協 力 機 関 一関市教育委員会
遺跡位置 1:50′ 000 -関

1.遺跡の立地

本遺跡は一関市の最東端に位置する弥栄地区内にある。北上川西岸の山地に立地 し、標高は25～74mで あ

る。南側斜面下を国道284号線が通っており、国道を挟んで南西側に楊生古城跡が並ぶ。現況は山頂に熊野

神社が祭られ、東・北側斜面は広く畑地となっている。

2.遺跡の概要

今年度の調査で確認された遺構は、平場が 4箇所、土塁状の高まりが 1箇所である。

<平場 > 調査区南東端で段状に達なった平場を確認している。標高は25～ 38mあ り、調査区内における面

積は上から約50だ、200ポ、35だ、 2雷である。下 2段の平場は調査区内で途切れているが、上 2段のもの

は区外まで曲輪状に延びている。また、上 2つ は中央にある岩盤層のところで二段に分かれており、平場造

成の際に岩盤層が障害になったものと考えられる。

<上塁状遺構 > 調査区東側にある高まりの部分で、南北方向にほぼ直線的に延びている。幅は約24mあ

り、周囲より10～ 20cm高 くなっている。斜面下は国道によって切 られており、山側は標高60mあ たりまで続

いている。郷土誌「弥栄の里」にある旧参道跡と位置的に一致する。

<出土遺物 > 近 。現代の陶磁器片と鉄製品 (釘等)が数点出土 している。

3。 まとめ

「大槻系図」によると、峠城寺崎氏十代常清の弟明清が楊生城主の祖で、四代目の信覚 (天二十八年没 )

の代に滅亡するに至ったとある。楊生古城から新城に移った時期については年代は明らかでないが、城館の

時期としては中世末頃と思われる。

今回検出した遺構のうち平場 2つ は現在の参道付近まで続いており、人為的遺構と考えられる。ただし、

当時の遺物は出土 しておらず、城館に関係 したものかどうかは不明である。また、土塁状の高まりは岩盤層

の砕片が積み重なった (あ るいは岩盤層が風化 した)も ので、城館があった当時の痕跡や参道跡の様子は窺

えない。調査区西側の崖になっている部分は、北西側から続く曲輪状の平場がここで途切れており、後年に

なって自然崩落 したものと思われる。

なお、来年度調査予定の調査区北西端にはU字状の窪みがあり、空堀跡の可能性が考えられる。
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上塁状遺構 (北側から)
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(42)五輪堂遺跡

西磐井郡花泉町涌津字五輪堂126

番地ほか

一関地方振興局    ´

一関農村整備事務所

県営ほ場整備金流川地区

平成14年 6月 17日 ～10月 31日

4,5761ド

4,576rド

O E38-2093・ GRD-02

島原弘征・太田代一彦

花泉町教育委員会

ご りんどう

地

者

在所

委

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置 1:50′000 若柳

1.遺跡の立地

五輪堂遺跡は JR東北本線花泉駅の南東約 2.6km、 金流川右岸の河岸段丘上に位置 している。本遺跡が位

置している五輪堂地内からは、現在涌津八幡神社に安置されている重要文化財の鉄五輪塔地輪が出土 したと

されており (『安永風土記』)、 現在も悪法師・松之坊 。鴻南沢等、当時の面影を伝えるかのような地名が遺

跡の周辺に残されている。標高は18～ 20m前後、調査前の現況は水田で、昭和30年代に行われたほ場整備に

より、調査区北側の標高の若千低い部分以外は削平を受けている。

2.調査の概要

今回の調査で検出された遺構は、平安時代の竪穴住居跡 3棟、竪穴状遺構 3棟、掘立柱建物跡 1棟、中世

の堀跡 1条、中世～近世にかけての墓装 6基、時期不明の掘立柱建物跡 4棟、土坑20基、井戸 1基、溝跡50

条、柱穴状土坑約200基が検出されている。

<竪穴住居跡> 北側調査区より3棟検出されている。開田時の掘削で床面近 くまで削平されているものが

ほとんどで残存状況は不良である。平面形は隅丸方形状を呈し、規模は一辺 5～ 6mを測る。周溝は壁際に

途切れなく、貼床も住居全面に施している傾向が見られる。カマド設置方向には規則性はみられないものの、

本体部の袖は土師器を芯材にして褐色系粘上で構築している傾向が見られる。また、煙道部は掘り込み式な

のか寺Jり 抜き式なのかは、削平によって上半部が消失 しているため不明である。比較的残りの良い住居の埋

土からは灰白色火山灰が層状に確認されている。これらの住居の時期だが、出土 した土師器 。須恵器からみ

て平安時代 (9世紀代)であると思われる。

<竪穴状遺構 > 北側調査区より3棟検出されている。開田時の削平により住居施設の大半が消失 したもの

の、残存 している貼床の広がりもしくは周溝・主柱穴の配置等から見て竪穴であると判断 した遺構のうち、

カマ ド・炉等が無い為、性格不明な遺構をここでは指している。規模は一辺 5～ 7mの隅丸方形状を呈する

と推測され、貼床 。周溝から土師器が出土 していることから平安時代の遺構であると思われる。

<掘立柱建物跡 > 北側調査区より5棟検出されている。本遺跡の掘立柱建物跡は開田部径60～80cmの掘り

方を持ち、柱間約2.2mを測る 2間 × 2間の掘立柱建物跡と、開田部径30～40cmの掘 り方を持ち、柱間約 1.8
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～2.2mを測る掘立柱建物跡に大きく2つ に分けられ、後者が主体を占める。 これらの掘立柱建物跡の時期

は前者が掘方から出土した土師器・須恵器片からみて平安時代、後者は出土遺物がないことから不明である。

<土坑 > 調査区各地より20基検出されている。平面形は円形・楕円形を呈 し、規模は60cm～ 1.5mを 測る。

遺物が出土 していないこともあり、時期は不明である。

<墓境 > 北側調査区より6基検出されている。開田時の削平によって遺構の大部分が消失 し、僅かに底部

付近のみが残存 している土坑のうち、①埋土が多量の炭と焼土・焼骨片を含むもの。②六道銭に使用された

と思われる永楽銭等の古銭が出上 したもの。③構桶の底板が残存 しているものを墓壊とした。平面形が長軸

80cn～ lmの楕円形を呈し、埋土は炭を主体に焼土と少量ながら焼けた骨片が含まれ、永楽銭を主体とした

古銭が埋葬されたものと、径 lm前後の円形を呈 し、底部に棺桶の底板が残存するものとに分けられ、前者

は形状・規模・埋葬された古銭の状況が宮城県北部の中世末～近世初期にかけての火葬墓と類似することか

ら中世末まで遡る可能性が考えられ、後者は遺物が出上 していない為不明である。また、墓壊は堀に区画さ

れた内部地区からのみ検出されている。

<井戸 > 北側調査区より 1基検出されている。平面形は円形を呈 し、開田部は径82× 92cmの楕円形状を呈

し、深さ1.6m弱 を測る。遺物が出土 していないことから時期は不明である。

<堀跡 > 北側調査区より 1条検出されている。に開口部幅約 1.2m、 深さ 5～ 60cm、 断面形は逆台形ない

し半円を呈する。この堀は開田時の削平によって一部途切れているものの北側調査区東部を東西方向約45m、

南北方向約15mに わたってコの字状に巡り、南側は調査区外にまで延びている。その調査区際から南へ約30

m程行った場所から沢の落ち込みが始まることから、この堀は沢まで延びていったか、方形状に区画されて

いた可能性が考えられるが、推測の域を出ない。この堀からは摩滅 した土師器・須恵器の他に13世紀代の常

滑産 (愛知県)の陶器片が出土し、近世以降の陶磁器等が出土 していないことから中世まで遡る可能性が高い

と思われる。 しかし、堀に区画された内部地区からは堀跡と確実に同時期と思われる遺構は検出されなかっ

たためこの堀の性格については不明である。

<溝跡 > 調査区各地より50条が検出されている。開口部幅20cm～ lm、 深さ 5～ 40cmを測る。時期不明の

溝が多数を占めるが、竪穴住居とほぼ同時期と想定される溝が北側調査区より数条検出されている。

<出土遺物 > 今回の調査で出土 した遺物は石器類、土師器・須恵器、不明鉄製品、陶磁器、木製品で大コ

ンテナ 6箱程出土している。大半が平安時代の上師器・須恵器などの上器類で大コンテナ 5箱程出土 してい

る。また、 13世紀代と想定される常滑産の陶器片が堀から9号袋 1袋分、永楽銭を主体とした古銭が墓壊か

ら出土 している。陶磁器類が小コンテナ 1箱分出土 しているが、全て表土中から出土 し大半が近世以降のの

もだが、 1点だけ12世紀代の白磁片が出上 している。他に少量ながら石鏃10数点、鉄製品 (不明鉄製品を含

む)10点、木製品 (下駄・櫛 。椀)が 5点出上 しているが、大部分が表土中から出上 した遺物である。

3.ま とめ

今回の調査では、鉄五輪塔地輪に直接関わるような遺構は検出されなかったが、それと同時期の可能性の

高い堀が検出された。水田造成時の削平で堀内部の遺構の大半は消失 しており、僅かに検出された遺構も堀

跡と確実に同時期のものといえるものは今のところ確認されていないが、墓壊が堀内部からのみ検出され、

その時期が中世末まで遡る可能性があるので、今後の整理の中で堀内部地域の性格を慎重に検討 していきた

い。また、平安期の竪穴住居を始めとする古代の遺構は近隣の類例が増加 した段階で、比較検討を行われる

ことによって、古代以降の遺跡の調査例が少ない当該地域の様相が明らかになるものと思われる。
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調査区全景

竪穴住居跡 掘立柱建物跡

竪穴住居跡内遺物出土状況 堀跡 (西 コーナー付近 )

五輪堂遺跡検出遺構・遺物出土状況
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(43) 跡第 4次

所  在  地 盛岡市飯岡新田第 2地割才川

委  託  者 盛岡市都市整備部盛岡南整備課

事  業  名 盛岡南新都市計画整備事業

発掘調査期 間 平成 14年 6月 3日 ～ 8月 6日

調査対象面積 1,440だ

発掘調 査面積 1,440だ

遺跡番号・ 略号 L E26-0139・ IYM-02-4

調 査 担 当 者 半澤武彦 。久慈泰彦

協 力 機 関 盛岡市教育委員会

1.調査に至る経過

盛岡南新都市開発計画は、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街地として開発 し、両者が有機

的に結びついた軸状都心を形成するために策定された土地区画整理事業である。平成 3年度から平成17年度

までの15年間を事業予定期間とし、面積313haを対象とした整理事業が継続中である。

事業対象地域に係わる埋蔵文化財の取り扱いについては、盛岡市教育委員会が試掘調査を行い本調査の必

要範囲を確定 し、本調査はlyl岩手県文化振興事業団の受託事業として実施 している。

矢盛遺跡については、岩手県教育委員会が盛岡市と協議の結果、平成14年度の事業とすることが確定 し、

岩手県教育委員会と盛岡市およびlMl岩手県文化振興事業団の両者に通知された。これを受けた両者は平成14

年 4月 1日 lMl岩手県文化振興事業団理事長と盛岡市長との間で委託契約を締結 し、発掘調査を実施すること

となった。実際の発掘期間は平成14年 6月 3日 に着手され同年 8月 6日 に終了した。

調査の結果、遺構 。遺物ともわずかであったことから同年冬期間に整理を行い、当埋蔵文化財センター平

成14年度調査略報に本報告として掲載 した。 (盛岡市都市整備部盛岡南整備課 )

ｎ返
勒
盛
や
矢

遺跡位置
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2.遺跡の立地

遺跡は、 」R東北本線盛岡駅の南約 3 kmに位置し、雫石川南岸の河岸段丘面上に立地 している。標高は122

m前後で、調査前の土地利用状況は旧水田・住宅地を埋め立てたゲートボール場および公共用地となってい

た。調査区は 1～ 1.5m程度の盛土が施されているが、これは20年 ほど前に存在 した旧都南村 (現盛岡市 )

村営住宅の基礎および廃材等の埋め立てによるものであり、雑物が大量に含まれ調査には困難を極めた。調

査区の北東側は、前年度まで継続 して調査が行われた飯岡才川 。細谷地両遺跡と隣接 している。

3.遺跡の基本層序

調査区の基本層序は以下の通りであるが、近年まで存在 した村営住宅の基礎および残土・廃材等が厚く堆

積 しており、遺構検出面の下まで深く攪乱を受けた箇所が随所に見られる。

I層   10Y R5/2 灰黄褐色粗砂 粘性弱 堅 くしまる

(礫・ コンクリート片・ ゴミ等を多 く含む客土である)

Ⅱ-1層 10Y R4/2 灰黄褐色土 粘性強 しまり密       0

(旧水田の耕作土で、全体に細かい礫と酸化鉄を少量含む)

Ⅲ-2層  10Y R4/2 灰黄褐色土 粘性強 しまり密

(酸化鉄の集積 )

Ⅲ-1層 10Y R2/1 黒色土 粘性強 しまり密

(旧水田の床土 )

Ⅲ-2層  10Y R3/3 暗褐色土 粘性強 しまり密

(Ⅲ -1層の漸移層)

Ⅳ層   10Y R4/6 褐色土 粘性ややあり しまり密

(遺構検出面)

V層   10Y R4/4 褐色粗砂 粘性弱 堅 くしまる

(径 1～ 10cmの 自然礫を密に含む)

4.調査の概要と検出遺構

本次調査区は、第 3次調査区 (地域公団分 :1,560だ )を中心にはさみ南北両側に分かれて位置している

が、調査は両次並行して実施 した。検出された遺構は、縄文時代の陥し穴状遺構が14基、時期が不明な土坑

が 4基、近世のものと思われる井戸跡が 1基、時期不明の井戸跡が 1基 となっている。

<陥 し穴状遺構 > 調査区の中央を北東～南西方向へ貫 く旧河道 (古代以前のものと推定)の西側において、

軸方向がほぼ北西～西を示す縄文時代の陥し穴状遺構が14基検出された。いずれも平面形は溝状で横断面形

は緩やかなV字またはU字状を呈 し、開口部の幅は長軸3.2～ 44m、 短軸03～ 0.8m、 深さ0,7～ 1.2mで 断続

的に一定の間隔をおいて分布する様子がうかがわれる。遺構の内部は、開口部から底部に向かって長軸方向

に底が広がるフラスコの形態を呈 しており、短軸方向は極端に狭いものが多く掘り下げ作業は大量の湧水も

相まって困難を極めた。いずれの遺構からも遺物の出土はなく逆茂木の痕跡等も認められなかった。

<井戸跡 > 調査区の南東側と西側から2基の井戸跡が検出された。南東側のR1002井戸跡は検出面にお

いて緩やかな環状に自然礫が埋め込まれた状態で見つかったが、埋土の断面観察から開口部付近のみ辛うじ

て原形を留め、中央の第 2層 と外周の第 3層にかけては廃棄による埋め戻 しと崩落の影響が重なりやや雑然

とした堆積状況を示 している。開田部の径は2.2× 2m、 底径 1.4m、 深さ1.3mで 、底部は加工された長さ70

～80cm前後の小径の丸太材と、長さ40～ 80cm、 幅 4～ 30cm、 厚さ 2～ 5 cmの 板材によって井戸枠が方形に組

第 1図 基本層序 (南側 )

卜   L=124000m  引
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まれていた。使用されていた木材の樹種については丸太材にスギ、板材にスギとクリが使用されており、ど

ちらにも工具 (手斧)に よる加工痕が明瞭に残っているが、板材の上部は腐食し残存状況はよくない。

井戸枠材以外の出土遺物として、先端が丸 く加工された長さ38clll、 幅3.lclll、 厚さ1.lcmの粗い柾目が残る

細い板材が井戸枠内から見つかっているものの、井戸枠材とは形態が異なるため別の用途によるものである

可能性が高い。他に明確な時期を示すような遺物は出土 していないものの、近世の遺構と推定 している。

一方の西側から検出されたR1003井戸跡は検出面での形態が南北方向に長い楕円形を呈 し、開口部径は

3.3× 2.4m、 底径は1.6× 1.2m、 深さは1.3m、 井筒や石組みの痕跡等は見られない素掘りのみによるもので、

底部はグライ化 した粘土と細砂が厚 く堆積 しており、出土遺物もないため詳細な時期は不明である。

<土坑 > 調査区の南側に 1基、および西側のR1003井戸跡と接するように 3基の土坑がそれぞれ検出さ

れた。南側の 1基は、 R1002井戸跡以外検出されていない遺構空白区域に独立 して位置 している。平面形

は溝状を呈するが、埋土は黒色上の単層で一部が攪乱を受けているため詳細は不明であるが、風倒木痕であ

る可能性が考えられる。西側のR1003井 戸跡に近接 して分布する 3基の土坑群は、埋上の堆積状況から

R D 029と R D 032の 間にのみ新旧関係は存在するものの、全体的には井戸跡との大きな時期差は見られず、

周辺に同様な形態の遺構も検出されていないことなどから、井戸跡に付随した施設の一部と推定 している。

<出上遺物 > R1002井 戸跡底部から、工具による加工痕が一部に残る井戸枠材 8点 (板材 5点 。丸太材

3点)と 、端部が丸 く加工された細い板状の木製品 1点が出土 したのみである。井戸枠の板材に残る工具痕

は、表面を平滑にする際についた手斧によるものと推定され、井戸枠材配 8で は斜方向に残る明瞭な痕跡を

確認することができる。

第 2図 矢盛遺跡 4次グリッド及び遺構配置図０‐Ｏｍ・
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5。 まとめと考察

本次調査は中央に第 3次調査区をはさんではいるが、連続した同一検出面にあることから並行 して実施 し

たものである。検出された遺構の大部分を占める陥し穴状遺構は、調査区中央を北東～南西方向に貫 く、旧

河道の延長上にある細谷地第 5次調査区の北西側においても、同様な分布状況が見られる。これらの遺構が

分布する区域は旧河道に沿う微高地上にあり、けものみちとなっていたところに一定の間隔をおきながら断

続的に構築されたようで、未調査の南西側にも更に続 くものと推定される。 R1002井戸跡は第 3次調査区

内から検出されている近世の掘立柱建物跡との関連も考えられるが、両遺構の距離がやや離れていることか

ら、未調査の南側に直接関連する建物跡が展開する可能性が高い。今後は、編集中である細谷地遺跡の成果

や隣接地域における調査の進展により、現在に至るまでの土地利用の詳細が明らかになってくるものと思わ

れる。なお、矢盛遺跡第 4次調査に関わる報告は、これをもって全てとする。

報 告 書 抄 録

出上遺物観察表 <木製品>
No 遺 構 名 出上位置 長さ(cll) 幅 (cl l) 厚さ(cm) 種  類 樹 種 備 考

l 底 部 丸太材 スギ 端部を方形加工 ?

2 底部 ス ギ 両端部を方形加工。

3 R 底部 スギ 片側端部に、はめ込みの穴。

4 R 底部 板枠材 ク リ 片側面に工具痕。方形の板材 ?

5 R 底部 ク リ

6 R 底部 17 タ リ 両面に正具痕。方形の板材 ?

7 R 底部 288 ス ギ 両面に工具痕。

8 R 底 部 スギ 下部に斜方向の手斧痕。

9 R 底部 11 板状木製品 ス ギ 木枠とは別物。端部を丸 く加工。
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矢盛遺跡

い 4痴円0
散布地 縄文・

近世

縄文 :陥 し穴状遺

構 (14基 )

近世 :井戸跡 (1基 )

時期不明 :土坑・

井戸跡
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品

本次調査区の中央に第 3

次調査区 (地域公団委託
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Ｂ
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RD005陥し穴状遺構
1 10YR2/1 黒色土 粘性ややあり しまり密
2 10YR3/4 暗褐色土 粘性あり しまりやや密
(黒色上のプロックを30%含む。壁の崩落土)
3 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりやや密
(地山プロックを20%含む)
4.10YR5/4 にホい黄褐色土 粘性あり しまりやや密
(根の撹乱が多い)
5 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりやや密

L=122700m

RD007陥し穴状遺構
1 10YR2/1 黒色土 粘性ややあり しまり密
2.10YR2/1 黒色土 粘性ややあり しまり密
(地山プロックを30%含む。壁の崩落土)
3.10YR4/6 褐色土 粘性あり しまりやや密
4.10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや弱
軸 山ブロックを 10%含む)

5。 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや弱
(地山プロックを30%含む。壁の崩落土)
6.10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(地山プロックをわずかに含む)

RD006陥し穴状遺構
1.10YR2/1 黒色土 粘性あり しまり密
2.10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(壁の崩落土 ?)
3 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまり密
(地山プロックを 40～ 50%含む)
4 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや弱
(地山ブロックをわずかに含む)

B
トーL=122700m

RD008陥し穴状遺構
1 10YR2/1 黒色土 粘性ややあり しまり密
2.10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまり密
(地山ブロックを30%含む。壁の崩落土 ?)
3 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(地山ブロックを 10%含む)
4 10YR4/6 褐色土 粘性ややあり しまり密
(壁の崩落土)

ベ
撹

乱
崖

謂 N歩

Ａ
卜

A'B'
引 引

真
RD009陥 し穴状遺構
1 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまり密
2 10YR3/4 暗褐色土 粘性ややあり かたくしまる
(暗褐色上のプロックを少量含む)
3 10YR3/3 暗褐色土 粘性ややあり かたくしまる
(暗褐色上のブロックをわずかに含む)
4.10YR4/6 褐色細砂 粘性ややあり しまり密

駐

仕

仕

税

０

10YR5/4 にぶい黄褐色細砂 粘性ややあり しまり密
(酸化鉄を薄く含む)
10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまり密
(全体に酸化鉄を30%含む)
10YR5/6 黄褐色土 粘性ややあり しまりやや密
(酸化鉄を全体に多く含む)
10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりやや密
(酸化鉄をわずかに含む)

2m

第 3図 矢盛遺跡 4次検出遺構 (陥 し穴状遺構)

耗    翠

RD010陥し穴状遺構
1 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまり密
2 10YR4/6 褐色土 粘性あり しまり密
(壁の崩落土)
3 10YR4/4 褐色土 粘性あり しまりやや密
(黒褐色上のプロックを全体に薄く含む)
4 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりやや密
(地山ブロックをわずかに含む)
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名 ′́
く雙 基 望 多 ｀μ 島

N
B
トーL=122600m

イ

A'
‐

RD023陥 し穴状遺構
1 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(地山プロックを40%含む)
2 10YR2/8 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや密
(地山ブロックを 20%含む)
3.10YR4/4 褐色土 粘性ややあり しまり密
(黒褐色上のブロックを 20%含 む)
10YR4/4 褐色土 粘性ややあり しまり密
10YR3/2 黒褐色土 粘性あり しまりやや密
(地山粒を10%含む)
6 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまり弱

Ａ
ト

RD022陥 し穴状遺構
1 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりやや密
(薄い地山ブロックを少量含む)

2 10YR3/3 暗褐色土 粘性ややあり しまりやや密
(地山ブロックを20%含む)
3 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりやや密
(地山ブロックを30%含む)
4 10YR5/6 黄褐色土 粘性あり しまり密
(黒褐色上のプロックをわずかに含む)

5 10YR4/6 褐色細砂 粘性ややあり しまり密
6.10YR1 7/1 黒色土 粘性強 しまり弱
(地山ブロックを 10%含 む)
7 10YR4/4 褐色細砂 粘性弱 しまりやや密

へ式武　ゴ引
Ａ
引

Ａ
ト

イ

RD024陥し穴状遺構
1 10YR17/1 黒色土 粘性あり しまり密
(全体に薄く褐色上を含む)
2 10YR2/1 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(暗褐色土と地山ブロックを20%含む)
3 10YR4/6 褐色細砂 粘性ややあり しまり密
(黒褐色上の細かい粒をわず力‖こ含む)

4,10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまり密
(地山プロックを 10%含む)
5 10YR5/6 黄褐色土 粘性あり しまり密
(壁の崩落土)
6 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや弱

RD026陥 し穴状遺橋
1 10YR2/1 黒色土 粘性ややあり しまり密
(全体に薄く褐色土を含む)
2 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや密
(地山プロックを30%含む)
3 10YR5/4 にぶい黄褐色土 粘性ややあり しまり密
(黒褐色土のブロックをわずかに含む)
4 10YR4/4 褐色細砂 粘性やや弱 しまり密
(全体に薄く黒褐色土を含む)

RD025陥 し穴状遺構
1 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(地山ブロックを20%含む)
2 10YR4/4 褐色土 粘性ややあり しまり密
(地山ブロックを 40～ 50%含む)
3.10YR4/4 褐色細砂 粘性ややあり しまり密
4.10YR3/2 黒褐色土 粘性あり しまりやや密
(地山プロックを10%含む)
5 10YR3/3 暗褐色土 粘性あり しまりやや密
6 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(地山ブロックをわずかに含む)

B
トーL=122800mBtt t

10YR2/3 暗褐色土 粘性あり しまり密
(地山ブロックを30%含む)
10YR4/6 褐色土 粘性ややあり しまりやや密
(黒褐色上のブロックをわずかに含む)
10YR2/2 黒褐色粘上 粘性強 しまりやや密
10YR4/6 褐色細砂 粘性やや弱 しまり密
(全体に酸化鉄を少量含む)

第 4図 矢盛遺跡 4次検出遺構 (陥 し穴状遺構)

o              2m

島t   峯

卜 ②PP2
B
卜 L=122700m

―-152-―



名

A    A'
卜 J

B
トーL=122500m

ド
島 tE
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RD027陥し穴状遺構
1 10YR2/1 黒色土 粘性ややあり しまりやや密
(地山プロックを 10%含む)
2 10YR2/1 黒色土 粘性ややあり しまり密
(地山ブロックを30%含む)
3 10YR17/1 黒色土 粘性ややあり しまりやや弱
(地山ブロックを少量含む)
4 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性あり しまりやや弱
(黒褐色土のブロックを少量含む)
5 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや密
(地山ブロックを40～ 50%含む)
6 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色細砂 粘性ややあり しまり密
(全体に細かい黒褐色土をわずかに含む)

7 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや弱
(地山ブロックを30%含む)
8 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや弱
(地山ブロックを 10%含む)
9 10YR2/2 黒褐色粘土 粘土強 しまり弱

Ｂ
ト L=122500m

RD032陥し穴状遺構
1 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや密
(地山プロックを40%含む)
2 10YR3/2 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(地山ブロックを40～ 50%含 む)
3 10YR3/2 黒褐色土 粘性あり しまり密
(地山ブロックを30%含む)
4 10YR4/6 褐色土 粘性あり しまりやや密
5 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりやや弱
(地山ブロックを少量含む)
6 10YR4/6 褐色細砂 粘性ややあり しまり密
(黒褐色上のブロックを 10%含 む)
7 10YR17/1 黒色粘土 粘性強 しまり弱

為

RD028陥 し穴状遺構
1 10YR2/1 黒色土 粘性ややあり しまり密
(地山ブロックをわず力Чこ含む)

2 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりやや密
(地山ブロックを20%含む)
3 10YR3/4 暗褐色土 粘性あり しまり密
(地山ブロックを 20%含 む)
4 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性あり しまり密
(全体に薄く黒褐色土含む)

5 10YR4/4 褐色土 粘性ややあり しまりやや密
6 10YR3/4 暗褐色土 粘性あり しまりやや密
(地山プロックをわず力Hこ含む)
7 10YR5/4 1こ ぶい黄褐色土 粘性あり しまりやや弱
8 10YR2/3 黒褐色土 粘性あり しまりやや弱
(地山プロックを20%含む)
9 10YR4/4 褐色細砂 粘性やや弱 しまり弱

RD003土坑
1 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまり密

名

Ａ
引
Ａ
ト

第 5図 矢盛遺跡 4次検出遺構 (陥 し穴状遺構・土坑)

トーL=122700m

-153-



R1003井戸跡
1 10YR17/1 黒色土 粘性ややあり しまりやや密
(地山粒をわずかに含む)
2 10YR2/2 黒褐色粘土 粘性強 かたくしまる
(酸化鉄のプロックを疎らに含む)
3.10YR2/3 黒褐色土 粘性あり かたくしまる
(地山ブロックを 20～ 30%含む)
4 10YR17/1 黒色粘土 粘性強 しまりやや密
5 75Y3/2 オリーブ黒色細砂 粘性ややあり しまり密
(全体がグライ化し、酸化鉄を全体に少量含む)
6 10YR5/2 灰黄褐色細砂 粘性ややあり しまりやや密
(酸化鉄のブロックを 10%含む)
7 10YR6/8 明黄褐色細砂 粘性ややあり しまり密
(酸化鉄の集積 )
8 10YR5/4 にぶい黄褐色細砂 粘性ややあり しまり密
(全体に酸化鉄のブロックを40%含む)

札c81
検出時

電フ は井戸内の礫

R1002井戸跡
1 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまり密
(径 20 cl前 後の自然礫を密に含む)
2 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまり密
(粗砂、酸化鉄および径 5～ 20 clの 自然礫を密に含む)
3 10YR17/1 黒色土 粘性あリ カうたくしまる
(地山ブロックを 10%と径 20 cll前後の自然礫を密に含み、井筒の周囲を巡る)

RD030(キ日) RD029(新) A'
引

RD029(3～ 4層 )。 RD030(1～ 2層)土坑
① 10YR2/1 黒色土 粘性ややあり しまりやや密
(地山プロックを10%含む)
② 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや密
(地山ブロックを40%含む)
③ 10YR17/1 黒色土 粘性ややあり しまりやや密
④ 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまり密
(地山ブロックを20%含む)

RD031土坑
□ 10YR1 7/1 黒色土 粘性ややあり しまりやや密
(地山プロックをわずかに含む。径2～ 3 calの 自然礫を多く含む)

A       RD031
卜 L=122600m

R1003(井戸跡)

X 完掘時 X
指 ょ

名為

A
トーL=122700m

Э               2m

第 6図 矢盛遺跡 4次検出遺構 (土坑・井戸跡)
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R1002井戸跡 木枠配置図

o                                        30cll

写真図版 1 矢盛遺跡 4次出土木製品(R1002井戸跡内)
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RD005平面

RD006平面 断 面

RD007平面 断 面

RD008平面

写真図版 2 突盛遺跡 4 次検出遺構 (陥 し穴状遺構)
157-
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RD009平面

■■i挙

―
簸
―
■
工
|IⅢ .lt

RD010平面

RD022平面

RD023平面                     断 面

写真図版 3 矢盛遺跡 4次検出遺構 (陥 し穴状遺構)
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RD024平面
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RD025平面

断 面RD027平面

写真図版 4 矢盛遺跡 4 次検出遺構 (陥 し穴状遺構)
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RD028平面

〕ャ
一．・・ヽ
一ヽ
一

一一．二
ｉ一一
一
一一

RD032平面

RD003平面

RD029(右 )・ 030(左 )平面)(右 )・ 030(左 )平面                 断 面

写真図版 5 矢盛遺跡 4次検出遺構 (陥 し穴状遺構・土坑)
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RD031平面

R1002検出状況

完掘状況



調査前のようす 陥し穴状遺構の掘り下げ作業

台風 6号による水害 復旧作業

完掘全景

写真図版 7 矢盛遺跡 4次調査風景
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(44) 跡第 5次調査

所  在  地 盛岡市本宮字稲荷12-1ほか

委  託  者 盛岡市都市整備部盛岡南整備課

事  業  名 盛岡南新都市計画整備事業

発掘調査 期間 平成14年 8月 1日 ～10月 30日

調査対象面積  3,958∬

発掘調査面積 12,181∬

遺跡番号・略号 L E16-2131・ OIN-02-5

調 査 担 当 者 半澤武彦・久慈泰彦

協 力 機 関 盛岡市教育委員会

1.調査に至る経過

盛岡南新都市開発計画は、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街地として開発 し、両者が有機

的に結びついた軸状都心を形成するために策定された土地区画整理事業である。平成 3年度から平成 17年度

までの15年間を事業予定期間とし、面積313haを対象とした整理事業が継続中である。

事業対象地域に係わる埋蔵文化財の取り扱いについては、盛岡市教育委員会が試掘調査を行い本調査の必

要範囲を確定 し、本調査はlMl岩手県文化振興事業団の受託事業として実施 している。

４還
］耐

遺跡位置
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稲荷遺跡については、岩手県教育委員会が盛岡市と協議の結果、平成14年度の事業とすることが確定 し、

岩手県教育委員会と盛岡市およびlMl岩手県文化振興事業団の両者に通知された。これを受けた両者は平成14

年 4月 1日 側岩手県文化振興事業団理事長と盛岡市長との間で委託契約を締結 し、発掘調査を実施すること

となった。実際の発掘期間は平成14年 8月 1日 に着手され同年10月 30日 に終了した。

調査の結果、遺構・遺物ともわずかであったことから同年冬期間に整理を行い、当埋蔵文化財センター平

成14年度調査略報に本報告として掲載 した。 (盛岡市都市整備部盛岡南整備課)

2.遺跡の立地

遺跡は、 JR東北本線盛岡駅の南西約 2 kmに位置し、雫石川南岸河岸段丘面の微高地上に立地している。

標高は125m前後で、調査前の土地利用状況は畑作地・果樹園・休耕地となっていた。概ね全体は平坦な地

形であるが、本調査と合わせて試掘調査を実施した南側区域は段丘面の縁となっており、 1～ 2m前後の高

低差がある。北～北東側では今年度調査を行った熊堂 B遺跡、および南東側は野古A遺跡 (と もに奈良～平

安時代の集落跡)と 隣接 している。

3.遺跡の基本層序

調査区の基本層序は以下の通りであるが、宅地跡に残された

基礎工事の痕跡や トラクターによる耕作痕、および栽培されて

いた果樹の根などによる攪乱等が随所で見られた。

I層   10Y R2/1 黒色土 粘性ややあり しまり密

(耕作土上層。根の慢乱を多く含む)

Ⅱ-1層 10Y Rl.7/1 黒色土 粘性ややあり しまりやや密

(耕作土下層。根の攪乱を一部に含む)

Ⅱ-2層 10Y R2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまり密

(Ⅱ -1層の漸移層)

Ⅲ-1層 10Y R4/6 褐色土 粘性あり しまり密

(遺構検出面 )

Ⅲ-2層 10Y R4/6 褐色土 粘性あり しまり密

(細砂をわずかに含む。Ⅲ-1層の漸移層)

L=126100m

第 1図 基本層序(南端中央)

Ⅳ層   10Y R4/4 褐色粗砂 粘性弱 しまり密  (径 1～ 20cm程度の自然礫を密に含む)

V層   自然礫層  (遺跡周辺一帯に広がる自然礫の層)

4.調査の概要と検出遺構

今回の調査で検出された遺構は、古代を中心とした時期の墓壊と思われる土坑が 3基、近世の土坑が 1基、

時期の不明な土坑が11基、溝跡が 1条、近世のものと推定される掘立柱建物跡が 1棟、柱穴列が 1列 となっ

ている。

<古代の墓境と思われる土坑> 本調査区の東側から墓墳と推定される 3基の上坑が検出された。各土坑の

軸方向は北～北西を示し、それぞれが 4m前後の間隔をもちながらほぼ三角形に配置されている。 3基のう

ち最も北西に位置するR D 010土坑からは、検出面～埋土上層にかけて十和田a降下火山灰がほぼレンズ状

に堆積する状況が確認された。いずれの遺構において出土遺物や木棺等の痕跡はないものの、隅丸長方形に

掘り込まれた形状や掘り方埋上の存在と、近隣の遺跡 (飯岡沢田遺跡第 3次調査)か ら検出された墓墳と形

態が類似していることなどから、古代の墓壊と推定している。
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く　　　　一部

本調査区

T33T32

剰 攀的
T36
T37

T38 ∈期 は次年度以降の調査 (約500∬ )

T は試掘個所と番号

全調査範囲
0           50m

―

Ｒ ＤＯ．

か

砂

Ｏ

Ｒ ＤＯ・３

堪lX=嗚 5350000
Y=25,550000
(日本測地系)

本調査区拡大図

第 2図 稲荷遺跡 5次グリッド及び遺構配置図 (全調査範囲及び本調査区拡大図)
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<掘立柱建物跡> 本調査区の西端から4間 × 2間 (暫定値)の掘立柱建物跡が検出された。柱間寸法等か

ら近世の建物跡と推察されるが、大部分は調査区外である市道の下に延びており詳細は不明である。

<柱穴列> 本調査区の北端から全長13.3mに わたる 4基の柱穴列が検出された。各柱穴の深さは 8～ 15clll

程度 しかなく、上部は後年の削平を大きく受けたものと推定されるが、本来は 4基以上が連なって存在 して

いた可能性が高い。この柱穴列の lm北側には、近世～近代の遺物を多く含む埋め立てられた段丘崖の縁が

合わせて検出されていることから、段丘面と段丘崖を隔てる役割をもった区画の柵列であった可能性が考え

られる。出土遺物はなく詳細は不明であるが近世以降のものと推定 している。

<溝跡 > 本調査区の北西端付近から長さ13.7m、 幅50～ 90cm、 深さ15cmの溝跡が検出された。埋土は浅 く

遺構の両端部分も緩やかに消滅していることから、上部は後年の削平を受けているものと推定される。出土

遺物はなく遺構の時期は不明である。

<その他> 遺物が出上 した遺構としては、寛永通宝の破片が出土 した近世のR D 012土坑や、検出面付近
から出土 したために遺構に伴うものとは判断しにくい、縄文晩期～弥生初頭のものと推定される土器 (鉢の

口縁部分)が出土 したR D 009土坑なども検出されているが、その他の土坑は不整形で時期を示すような遺

物も些少なことから、詳細な遺構の時期や性格などは不明である。

<試掘調査について> 本調査区周辺の約8,200ド について試掘調査が追加要請され、全域に 3m幅で 5m

間隔の トレンチを38本設定 し調査を行ったが、遺構配置図の網掛け部分を除き遺構は確認されなかった。

5。 まとめと考察

本遺跡からは古代～近世の遺構が中心に検出されているものの、遺構の密度は総体的に薄 く疎らに分布 し

ている状況が見られ、全く見られない空白域も存在する。

遺構の分布状況を時代毎に見てみると、墓墳を主体とする古代の遺構は調査区の中央～東寄りに分布 し、

近世の遺構は寛永通宝が出上 しているR D 012土坑や、北端段丘崖の縁に沿うR C 001柱穴列、および西端の

市道際から検出されたR B 001掘立柱建物跡などで、他の遺構群とはやや離れた位置に分布 している。

ほぼ中央部にあるR D 009土坑からは、縄文晩期～弥生初頭のものと推定される鉢の日縁部が出上 してい

るが、検出面付近からの出土状況であったことから遺物と遺構の時期が一致する可能性は低い。古代の墓墳

と推定される土坑は、 1基の検出面付近に十和田a降下火山灰がレンズ状に堆積 していたことから、10世紀

初頭以前に作られたものと考えられる。周辺に同時期の生活域の存在も想定されるが、現在明らかなものは、

約15m東側の試掘区域から検出された平安時代の竪穴住居跡 1棟 (T21区から検出 :次年度以降に調査予定)

のみで、人々が定住 していた様子をうかがわせるようなその他の遺構はほとんど見つかっていない。

本遺跡が分布する段丘面は周辺よリー段高い高燥地にあり、北～北東側には 1～ 2mの段丘崖をはさんだ

低地に古代の竪穴住居跡が密に分布する熊堂 B遺跡と隣接 している。一見すると、氾濫による被害を受けに

くい、高燥地である本遺跡の方に居住域が立地 してもよさそうであるが、今回の調査結果を見る限りにおい

て、居住域の跡がほとんど検出されない理由についての仮説を以下の通りに挙げてみた。

①崇敬対象の墓域は居住域に優先 して、より水害を受けにくい土地を選んだうえで構築したのではないか。

②全体的に遺構密度が薄いことから鑑みて、この地が高燥地であることからも、居住域に優先する食糧確

保のための耕作地として特化 し利用されていたのではないか。

今回の調査範囲は限られたものであり、仮説は筆者の推定に過ぎないものであるが、次第に周辺の調査が

進むにつれて、時代毎の全体像や生活域の分布状況などがより明らかになってくるものと思われる。

なお、稲荷遺跡第 5次調査に関わる報告は、これをもって全てとする。
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1.遺構観察表 <墓境および上坑 >
遺構名 位置 平面形 開日径 (m) 底部径 (cn) 深さ(cn) 長軸方向 備考 (出土遺物等)

R D 001 3A2h 楕円形 204× 110 137× 59

R D 002 3A2g 楕円形 128× 98 80× 63

R D003 2A22m 隅丸長方形 且7× 79 97× 51

R D004 2A4q 円形 76× 70 52X50 17

R D005 2B22a 不整楕円形 332X172 と26× 56 埋土内から石匙未成品出土。

R D006 2B22c 不整楕円形 338× 91 191× 28

R D007 2B21f 不整楕円形 154× 92 77× 68

R D008 2B22i 隅丸長方形 222× 81 175× 45 N28° W 壁面は内側にやや湾曲して掘り込まれ
る。

R D 009 2A18w 円形 56× 58 41× 37
検出面から縄文晩期～弥生初頭の土器

片 (鉢)が出土。

R D 010 2B18i 長方形 198× 80 185× 57 N26° W 十和田aを検出面に含む。

R D 011 2B20n 隅丸長方形 166X39 NO°
他の 2基 と比較 して規模は小さく、や
や不整形である。

R D 012 2B19g 円形 92× 95 82× 86 古寛永・鉄釘 ?各 1点山土。

R D 013 不整桁円形 269× 96 161× 54

R D 014 2B10n 不整楕円形 308X197 200X162

R D 015 2A14y 円形 86× 87 68× 76

2.出土遺物観察表

<土器 >

血 出土遺構名 層位 器種 口径 (cl l) 底径 (cll) 器高 (cl) 備  考

1 R D009 埋土上位 深鉢 298 回縁部付近が等間隔 (約 2 cll)で 穿孔される。縄
文晩期～弥生初頭 ?

<石器 >

No 出土遺構名 層位 分類 長さ(cl l) 幅 (cl) 厚さ(cn) 重さ(g) 石材 産地 備考

2 R D005 埋土下位 石匙 ? 頁岩 北上山地 ? 未成品

<陶磁器 >

hlo 出土遺構名 層 位 種類 器種 年代 残存状況

3 北端段丘崖 埋土内 肥前 皿 18世紀 底部

4 北端段丘崖 埋土内 肥前 鉢 19世紀 回縁部

5 北西端区域 (試掘) 表土 波佐見 ? 鉢 ? 17～18世紀 底部

6 北西端区域 (試掘) 表土 肥 前 香炉または火入れ ? 18世紀 口縁部

7 北東端区域 (試掘) 表土攪乱部 一副 皿 18世紀 底部

8 南側中央区域 (試掘) 表土 肥前 碗 ? 18世紀 底部

<鉄製品>

No 出土遺構名 層位 種類 長さ(cl l) 幅 (cl l) 厚さ(cll) 重さ(g) 備  考

9 R D012 理土中位 古寛永 (21) (13) 一部のみ出土。

R D012 埋土中位 釘 ? 細い棒状の鉄製品。
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RB001掘 立柱建物跡
1 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや密
(地山ブロックを 5～ 10%含む)
2 10YR3/4 嗜褐色土 粘性ややあり しまり密
(褐色細砂を 20～ 30%含む)

調 査 区 外 (断丘崖の縁)
X

蛉 he

為◎    ③        ◎        ◎ド
P4Pl               P2                            P3

抑
ヽ

A'
引

「中中）ヽ・
第 3図 稲荷遺跡 5次検出遺構 (掘立柱建物跡・柱穴列・溝跡)

RC001柱 穴列
1 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや密
(全体に地山ブロックを 10～ 20%含む)
2 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや密
(細かな自然礫と褐色細砂を多く含む)

下

L=125900m
A    A'
卜  引

▼
RG003溝跡
1 10YR2/8 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(地山ブロックを 10～ 30%含む)

札即

o               4m

下

調 査 区 外 (断丘崖の縁)
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売A2hA

為

)ド

A
トーL=125900m

RD001上坑
1 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(全体に粗砂を30%含む)

A
卜 L=125900m

RD002土坑
1 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(全体に粗砂を30%含む)

A             A'
トーL=125800m   ―引

S

RD003土坑
1 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや密
2 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや密
(地山プロックを30%含む。掘り方埋土 ?)

ぜ≪》ド

しまり雷

第 4図 稲荷遺跡 5次検出遺構 (土坑)

RD005土坑
1 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(全体に細かい地山ブロックを40%と、一部に炭化物片をわずかに含む)
2 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまり密
(全体に地山ブロックを 20%含 む)
3 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりやや密
(全体にうすく褐色土を含む)
4.10YR5/6 黄褐色土 粘性強 しまり密
(細砂と黒色土のプロックを 10%含む。掘り方埋土 ?)
5 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(大きな地山ブロックを30%含む。根の撹乱 ?)

也

れ

Ａ
引

A' 42322C

■

A
トーL=125700m

A
トー L=125600mざ

為

《 至 ≡ )ド

ゝ

RD006土坑
1 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
2 10YR3/2 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(全体にうすく暗褐色土と細砂を含む)
3 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまり密
4.10YR2/1 黒色土 粘性あり しまり密
(一部に地山プロックを含む)
5.10YR4/6 褐色土 粘性あり しまり密
(全体に黒褐色土のブロックを80%含む。掘り方埋土 ?)

A

トー L=125700m     一引

RD007土坑
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(地山ブロックを 10%含む)
2 10YR3/4 暗褐色土 粘性ややあり かたくしまる
(全体に細かな地山粒を40～ 50%含む)

0              2m

A L=126200m A'
卜        引

帯
RD004土坑
1 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり
(地山ブロックを 10%含む)
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A           A'
トーL=125600m 一引

B
トーL=125600m

RD008墓壊
1 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(一部に径 05～ 2 cllの 自然礫を少量と、全体にうすく褐色上を含む。埋葬部 ?)
2 10YR4/4 褐色土 粘性あり しまり密
(全体に細かな地山粒を密に含む。掘り方埋土)
3 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりやや密
(根の撹乱 ?)

A L=125600m A'

RD010墓壌
1 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(検出面付近に黒色土のプロックを疎ら1こ含み、一部に十和田aのプロックを含む)
2.10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(全体にうすく暗褐色上を含み、一部に地山プロックを含む)
3.10YR2/3 黒褐色土 粘性あり かたくしまる
(全体に細かい地山プロックを30%含む。掘り方埋上の一部 ?)
4,10YR4/6 褐色土 粘性あり かたくしまる
(黒褐色土のプロックをまだらに含む。掘り方埋土)

L=125600m
A      A'
卜    引

澤

B
トーL=125600m

ぶ◎
崖

中で
1.10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり かたくしまる
(細砂の地山ブロックを 20～ 30%含む)

棉T∬  Ч
為

電 匡 )ド

A          A'

A
トーL=125600m

B
トーL=125600m

RD013土坑    。
1 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(黒色上の大きなプロックを含む)
2.10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまりやや密
(全体に地山粒を 10%含 む)
3.10YR2/3 黒褐色土 粘性あり しまりやや疎
(地山プロックをわずかに含む)
4.10YR2/1 黒褐色土 粘性あり しまりやや密
(一部に地山プロックと、うすく暗褐色土を含む)
5 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまり密
(地山プロックを20%含む)
6 10YR4/4 褐色土 粘性あり しまり密
(黒褐色上のプロックを40%含む。掘り方埋土 ?)
7・ 8 木の根の撹乱 ?

RD012土坑
1 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(全体に地山プロックを30%含む)
2 10YR4/6 褐色土 粘性ややあり しまり密
(黒褐色上のブロックを 10～ 30%含む。掘り方埋土または工具痕 ?)

A'
引

o               2m

第 5図 稲荷遺跡 5次検出遺構 (墓壌・土坑)

軋

mT

A軋
Ｂ
引

Ｂ
引

RD011墓竣
1 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまり密
(地山ブロックを 10%含 む)
2 10YR3/2 黒褐色土 粘性あり しまり密
(地山ブロックを20%含む。掘り方埋土)
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第 6図

報 告 書 抄 録

B'
引

5 10YR4/4 褐色土 粘性あり しまり密
(黒色土のブロックを20%含む)
6 10YR4/4 褐色土 粘性やや弱 しまり密
(黒褐色土のプロックを20%含む)
7 10YR3/1 黒褐色土 粘性あり しまりやや密
(褐色土のブロックを30%含む)
8 10YR4/6 褐色粗砂 粘性弱 しまり密
(径 2～ 15 clの自然礫を密に含む)

A
トーL=125 600m     l             

パ

B
トーL=125600m

RD014土坑
1 10YR3/3 暗褐色上 粘性ややあり しまり密
(一部に小さい自然礫と地山粒を含む)
2 10YR2/3 黒褐色土 粘性あり しまりやや密
(地山ブロックを20%含む)
3 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりやや密
(全体にうすく暗褐色土を含む)
4 10YR2/1 黒褐色土 粘性あり しまりやや密
(大きな地山ブロックを lo%含 む)

RD015土坑
1 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりやや密
(全体に地山ブロックを30%含む)

0              2m

稲荷遺跡 5次検出遺構 (土坑)

ふ り が な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう
圭 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シ リーズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第423集

編 著 者 名 半澤武彦

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在  地 〒0200853 岩手県盛岡市下飯岡11-185 TE L 019(638)9001・ 9002
発行年月 日 西暦2003年 3月 28日

ふ り が な

所収遺跡名

な

地

ヵ

在

りふ

所

コー ド 】ヒ漁詰 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

い蜘一鉤
岩手県盛岡市

本 宮 字 稲 荷

12-1

03201 L E16
-2131

度

分

秒

３

　
４

　
５

141居蓋

07う}

45れ少

20020801

20021030

12,181ポ 盛岡南新都市

計画整備事業

に伴う緊急発

掘調査

所収遺跡名 種 男U 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

稲荷遺跡

い 5卿]0
集落跡 古代 。

近世

古代 :墓墳 (3基 )
近世 :掘立柱建物
跡 (1棟)・ 柱穴列
(1アU)。 土坑 (1
基)時期不明 :土
坑 (11基 )・ 溝跡
(1条 )

土器 1点 (縄文晩
期～弥生初頭 )・

石器 1点 (石匙未
成品)・ 陶磁器 。

寛永通宝・鉄製品

遺構は、時期毎にやや偏っ

て分布するが、全体的に

密度は薄い傾向が見られ

る。

―-171-―



り下嘲
4

o                    l:2                   10cln
※血1のみ1/4、 他は1/2    L=========L========」

第 7図 。写真図版 1 稲荷遺跡 5次出土遺物

緯 緯

爾 鞄

iti:

O
°
10

―-172-―



RB001掘 立柱建物跡全景 (南東から)

P2断面

P3断面

写真図版

P4断面             P6断 面

稲荷遺跡 5次検出遺構 (掘立柱建物跡)
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RC001
←柱穴列全景
(東から)

Pl断面

写真図版 3 稲荷遺跡 5次検出遺構 (柱穴列)
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RD001平面 断 面

RD002平面

RD003平面

差||:

写真図版 4 稲荷遺跡 5次検出遺構 (土坑)
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RD004平面



RD005平面

RD006平面

RD007平面

RD009平面

写真図版 5

断 面

稲荷遺跡 5次検出遺構 (土坑)
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RD012平面

RD013平面

RD014平面

RD015平面

写真図版 6

断 面

稲荷遺跡 5次検出遺構 (土坑)

-177-



RD008墓境検出状況

断面②

RD010墓壌検出状況 断面①

完 掘                      断面②

写真図版 7 稲荷遺跡 5次検出遺構 (墓壊 )
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RD011墓境検出状況

微細な遺物の確認作業

十和田a降下火山灰の検出状況 実測風景

写真図版 8 稲荷遺跡 5次検出遺構 (墓境)・ 作業風景
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東ベル ト断面

RG003溝跡全景 (東から)

,イ |´IIIIlr■

西ベル ト断面

完掘全景 (南から)

本調査区全景 (↑ 北)

写真図版 9 稲荷遺跡 5次検出遺構・全景
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(45)永田Ⅲ遺跡

下閉伊郡新里村刈屋第 1地割

赤根畑23-12ほ か

宮古地方振興局土本部 ´

一般国道340号線道路改築事業

平成 14年 8月 9日 ～10月 17日

3,800rド

3,8001ド

L F29-0161・ NT-02

亀 大二郎・小林弘卓・藤原大輔

新里村教育委員会

なが た

在所

委  託  者

事  業  名

発掘調査期間

調査対象面積

発掘調査面積

遺跡番号。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
遺跡位置 ■50,000 陸中川井

1.調査に至る経過

永田Ⅲ遺跡は、一般国道340号和井内地区道路改築事業の実施に伴い、その事業区域内に位置することか

ら、発掘調査を実施することとなったものである。

本事業実施地区は、一般国道340号線の新里村に位置し、北上高地を縦断する主要な幹線の一つであるに

もかかわらず、現在 1車線 しかなく、大型貨物車両だけでなく一般車両のすれ違いにも支障をきたしている。

また、歩道が設置されている区間もごく一部で、歩行者の安全も計られていない状況にある。このため、こ

れらの交通障害を解消し、交通の安全と円滑な流れを確保するため、現在の 1車線を 2車線とするものであ

り、平成 9年度から事業執行中である。

当該事業の実施に係る埋蔵文化財の取り扱いについては、宮古地方振興局土木部から平成 9年 12月 に岩手

県教育委員会に対 し分布調査の依頼をしたのが最初である。依頼を受けた岩手県教育委員会では、平成10年

4月 21日 に分布調査を実施 したが、この調査では、永田Ⅲ遺跡を含まない 8遺跡の存在について平成10年 6

月15日 付け教文第345号 により回答された。

この後、念のため平成12年 9月 に新里村教育委員会に照会を行ったところ、新規の埋蔵文化財包蔵地 (永

田Ⅲ遺跡、平成12年 10月 13日 調査実施)ん 発ゞ見された旨、平成12年 10月 19日 付け新教第399号 により通知さ

れた。これに伴い、岩手県教育委員会の要請により平成12年 12月 18日 ～19日 に試掘調査を実施 した結果、平

成 13年 1月 4日 付け教文第1174号で発掘調査が必要である旨通知があったことから平成13年度に岩手県教育

委員会と宮古地方振興局で協議を行い、発掘調査をlMl岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業

とすることにした。

2.遺跡の立地

(宮古地方振興局土木部)

永田地区は新里村刈屋の北端に位置 し、和井内と隣接 している。標高が500～600mあ る山並みに東西を挟

まれ、ほば中央を閉伊川支流の刈屋川が流れている。本遺跡は、永田地区西側山裾の田畑が段状に連なった

緩やかな斜面下にある。河岸段丘上に立地 しており比較的平坦なところにあるが、南側は近 くを沢が流れて

いて一段低くなっている。
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3.基本層序

調査区中央の基本層はほぼ次の通りで、中央から離れるほど層の数が減少 していく。 B区北側は表土下に

Ⅵ層の黒褐色土が続いており、A・ D区は表上下がⅦ層 (砂礫層)に なる。本来の地形は、中央部が窪んで

いたと考えられる。

10Y R4/3に ぶい黄褐色土 しまり強 粘性あり 水田耕作土 (表土 )

7.5Y R5/8明 褐色土 しまり強 粘性あり 水田床土 (表土)

10Y R3/3暗 褐色土 しまり強 粘性あり

10Y R4/4褐 色土 しまり強 粘性あり

10Y R4/4褐 色土 しまり強 粘性あり 炭化物を粒状に少量含む

10Y R2/3黒 褐色土 しまり弱 粘性あり

10Y R4/4褐 色土 しまり強 粘性あり

10Y R2/3黒 褐色土 しまり強 粘性あり

5Y4/3暗 オリーブ色砂質土もしくは砂礫層 (段丘の基盤を成す層) しまり・粘性なし

4.調査の概要と検出遺構

大別すると表土下からⅢb層上面にかけて、およびV層からⅧ層上面にかけて 2度検出を行っている。そ

れぞれの検出において確認された遺構は、次の通りである。

(第一検出 :表土下～Ⅲb層上面 )

<土坑 > 土坑 9基を C区のⅢa層上面で検出している。 9基のうち 2基 (2・ 8号土坑)か らは弥生中期

から後期にかけてと思われる土器片 (1・ 2)が出土 している。また、廃棄焼土や焼け跡の残る礫も出てき

ており、蒸 し焼き後の不要物を捨てていた可能性がある。 1・ 4号土坑は土器片が何点か出土 しているが、

形状や埋上の状態から雨裂穴と思われる。

<焼土遺構 > C区 Ⅲa層上面で検出した 1号焼土は比較的良好な焼成状態であった。一方 B区Ⅲb層上面

で検出した焼土はほとんどがブロック状に分かれており、廃棄焼土かあるいは現地性のものが割れやすい土

質の影響で散らばったものと思われる。

<炭窯> 炭窯 5基は表土下から検出しており、比較的新 しい時代 (近世以後)の遺構と思われる。平面の

形状は円形、楕円形、隅丸方形と様々で、大型のものはない。遺物は、 5号炭窯から断面方形の釘 (37)が

出土 している。

(第二検出 :V～ⅥI層上面 )

<住居跡> B区 北西側のⅦ層 (砂礫層)が一段高 くなっている部分で石囲い炉を検出している。壁面が不

明で規模の詳細は分からないが、炉を囲むように柱穴 (Pl・ P2)お よび土坑 (P it l)が あり、住居跡

と認定 した。炉の大きさは80× 60cmで、中央には厚さ 5 mm程度に焼けた砂が残っていた。土器は出土 してお

らず、時期は推定できない。

<土坑 > B区 で 5基、 C区で 1基検出している。いずれも出土遺物はなく、時期は不明である。

<陥 し穴状遺構 > 調査区ほば中央のⅦ層上面で検出している。その形状から人為的に作 られたと考えられ

るが、逆茂木痕 もなく陥し穴として利用していたかは不明である。

<焼土遺構 > 2号 焼土を B区のV層上面で検出している。焼成状態は良好で範囲が広 く、比較的長期間使

用 していたと思われる。

<柱穴状ピット> B区 北端で不規則に並んだ柱穴状ピットを検出している。埋上の状態は新 しく、近 。現

Ia層

Ib層

Ⅱ 層

Ⅲa層

Ⅲb層

Ⅳ 層

V層

Ⅵ 層

Ⅶ 層
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代に作られたものがⅦ層まで達 していた可能性が高い。

5.出土遺物

遺物は土器片が大コンテナ 2箱半、石器・石製品、陶磁器片 。鉄製品が数点である。土器は第一検出の際

は縄文晩期から弥生後期にかけて、第二検出の際には縄文中期末から縄文後 。晩期にかけてと思われるもの

が出上 している。なお、 B区北側のⅦ層直上付近から弥生土器と思われるものが出上 しているのは、土砂崩

れ等による攪乱が原因と考えられる。石鏃 4点のうち 3点 (32～ 34)は C区南側のⅦ層直上でまとまって出

上 している。材質は 1点が珪質頁岩・ 2点がメノウで、大きさ・形状とも良 く似ている。

6。 まとめ

出土 した土器の多 くが周りに礫を伴っているのは土砂とともに流れ込んできた為と思われる。現地性の焼

土や人為的土坑も数基検出しているが、規模 。大きさから見て一時的に使用した遺構の可能性が高 く、定住

地区としては一段上の面が予想される。土器の時期は縄文中期末から弥生後期にかけてと幅広 く、今回調査

した地区の山側に長期に渡って生活空間があったと推察する。

表土下から検出した炭窯や鉄製品、陶磁器類は、近くで江戸時代末に鉄を採取 していたことが文献にあり、

その頃の遺構 。遺物と思われる。

なお、永田Ⅲ遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。

(凡 例)

遺構図版中における焼土・炭化物の分布範囲及びグリッド表現については、次の凡例を参照 して頂きたい。

○焼土 。炭化物   ::曇 :焼土   物物 :炭化物

○グリッド表現   I A4c→ S2moW3m:I A4cグ リッドから南(S)に 2m、 西(W)に 3mの位置
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基lX=-36,620000
Y=77,155000

基2X=-36,690000
Y=77,195000

(日本測地系)
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・１

一

・２

一

‐３

一

‐４
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‐５

一

一／鶉
鶉

窃
〃

6号土

7号土坑

第一検出
(】ヒ西から)

0        10      20m

調査区及び

試掘箇所

riqlpiOinl騨 lllk

(ゴヒ西から)

0        10       20rn

第 1図 永田Ⅲ遺跡遺構配置図
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脱撫lm i軌鰍こ継 ,1,塚七,「|;
2 10YR4/4褐 色 粘質ンルト しまり強

粘あり

粘あり

2号上坑

3号土坑
1.10YR3/4暗 褐 粘質シルト しまり強 粘あり
焼上。炭化物を片状 (極小)1こ含む (1%以下)
10YR3/4暗 褐 粘質ンルト しまり強 粘あり
10YR4/4褐 色 粘質ンルト しまり中 粘あり

1.10YR4/4褐 色 粘質ンルト 非常に固い粘あり
炭化物を片状 (小)に含む (1%以下)
2 10YR3/4暗 褐 粘質シルト しまり強 粘あり
炭化物を片状 (小)に含む (1%以下)
3 10YR4/4褐 色 粘質シルト しまり強 粘あり
4 10YR4/6褐 色 粘質シルト しまり強 粘あり
炭化物を片状 C/1ヽ)に含む (1%以下)
5 10YR3/4暗 褐 粘質ンルト しまり中 粘あり
o 75YR3/4暗褐 粘質ンルト しまり中 粘あり
炭化物を片状 (4ヽ)に含む (1%以下)廃棄焼土
7 10YR3/4暗 褐 粘質シルト しまり中 粘あり
炭化物を片状 (極小～小)1こ含む (1%以下)
8 10YR4/4褐 色 粘質シルト しまり中 粘あり
炭化物を片状 (極小～小)に含む (1%以下)
9 10YR3/4嗜 褐 粘質ンルト しまり強 粘あり
砂質地山を若干含む

A                A'
トーーーーL=161900m¨

IB19b→W6m

×

A'

Ａ
↑

試
掘
溝

王
↑

A

―
L=162000m

5号土坑

A
トーーーーL=162000m

卜 L=161900m引
3

にⅧは医∈‖露
4号土坑
1.10YR3/3暗 褐 粘質シルト4
しまり強 粘あり
2 10YR4/4褐 色 粘質ンルト
しまり中 粘あり

4号土坑
蹴

掘

溝

A'

ⅡB2f→E3m

×
A'

A'

-

IB19b→ W4m

×

A'

5号土坑
1 10YR3/3暗 褐 粘質ンルト
しまり中 粘あり
2 10YR4/4褐 色 粘質ンルト
しまり強 粘あり

ヽ

仰
=m側 Om_A'

入
1ノ
透

キ IB籠→S2m

9号土坑

A                     A'
1-―一―L=161800m     

…

0             1:50            2m

2号土坑
IB2f→Elm

1号土坑

溝

IBld→Slm

牌
=お
・
∞0ヽ
ぶ

'

1癖
蕨

6号土坑           2.
1.10YR3/4嗜 褐 粘質ンルト
しまり強 粘あり
2.10YR4/3に ぶい黄褐 粘質ンルト
しまり中 粘あり
3.10YR4/4褐 色 粘質ンルト
しまり弱 粘あり

8号土坑
1.10YR3/4暗 褐 粘質ンルト

4'2.お幸暫み3憎索a黄褐粘質シルト
しまり中 粘あり
3.10YR4/4褐 色 粘質ンルト
しまり中 粘あり

9号土坑
1 10YR3/4暗 褐 粘質ンルト しまり中 粘あり
礫 (極小)を含む (3%)
2 10YR4/3に ぶい黄褐 粘質ンルト しまり中 粘あり
礫 (極小～中)を含む (1%以下)
3.10YR4/4褐 色 粘質ンルト しまり中 粘あり

第 2図 永田Ⅲ遺跡検出遺構(1)

7号土坑
1 10YR3/4暗 褐 粘質ンルト
しまり中 粘あり
10YR4/4褐 色 粘質ンルト
しまり中 粘あり

A                   A'
トーーーーL=161900m  

―
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／
謁工辟Ａ

響咄 ヽ 1諜
2号炭窯

1号焼土
1 5YR4/4に ぶい赤褐色
強い酸化焼土 固い 粘なし
2 75YR5/6明褐 弱い酸化焼土
しまり強 粘ややあり

A    L=162 200m    A

―
      

―

X
A'   I B2d→ N2m

XhW→
Ы亜

1号炭窯
1 10YR3/4暗 褐 粘質シルト
しまり強 粘性強
焼土を粒状に微量、炭化物を

粒状に中量含む

2 10YR2/1黒 色 しまり中
粘性強 (炭化物層)

厚さ5 mm程度の焼土

(5YR4/8赤 褐)を底部に含む

A

―
L‐ 162200m

2号炭窯
1 10YR3/4嗜 褐 粘質ンルト
炭化物を微量含む

2 10YR2/1黒 色 しまり強

A

-

しまり強 粘性強

粘性強 (炭化物層)

X
IBlc→ N3m

A                         A'
トーーーーL=161800m        

―
3号炭窯
1 10YR3/4暗 褐 粘質シルト
しまり強 粘あり
炭化物を粒状 (極小)に
少量含む (1%以下)
2 炭化物層 (厚さ5 mm程度の
焼土を底部に含む)

A                   A'
l    L=161900m    

―
6号炭窯

A

―
L=162000m

rX・
1巧

荒4盈

5号炭窯
1 10YR3/3暗 褐 粘質シルト
しまり強 粘あり

1 10YR3/4暗 褐 粘質ンルト しまり強 粘ややあり
2 炭化物層 (厚さ 5 Eua程度の焼土を底部に含む)

1号住居跡石囲炉

釦?

_吋'た標T薙振り
腰シ雰

◎毘
Osl

A                 A'
トーーー L=162000m 

―

炭化物を多量に含む

(下位にしたがって炭化物層)

厚さ5 Dn程度の焼土を底部に含む

0              1:50             2rn

1号住居跡

X IAlln→W3m

Pit l 0              1:25

ⅡAllm
→SlmW3m

X 釦む
A
I―
十~~~L=162000m

Ⅲ■|,■ ||||ケ lⅢII´ri.II,,|ュ |=■●■|―

石囲い炉
1 10YR2/3黒 褐 砂質ンルト しまり強 粘なし

と■1

Piti

l 10YR2/2黒 褐 粘質ンルト しまりややあり
粘なし 礫 側 )ヽを含む (1%)

0         1:50        2m

3号炭窯

4号炭窯

ノヾイプによるカクラン

石囲い炉

潰績宗 渓さ( 哩  土

151
卜
　
度

ル
し
程噌檸鰯

μ
強
入
ＹＲ３却駆

１０
し
小

10YR3/4曙褐ンルト
しまり強
粘ややあり

③ H

永田Ⅲ遺跡検出遺構(2)
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10号土坑

多ィFょ
X
IA17t→S2m

A'

A
トーーーーL=161400m

逮  SO lジ元

A                 A'
トーーーーL=161500m 

―

〆
10号土坑
1 10YR3/4暗 褐 粘質シルト しまり中 粘性強
2 25Y3/2黒褐 粘質ンルト しまり中 粘ややあり
3 25Y3/3暗オリーブ褐 粘質シルト しまりなし
粘ややあり

13号土坑

性
L=m∞ Om_'

13号土坑
1 10YR3/4暗 褐 粘質シルト
しまり中 粘性強

号陥し穴状

14号土坑
1 10YR3/4暗 褐 粘質シルト
しまり強 粘あり
2 10YR4/4褐 色 粘質シルト
しまりやや強 粘あり
3 10YR3/4暗 褐 粘質ンルト
しまり強 粘あり
10YR4/6褐色上をやや含む

A
トーーーーL=161500m

A'

-

+
IA15s→S2m

|―――――L=161500m

1号陥し穴状遺構
A― A'・ B― B'
1.10YR4/4褐 色 粘質ンルト しまり中 粘性強
2 10YR3/4嗜 褐 粘質ンルト しまり中 粘性強
3 10YR4/4褐 色 粘質シルト しまり強 粘性強
4 10YR3/3暗 褐 粘質ンルト しまり弱 粘性強
5 10YR4/4褐 色 粘質シルト しまり中 粘性強
炭化物を微量含む

6 10YR3/4暗 褐 粘質ンルト しまり弱 粘性強
7.10YR3/8嗜 褐 粘質ンルト しまりなし 粘性強

A               A'
トーーーL=161400m 引

2号焼土
1 5YR4/4に ぶい赤褐色 強い酸化焼土
固い 粘なし
2 75YR5/6明褐 弱い酸化焼土
しまり強 粘ややあり

0              1:50             2rn

掘
り
過
ぎ

性 L=お 1鍋Om― AA'

-

■号土坑
1 10YR3/4暗 褐 粘質ンルト しまり中 粘性強

＼ 14号土坑 沐

簸よく(:3))ぢ鞠九号土坑
よ◎J
仁 L=血開Om―イ

12号土坑
1 10YR2/3黒 褐 粘質ンルト しまりややあり
粘あり 黄橙色土をブロック状に含む
2 25Y6/4に ない黄 ンルト しまりなし 粘なし
3 10YR3/3暗 褐 粘質シルト しまりややあり 粘あり
4 10YR3/4暗 褐 粘質シルト しまりややあり 粘あり

〉(IA13m

15号土坑
1 10YR3/4暗 褐 粘質ンルト
しまり中 粘あり
焼土・炭化物を少量含む (1%以下)
2 10YR4/4褐 色 粘質ンルト
しまり中 粘あり
3 10YR4/4褐 色 粘質ンルト
しまり中 粘あり 砂質土 (地山)を含む
4.10YR3/4暗 褐 粘質シルト
しまりやや強 粘あり

× IA16g
→N2m
Wlm

2号焼土

A'

＼̂カ
クラン
タ/

B区北端柱穴群

X
IAllk
→W2m

第 4図 永田Ⅲ遺跡検出遺構(3)

ＰＰ４②
ＰＰ３③

◎P%
0           1160          2rn

ＰＰ２＠ 削⑤

深 さ(cl, 埋  土
PPl 10YR3/4暗褐ンルト しまり強粘ややあり
PP2 237 10YR3/娼 褐ンル ト しまり強 粘ややあり

PP4 101rR3/4暗 褐ンルト しまり強粘ややあり
PP5 10YR3/4暗褐シルト しまり強粘ややあり
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0         1:4       10cn

(1～ 4・ 7A・ 7B'9'13)

第 5図 永田Ⅲ遺跡出土遺物(1)
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o                   l:2                  10clll

(5'6・ 8・ 10～ 12・ 14)

No 出土地点 層 位 器種 部位 原 体 特 徴 時 期 図 版

2号十坑 17+ 欽 底 部 LR橋斜め 胎土に砂を含む <2号 土坑RPl> 弥生後期 1ッ
/4 1/4

2 8号土 IJL 理 十 甕 回綴～ H同部 LR給 日綴渡形文 ?、 日唇に刻目、頸部に沈線・刻日<8号土坑RPl> 弥生中～後期 1ッ
/4

1ノ
/2

3A IA-16s Ⅲ層上 深 鉢 RL縦斜め 卜生中～後期 1/4 1/4
IA-16s 皿層上 深鉢 胴部～底部 RL縦斜め 3Aと 1司一個体 弥生中～後期 1ッ

/4
1ッ
/4

4 Ⅲ層「 蓉 胴部～底部 RL縦斜め 燃糸状 ? 歌牛中～後期 1/4 1/4

5 B区・ Tl Ⅱ層ト 打同罰
`

LR積斜め 磨消纏支
`雲

形支 ?) 太洞 C2 1/2
6 B区・ Tl Ⅱ層下 鉢 日縁～胴部 RL橋 口唇 に縄又、沈線 弥生後期 ? 1/2 1/2
7A R頸 Ⅲ層「 鉢 口縁～胴部 RL桔斜め 口唇 に縄文、沈線間に交互刺笑列 株や後期 1/4 1/2
B区・ T6 Ⅲ層上 鉢 日縁 RL積斜め 口層に纏支、流線 FBIIに李VT剤 突冽k下の沈練が 2つ に分かれる 弥生後期 1/4

8 IA-1l o Ⅵ層下 i鶴 ? 頸 部 RL橋 充線、鋸歯文 7 弥生後期 ? 1/2 1/2
Ⅶ層百「 深鉢 口綴～胴部 沈線、山形文 ? 珠 牛 1ッ/4 1ッ

/2

IA-13ゼ Ⅶ層直上 口縁～胴部 LR縦 口縁に緯鎧状路帯で開まれた磨消縄文区画がある 縄文後期初 VR 1/Z
11 B区 Ⅵ 層 深鉢 口縁～頸部 RL縦 折返 し口縁、頸部無文、 弥生中～後期 1/2 1/2
R願 Ⅵ 層 深鉢 回縁～ 1同部 RL縦 口縁部無文、頸部隆帯刺突 大太 10 1ッ/2 1ッ

/2

B送 深鉢 回縁 ～胴 部 RL積 太洞C lorc 2 1/4 1/2

14 B区 V暦 日縁～胴部 頸部縄文、日縁・肩部にB突起、沈線間に刺突、磨消縄文 大洞 C2 1/2 1/4
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(19)
土 器

出土地点 層 位 器種 罰
`t立

原 体 特 徴 時期 図 版 写真

B区 Ⅵ層 深鉢 胴 部 LR縦 沈線、充填文 太木 9 1/2 1/2
B区 Ⅵ層 深鉱 編文後期前翼 1/2 1/2
BI∠ Ⅵ層 ト 饗 顎 部 RL縦 1/2 /2
B区北西側 Ⅵ層 深鉢 LR縦斜め 底面 に網代痕 1/4 1/6
B区 Jヒ西側 Ⅵ層 深鉢 回縁 剖

`無
又 、 撚 糸 X |ラヽ 1ッ

/6 1/8

B区北部中
深鉢 回縁 1ッ

/2 1/2
Ⅵ層 深鉢 RL穫斜め 頸部隆線刺突、底部木葉痕 縄文後期初鎮 1/4 1/6

ⅡB-lc Ⅶ層直上 深鉢 LR締 折返 し口縁 縄文後期初頭～前更 1/2 1/2
大太 10 1/2 1/2

ⅡB-lc Ⅶ層直上 壷 頸部霙起、沈線                          I縄 文後期初頭～雨実 1/4 1/4

第 6図 永田Ⅲ遺跡出土遺物(2)
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⌒    38

10cm

0    37

※( )内 は不完形部の値

No 出十11V点 層侍 熙種 部 仲 原体 特 徴 時期 図 版 写 重

ⅡB-ld Ⅷ層巨上 深鉢 打同部 両布垣支 大木 10 1/2 1/2
IB-2c Ⅵ層 一望 胴部 縄文後期初頭～前棄

縄文後期初頭～前葉

1ッ
/2

1ッ
/2

Ⅵ層 ト 深 鉢 日綴～胴部 LR縦 回綴か ら3 5clほ ど無文帯、原体押圧文 1ッ
/4 1/2

器

No 器種 Eさ
`cl)

幅 (cl) ヨさ(cl ξ肇(FFう 石管 特 徴

8号土坑 埋土 123 加う 議・ 磨痕 く8号土坑 Sl> し/4 1/4
1号住居 床 上 磨 石 7E蘭既岩 (北上山地) 2面に磨雇 <1号住居 Sl> 1ッ

/4 1ッ/4

Cl陳 石 鏃 (17 11 赤色百岩 (産地不明 )

Cl区 Ⅱ層 石製品 玩具 ? し/2 1/2

IB-2d Ⅶ層直上 石 鏃 壁質負岩 (奥羽山脈 , 平芸有菜 1ッ
/2 1/2

VI層直「 痛 鏃 メノウ (興羽山脈 ) 平姦有茎

IB-2d Ⅶ層直上 石 鏃 メノウ (菫羽 II‖旅う 平基有茎 1ッ/2 lッ
/2

陶磁器
No 出土地点 層 位 種 別 器 種 fm)I恵 さ (cml 綸薬等 産地 特 徴 年 代 図版 写 真

SW04周 辺 Ⅲ匿上 磁 器 碗 回 染 付 】巴而 1/2 1/2
R灰 Ⅱ層理十 磁 器 硫 底部 染 付 据巴前 コンニャクH」半」 1/2 1/2

鉄製品
層什 寒種 ヨさ(cla 転三(clう 軍さ(cl) 勇量 (宜 ) 特徴 偏 考 写 亘

5号炭窯 炭化物上 釘 断面方形 <5号 炭窯RMl> 1//2 1/2

C4区 表十埋十 鏃 柄部欠損 撹乱層埋土 1ッ
/2

1ッ
/2

第 7図 永田Ⅲ遺跡出土遺物儒)
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2号土坑 平面 2号土坑 断面

8号土坑 8号土坑 断面

1号焼土 断面

1号炭窯 平面                 1号 炭窯 断面

写真図版 1 永田Ⅲ遺跡検出遺構(1)

1号焼土 平面
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5号炭窯 平面 5号炭窯 断面

12号土坑 平面

1号住居跡

写真図版 2

12号土坑

1号住居鱗及びB区北端柱穴群

永田Ⅲ遺跡検出遺構(2)
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1号陥し穴状遺構 平面



写真図版 3 永田Ⅲ遺跡出土遺物(1)
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なかつちぶち

(46)中土淵遺跡

所  在  地 遠野市土淵町土淵第 3地割字中土淵161

委  託  者 遠野地方振興局遠野農村整備事務所

事  業  名 県営ほ場整備土淵地区 (担い手育成区画整理型)

発掘調査期 間 平成14年 9月 17日 ～10月 30日

調査対象面積 1,600ピ

発掘調査面積 1,600ピ

遺跡番号・ 略号 M F46-0500。 NTB-02

調 査 担 当 者 阿部孝明・吉田充・小林弘卓

協 力 機 関 遠野市教育委員会

1.調査に至る経過

中土淵遺跡の発掘調査は、遠野地方振興局のほ場整備事業 (担い手育成区画整理型)に先立ち、その事業

区域内に所存する埋蔵文化財の発掘調査とその記録保存を図ることを目的として実施 したものである。中土

淵地区の埋蔵文化財包蔵地については、岩手県教育委員会が分布調査を実施 し、その結果に、基づいて (遠

野地方振興局遠野農村整備事務所)と協議を行い発掘調査をlVll岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの

受託業務とすることとなった。

遺跡位置

-195-
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2.遺跡の立地

中土淵遺跡は」R釜石線遠野駅より北東に約 4 km離れたところに位置する。西の八幡山 (408m)と 東の下

山 (363m)に 挟まれ、その間を五日市川が北流する。本遺跡は五日市川により形成された右岸の段丘上に

立地する。遺跡周辺の標高は約290mで、南東から北西方向に微傾斜する。現況は水田である。

3.遺跡の基本層序

下山を含む遺跡周辺には白亜紀花南岩が広く分布 し、風化・侵食された物質により本地形が形成されてい

る。また伏流した地下水が遺跡北側と東側に常時しみでている。遺跡の地山は同様の物質からなる更新統～

完新統の灰白色粘土層で、泥炭層を介在させる。その上位に黒色上がのる。地山が窪んでいる部分では黒色

土直下に十和田―中撤火山灰が時々層状に堆積する。基本土層は次の通りである。なお全層序に石英や金雲

母を含む。

I層  5YR2/1黒 褐色砂質粘土 しまりなし <耕 作土 >

Ⅱa層  2.5YRl.7/1赤黒色砂質粘土 風化 した

数nllnの花蘭岩片含む 固くしまる   <耕 作に伴う撹乱層 >

Ⅱb層  2.5YRl.7/1赤黒色砂質粘土に10YR6/1

灰褐色砂質粘土が塊状に混入する (15%)

しまる

Ⅱc層  10Rl.7/1赤 黒色砂質粘土 風化した

数llullの 花蘭岩片含む しまる 基本土層

Ⅲa層  2.5YR2/1赤 黒色砂質粘土 しまる       ウ

Ⅲb層  10Rl.7/1赤黒色砂質粘土 しまる   <古 代の遺構検出面 >

Ⅳ層  10YR7/6明黄褐色軽石質粘土     <十 和田―中倣火山灰 >

V層  10YR8/6黄橙色砂質粘土  非常に固くしまる

<縄文時代の遺構検出面、地山>

4.調査の概要

検出された遺構は竪穴住居跡 2棟、竪穴状遺構 1棟である。

<竪穴住居跡> いずれも北側の旧沢跡に隣接して検出された。沢跡は3回の時期に流れた痕跡があり、 1

号住居跡は 2回 目の時期に溢れ出た水に浸食され北壁を失い、その堆積物に一部覆われている。 2つの住居

跡ともに開墾時の撹乱を受け、遺構の上中部は削平されている。さらに 1号住居跡は県の試掘調査で煙道部

分を削平されている。

1号住居跡はL7区に位置する。最下部のみ検出された。平面形は隅丸方形を呈し、規模は3.25以上×3.21

mである。埋土は主に灰褐色砂質粘土である。壁は外傾して立ち上がる。壁高は南壁 8 clll、 東壁 10clll、 西壁

8 clllである。床は固くしまる。柱穴は検出されていない。カマドは東壁中央付近で検出された。開墾時の削

平により燃焼部を残すのみである。径90cmの円形状の焼土が形成され、厚さは約10cmである。煙道部は削平

されて存在しない。

2号住居跡はLoM6区 に位置する。最下部のみ検出された。平面形は隅丸方形を呈し、規模は3.20× 2.74

mである。埋土は 1層である。住居跡地山の黒色粘土と沢を埋める灰褐色砂質粘上の混合土である。埋土上

中部層は開墾時の撹乱層であり、重機による粗掘で除去した。砂質粘土は花南岩起源のもので、石英
。金雲

母が多く含まれる。壁は外傾して立ち上がる。壁高は北壁1lcm、 南壁13cm、 西壁 9 clllで ある。床面は固く

Ｏｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ

Ⅱａ

Ｉｂ

Ｉｃ
Ⅲａ
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しまる。多少凹凸があり、やや中央部分が浅く窪む。柱穴は検出されていない。東壁のカマド南側の床面で

土坑Plを検出している。規模は70× 63clllで、平面形は楕円形を呈する。埋土には焼土粒・炭化物片・須恵

器郭片が混入し、底面からも須恵器郭片が出土した。貯蔵穴と考えられる。カマドは東壁の中央で検出され

た。廃棄後の崩落と開墾時の削平により、わずかに袖部最下部と燃焼部下部が残るのみである。燃焼部は煙

道方向にU字状の不整な形を呈し、規模は50× 52cmで ある。焼上の厚さは約 3 cmである。底面で甕の破片が

出土し、支脚に使われたと考えられる。煙道部1よ緩やかに下降し、煙出し部で垂直気味に立ち上がる。煙道

部は長さ約 2m・ 最大幅46cmで、煙出し部は径44× 34cm、 深さ27cmである。上半部が削平されているため上

部構造は不明である。

<竪穴状遺構> 調査区北側のC・ D8～ 9区に位置する。V層の地山を確認中円形状に残るⅢb層を検出し
た。プラン内は浅く窪み、底面でほぼプランに沿って巡る柱穴状小土坑を13基検出した。炉跡はなく、遺物

も出土しないことから竪穴状遺構とした。規模は約4.1× 4mである。土層観察用ベルトが調査区の冠水時

に崩落したため断面は載せていない。埋土はおもに赤黒色砂質粘土で、最下部に灰褐色粘土薄層が床面を中

心に広がっている。壁は四方に緩く立ち上がる。13基の柱穴状土坑のうち浅いものは自然の作用による可能

性もある。遺物は本遺構に近接した場所で出土している。風化により文様は不明であるが、胎土の様子から

縄文後期～晩期頃と考えられる。本遺構も同時期の可能性が大きい。

5。 出上遺物

大コンテナ 1箱分の土器片が出上している。土師器と須恵器が79点、縄文土器片が 2点出土している。出

土場所は住居跡内と南・北 トレンチ内である。器種別では郭が多く、甕の破片は4点である。 1～ 3は 1号

住居跡から出土している。 1はカマド内、 2は埋土から出上し、ともにロクロ調整されている。 3は土師器

甕の底部でカマド内から出土し、内外面ともにヘラナデ調整である。 4～ 10は 2号住居跡から出土している。

4は須恵器郭で、ロクロ調整され、底部は回転糸切りで切り離されている。 5は土師器甕の胴下部で、ロク

ロ調整されている。底部は回転糸切りで切り離されている。 6は須恵器郭の日縁部でロクロ調整されている。

7は土師器甕の口縁部片で内外面ともにナデとヘラケズリで調整されている。 8は土師器郭の底部片でロク

ロ調整され、内面は黒色処理が施されている。 9は土師器界の完形品である。内外面ともにナデ調整され、

底部に木葉痕?が施されている。10は須恵器堺で、ロクロ調整されている。■～15は南 トレンチから出土し

た。11は須恵器堺、13・ 15は土師器郭でそれぞれロクロ調整されている。11・ 15の底部は回転糸切りで切り

離される。13は摩滅が著しく不明である。13は内面に黒色処理が施される。12は土師器甕の破片でナデとヘ

ラケズリで調整されている。14は須恵器甕の胴部片で外面に叩き、内面に当て具痕が施される。16・ 17は

縄文土器片で、摩滅が著しく文様は不明である。

6。 まとめ

今回の調査で検出された遺構から本調査区は主に平安時代の集落跡であることがわり、人々の生活の痕跡

の一端を知りえることができた。調査区の 2ヶ 所で西流する沢跡が検出され、旧沢沿いに住居跡が構築され

ていることがわかった。また、調査区の南側がさらに高くなっていることを考えると南側に集落の主体部が

さらに広がっている可能サl■ もある。

なお、中土淵遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。

―-197-―



〇
〇
〇
ヽ
い
０
．め
Φ
＝

隣

0                 1:2,000               100m

調査区位置図 0           20rn

―

遺構配置図

≒7

く
卜 L=290500m    呵

1.75YR5/6明褐色 焼土
2 75YR5/1褐灰色砂質粘上 しまる

A

卜 L=閉α醐Om Ａ引

1 75YR4/1褐灰色砂質粘上 しまる
2.10YR3/2黒 褐色土ンルト しまる

1号住居跡
0      1m

―

第 1図 中土淵遺跡・調査区位置図・遺構配置図・ 1号住居跡
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2号住居跡

1号竪穴状遺構

離

L=290500m
d          d'

マ
dd'

1 75YR2/1黒色砂質粘土と4/2灰褐色砂質粘土との混合土
2 75YR2/1黒色砂質粘土 土器片・炭化物片含 しまる
3,75YR4/2灰褐色砂質粘土 土器片・炭化物片含 しまる

しまる

L=290500m

b  L=290500m

aaもも'cc

1 75YR3/1黒褐色砂質粘土 しまる く天丼部崩落土〉
2 75YR4/3褐色砂質粘土 焼土粒混入 しまる く天丼焼成部〉
8 75YR4/6褐色焼と しまる くぬ暁部〉
4 10YR17/1黒色炭化物集積
5 75YR6/2灰褐色砂質粘土 しまる く袖燃成部〉
6 75YR4/1灰褐色砂質粘土と7 5YR2/1黒色粘土との混合土 しまる
7 75YR2/2黒褐色砂質粘土 金雲母 。長石・石英含 しまる
8 75YR3/1黒褐色砂質粘土 褐鉄鉱斑点 金雲母・石英含 しまる

25YR3/3暗 オリーブ褐色土 粘性あり 締まり弱
25YR4/1黄 灰色土 粘性あり 締まりなし

ト

『，ａａ出万枷中〕Ｖ２

い
＝
Ю
ｏ
μ
ｏ
ｏ
ｏ
日

ト

1 75YR4/1灰褐色砂質粘土と7 5YR2/1黒色粘土との混合土

Ｐ
勇
　
　
　
　
　
Ｐ５
篤
∪

柱穴番号

径 (長 X短) 16X10 28× 18 16× 13 16× 14 32× 20 11× 9 12X10 40X31 20X12 14X14 15X14 20× 16 17× 15

深 さ 17 Iユ 6 8 10 10

第 2図 中土淵遺跡・ 2号住居跡・ 1号竪穴状遺構
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2｀  似

葵 4

5

13

第 3図 中土淵遺跡出土遺物
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調査前風景 調査区全景 (北から)

G4区土層断面 K4区土層断面

1号住居跡完掘 (西から) 1号住居跡断面 (東西 )

1号住居跡カマド南北断面

写真図版 1 中土淵遺跡検出遺構
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1号住居跡遺物出土状況



2号住居跡完掘 (西から) 2号住居跡断面 (南北)

2号住居跡カマ ド南北断面 2号住居跡煙道東西断面

2号住居跡遺物出上状況 1号竪穴状遭構完掘

1号竪穴状遺構柱穴完掘 (東 ) 1号竪穴状遺構柱穴完掘 (北 )

写真図版 2 中土淵遺跡検出遺構
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電
鷲 欝 穐 ‰

勧
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写真図版 3 中土淵遺跡出土遺物
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上器観察表

No 種別・器種 出上位置。層位 日径 (gl) 底径 (cnl) 器高 (cla) 調整 (外/内 ) 備 考

1 須恵器・ 郭 1号住・カマ ド (139) ロクロ//ロ クロ

2 須恵器・郭 1号住。1層 (135) ロクロ/ロ クロ

3 土師器・甕 1号住・カマ ド (110) ヘラナデ/ヘラナデ 底部摩滅

4 須恵器・郷 2号住 ロクロ//ロ クロ 底部糸切り

土師器。小型甕 2号住 ロクロ//ロ クロ 底部糸切り

須恵器・郭 2号住 (152) ロクロ//ロ クロ 底部糸切 り

7 土師器。甕 2号住 (191) ヨコナデ・ヘラケズリ/ヨ コナデ・ヘラナデ

土師器・郭 2号住 (57) ロクロ/黒色処理・ミガキ 底部糸切 り

土師器・郭 2号住 (135) ナデ/ナ デ 底部木葉痕 ?

須恵器・ 郷 2号住 (131) ロクロッ/ロ クロ 底部糸切 り

11 須恵器・ 郭 南 トレンチⅡ c層 (150) ロクロ//ロ クロ 底部糸切 り

土師器・ 甕 南 トレンチIc層 (212) ヨコナデ・ヘラケズリ/ヨ ヨナデ・ヘラナデ

t3 土師器・ 郭 南 トレンチIc層 (57) ロクロ/黒色処理 摩滅著 しt

須恵器。甕 南 トレンチ Ic層 タタキ/当て具

土師器・ 郭 南 トレンチⅡ c層 (59) ロクロ//ロ クロ 底部糸切 り

縄文上器 。深鉢 北 トレンチⅢb層 摩滅著 しし

17 縄文土器・ 深鉢 D9区 Ⅲb層 摩滅著 しヤ
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委  託  者

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象総面積

遺跡番号・ 略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

こまごめ

(47～53)駒込遺跡ほか 6遺跡

農林水産省東北農政局いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成14年 10月 10日 ～11月 8́日

22,0001ド

N E44 1256 N E44 0230 N E44-0370 N E45 0095

N E45-1049 N E45 0065 N E45 0031

飯坂一重・丸山直美 。原 美津子・齋藤麻紀子

岩手県教育委員会生涯学習文化課

遺跡位置
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駒込遺跡ほか 6遺跡の試掘調査に至る経過

国営いさわ南部農地整備事業実施地区は、岩手県の南西部に位置し、胆沢川から北上川にかけての扇状地

の右辺部にあり、標高 110～ 210mの段丘地形を呈 している。この地形のなかに位置する「西風遺跡」、「二の

台遺跡」、「鶴供養遺跡」、「主計谷地遺跡」、「竹地子遺跡」、「駒込遺跡」、「二の沢Ⅱ遺跡」は、「国営いさわ

南部農地整備事業」の施行に伴って、その事業区域内に存することから試掘調査を実施することとなったも

のである。

この地区の農業は、水田を主体とした経営により発展 してきたものの、所有耕地が分散 し区画形状は未整

備もしくは昭和30年代に整備された10a区画がほとんどで、かんがい用水不足に加え用排水路も未整備なこ

とから農業の近代化が図れないまま生産性の低い農業経営を余儀なくされている。

このため、農用地の効率的利用と労働生産性の高い農業経営の展開が可能な生産基盤を形成するため、国

営かんがい排水事業等により基幹的な用排水施設を整備 し、本事業では既耕地を再編整備する区画整理875

haと 地目変換による農地造成 8 haの 地域を一体的に施行 し、併せて担い手への農地利用の集積による経営

規模の拡大と経営の合理化を図るとともに、土地利用の整序化を通 じ農業の振興を基幹として本地域の活性

化に資することを目的に、現在事業を進めている。

この地区の埋蔵文化財包蔵地については、岩手県教育委員会が平成 8年度に分布調査を実施 し、「西風遺

跡」、「二の台遺跡」、「鶴供養遺跡」、「主計谷地遺跡」、「竹地子遺跡」、「駒込遺跡」、「二の沢Ⅱ遺跡」が確認

されている。その結果に基づいて岩手県教育委員会は東北農政局胆沢猿ケ石土地改良建設事業所に対 し事業

について照会 した。回答を受けた岩手県教育委員会は東北農政局胆沢猿ケ石土地改良建設事業所いさわ南部

農地整備事業所と協議を行い、試掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業と

することとした。

これにより、岩手県教育委員会は平成14年度事業について、平成14年 1月 15日 付「教文第1441号」により

財団法人岩手県文化振興事業団へ通知 した。

これを受けて財団法人岩手県文化振興事業団は「西風遺跡」、「二の台遺跡」、「鶴供養遺跡」、「主計谷地遺

跡」、「竹地子遺跡」、「駒込遺跡」、「二の沢Ⅱ遺跡」の 7遺跡について同年 9月 26日付で、委託契約を締結 し、

10月 10日 から試掘調査に着手 した。           (農 林水産省東北農政局いさわ南部農地整備事業所 )
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試 掘 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(47)西風遺跡

胆沢町小山字西風

農林 水産省東 北農政局

いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成14年 10月 10日 ～10月 28日

2,406rド

2,140∬ (未了分266∬ )

N E44-1256

飯坂一重・丸山直美 。原 美津子

齋藤麻紀子

岩手県教育委員会生涯学習文化課

遺跡位置 1:50,000 水沢

1.遺跡の立地

西風遺跡は、 JR東北本線前沢駅の北西約7.3kmに位置 し、胆沢扇状地の高位段丘面にあたる一首坂段丘

上崖縁付近に立地する。標高は144～ 150mで、白鳥川との比高は約10mで ある。

2.基本層序

本遺跡の基本層序は次の通りである。

I層  10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト

表土 水田耕作土 層厚15～ 30cm

Ⅱ層 10YR3/4暗 褐色粘土質シル ト

盛土 一部礫混 じる 層厚0～ 130cm

Ⅲ層 10YRl.7/1黒 色シル ト 旧表土

削平のためほとんど存在 しない 層厚0～ 20cm

Ⅳ層 10YR5/6黄 褐色粘土 地山

3.調査結果

<検出遺構・ 出土遺物 > 調査の結果、試掘範囲内においては

遺構・遺物とも確認されなかった。

4。 まとめ

今回の試掘調査によってTl～ T25の いずれからも埋蔵文化財は確認されていない。調査区は北東に向かっ

て緩やかに傾斜 している。南側の トレンチは盛上が厚い。旧表土が見られるトレンチも南側に集中している。

これに対 し、表土直下地山となるトレンチは調査区内にまんべんなく見られる。調査区一帯は胆沢開拓によ

り旧地形が改変されているものと判断される。 T26～29(266ポ)は耕作中であるため調査を行わず、次年

度着手とした。なお、西風遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。

I

Ⅲ

i    Ⅳ     i
]          |

基本土層柱状図
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(48)二の台遺跡

胆沢町小山字二の台

農林水産省東北農政局

いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成14年 10月 15日 ～10月 30日

1,964fド

1,834∬ (未了分130ピ )

N E44-0230

丸山直美・齋藤麻紀子 。原美津子

岩手県教育委員会生涯学習文化課
遺跡位置

1.遺跡の立地

駒込遺跡は、 JR東北本線前沢駅の北西約8.2kmに位置し、胆沢扇状地の中位段丘面にあたる上野原段丘

に立地する。調査区の標高は157～ 163m前後で、白鳥川との比高は約10mほ どである。

2.基本層序

本遺跡の基本層序は次の通りである。

I層  10YR4/3鈍 い黄褐色粘土質シル ト 明黄褐色粒 3%

表土 水田耕作土 層厚20cm

Ⅱ層 10YR6/6明 黄褐色粘土と10YR3/1黒褐色粘土質シル ト

の混合土 盛土 層厚 20clll

Ⅲ層 10YR3/1黒 褐色粘土質シル ト 旧表土 層厚 15clll

Ⅳ層 10YR3/3暗 褐色粘土質シル ト 漸移層 層厚20cm

(Ⅲ ～Ⅳ層は西半部の一部のみ残存する)

V層  10YR6/6明 黄褐色粘土 地山

3.調査結果

<検出遺構・出土遺物> 調査の結果、Tl、 T2、 T5、
T25よ り陥し穴状遺構 2基の合計 8基を検出した。遺物はT

だ い

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

試 掘 面 積

遺跡番号・ 略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

〕    V     i
l           '
基本上層柱状図

T12、 T23、 T29よ り陥し穴状遺構を各 1基、

1の表土中よリフレイク 1点が出土 した。

4。 まとめ

Tl、 T2、 T5、 T12、 T23、 T25、 T29で I層からⅣ層までを除去 した (25～ 65cm)段階で陥し穴状

遺構計 8基を検出した。検出面はいずれもV層である。西半部では盛土下層に旧表上が残存するが、北東側

では盛土直下で地山、南半部では耕作土直下で地山となる。このため、西半部の遺構については削平を受け

ずに残存 したものと考えられる。 T9、 T13、 T14は 耕作中であるため調査を行わず、次年度着手とした。

なお、二の台遺跡に関わる調査はこれをもって全てとする。
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二の台遺跡出土遺物Ｔ２９

　

　

　

醐
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二

0    1:800   20m

Tl 陥し穴状遺構 T2 陥し穴状遺構

T5 陥し穴状遺構 T12 陥し穴状遺構

T23 陥し穴状遺構 T25 陥し穴状遺構

二の台遺跡試掘状況写真①
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T25 陥し穴状遺構 T29 陥し穴状遺構

T2 断面

Ｅ
医
寺
Ｔ

二の台遺跡試掘状況写真②
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所  在  地 〒0200853 岩手県盛岡市下飯岡11185 T E L 019(638)9001・ 9002
発行年月 日 西暦2003年 3月 28日

ふ り が な

所収遺跡名

な

地

洵

在

りふ

所

コー ド 】ヒ糸革 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

二の台遺跡 岩手県胆沢郡

胆沢町小山字

二の台

０
０ N E44
-0230

度

分

秒

９

４

　
５

141度

02分

35秒

20021015

20021030

1,834■ド 国営いさわ南

部農地整備事

業に伴う緊急

発掘調査

所収遺跡名 種 丹」 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

二の台遺跡 散布地 縄文 陥し穴状遺構 フレイク 1点
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つる く よう

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

試 掘 面 積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(49)鶴供養遺跡

胆沢町小山字二の台

農林 水産省東北農 政局

いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成14年 10月 23日 ～10月 30日

746rド

638だ (未了分108∬ )

N E44-0370

飯坂一重・丸山直美 。原 美津子

齋藤麻紀子

岩手県教育委員会生涯学習文化課

遺跡位置 ■50,000 水沢

1.遺跡の立地

鶴供養遺跡は、」R東北本線前沢駅の北西約7.5kmに位置し、胆沢扇状地の中位段丘面にあたる上野原段丘

に立地する。標高は145m前後で、白鳥川との比高は約10mで ある。

2.基本層序

本遺跡の基本層序は次の通りである。

I層  10YR3/3暗 褐色粘土質シル ト 表土 水田耕作土

層厚20cm

Ⅱ層 10YR3/2黒 褐色粘土質シル ト 盛土

層厚0～ 20cm

Ⅲ層 10YR6/41こ ぶい黄褐色粘土 地山

3.調査結果

<検出遺構・ 出土遺物 > 調査の結果、試掘範囲内においては

遺構・遺物とも確認されなかった。

4.ま とめ

今回の試掘調査によってTl～ T9の いずれからも埋蔵文化財は確認されていない。ほとんどの トレンチ

で盛上下で地山が確認された。標高の低い東側水田T8、 T9では表上下で黄褐色の地山が露出した。 Tl、

T2は畦畔をはさんで 2枚の水田にまたがリトレンチを入れたが、いずれの水田でも暗渠施設が施されてい

た。調査区の水田は、胆沢開拓とその後の整備事業により、かなり大規模に改変されているものと判断され

る。 T5の東側畑部分 (60♂ )と T10(48∬ )は耕作中であるため調査を行わず、次年度着手とした。なお、

鶴供養遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。

基本土層柱状図
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T6 断面

鶴供養遺跡試掘状況写真

報 告 書 抄 録

鶴供養遺跡 トレンチ位置図

おゝ り が な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう

董 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シ リー ズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第423集

編 著 者 名 飯坂一重

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所  在  地 〒0200853 岩手県盛岡市下飯岡11185 TEL 019(638)9001・ 9002
発行年月 日 西暦2003年 3月 28日

おゝ り が な

所収遺跡名

な

地

ヵ

在

りふ

所

コー ド 引ヒね単 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

鶴供養遺跡 岩手県胆沢郡

胆沢町小山字

二の台

N E44
-0370

度

分

秒

９

　
４

　
５

141届霊

03う)

10秒

20021023

20021030

638〆 国営いさわ南

部農地整備事

業に伴う緊急

発掘調査

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

鶴供養遺跡 散布地
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こまごめ

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

試 掘 面 積

遺跡番号・ 略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(50)駒込遺跡

胆沢町小山字新田

農林水産省東北農 政局

いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成14年 10月 28日～11月 5日

2,0901ド

1,824ポ (未了分266∬ )

N E45-0095

丸山直美・齋藤麻紀子

原 美津子

岩手県教育委員会生涯学習文化課

遺跡位置 1:50,000 水沢

1.遺跡の立地

駒込遺跡は、 JR東北本線前沢駅の北西約5 8kmに位置し、胆沢扇状地の中位段丘面にあたる上野原段丘

に立地する。調査区の標高は120m前後で、自鳥川との比高は約20mほ どである。

2.基本層序

本遺跡の基本層序は次の通りである。

I層  10YR5/2灰 黄褐色粘土質シル ト 表土 水田耕作土

層厚20cm

Ⅱ層 10YR3/1黒 褐色粘土質シル トと10YR6/8明 黄褐色

地山粘土の混合土 盛土 層厚20cm

Ⅲ層 10YR4/1褐 灰色粘土 炭化物 1% 盛土 層厚15cm

Ⅳ層 10YR5/3鈍 い黄褐色粘土質シル ト 盛土 層厚15cm

V層 10YR3/1黒 掲色粘土質シル ト 盛土 層厚10cm

Ⅵ層 10YR5/4鈍 い黄褐色土 地山 (南半部では礫層となる)

3.調査結果

<検出遺構・ 出上遺物 > 調査の結果、試掘範囲内においては

遺構 。遺物とも確認されなかった。

4。 まとめ

今回の試掘調査によってTl～ T25の いずれからも埋蔵文化財は確認されていない。調査区は北から南に

向かって傾斜する地形にあり、全域で35～60cmの盛土が認められる。南半部の地山は礫層で直上が黒色土層

となるが、木根の混入が多数あり盛土であることが判明した。Ⅳ層とV層は切り盛りの際に、旧表土と地山

が逆転 したものと考えられ、調査区全域が削平 。盛土されていることが判明した。Tl、 T15は耕作中であ

るため調査を行わず、次年度着手とした。なお、駒込遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。

基本上層柱状図
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駒込遺跡 トレンチ位置図

報 告 書 抄 録

ふ り が な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう

菫
日 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シリーズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第423集

編 著 者 名 丸山直美

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所  在 地 〒0200853 岩手県盛岡市下飯岡11-185  TE L 019(638)9001・ 9002
発行年月 日 西暦2003年 3月 28日

ふ り が な

所収遺跡名

な

地

ヵ

在

りふ

所

コー ド 】ヒ緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

駒込遺跡 岩手県胆沢郡

胆沢町小山字

新田

Ｏ
Ｏ

ハ
υ N E45

-0095

度

分

秒

９

４

０

０
ｏ

ハＵ

９

“

141B圭

04う}

15々少

20021028

20021105

1,824■ド 国営いさわ南

部農地整備事

業に伴う緊急

発掘調査

所収遺跡名 種 丹1 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

駒込遺跡 散布地
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さ わ

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

試 掘 面 積

遺跡番号・ 略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(51)二の沢Ⅱ遺跡

胆沢町小山字二の沢

農林水産省東北農 政局

いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成14年 10月 30日～11月 6日

1,092rド

1,092rド

N E45--1049

飯坂一重

岩手県教育委員会生涯学習文化課
遺跡位置 1:50,000 水沢

1.遺跡の立地

二の沢Ⅱ遺跡は、」R東北本線前沢駅の北西約5.6kmに位置し、胆沢扇状地の中位段丘面にあたる上野原段

丘に立地する。標高は118～ 123m前後で、白鳥川との比高は約20mで ある。

2.基本層序

本遺跡の基本層序は次の通りである。

I層  10YR3/4暗 褐色粘土質シル ト

表土 水田耕作土 層厚15cm

Ⅱ層 10YR3/3暗 褐色粘土質シル トと

10YR4/2灰黄褐色粘土の混合土 盛土 層厚 0～ 20cm

Ⅲ層 10YR5/6黄 褐色粘土 地山

3.調査結果

<検出遺構 。出土遺物 > 調査の結果、試掘範囲内においては

遺構・遺物とも確認されなかった。

4.ま とめ

今回の試掘調査によってTl～ T18の いずれからも埋蔵文化財は確認されていない。調査区は家屋を中心

に、それを水田・休耕地が囲む形で広がっている。水田は東に向かい階段状に30～ 40cmずつ低 くなっている。

家屋の西側にあたるT7～ T10では15～ 20cmの盛土が見 られる。それに対 し、家屋のすぐ東の休耕地 Tl、

T3、 T17で は表土直下で地山が確認され、農道をはさんでさらに東側の約70cm低 い水田T18で も薄い盛土

を介しただけで地山となる。調査区の水田は開拓時に削平・盛土が行われ、その後も耕作者により改変が加

えられ旧地形を留めていないものと判断される。なお、二の沢Ⅱ遺跡に関わる報告は、これをもって全てと

する。

:            ]
:            !

基本土層柱状図
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二の沢Ⅱ遺跡 トレンチ位置図

T9 断面

二の沢 E遺跡試掘状況写真

圭
日

と
口

報 抄 録
おゝ り が な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう
董 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シリーズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ器号 第423集

編 著 者 名 飯坂一重

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒0200853 岩手県盛岡市下飯岡11185 T E L 019(638)9001・ 9002
発行年月 日 西暦2003年 3月 28日

おゝ り が な

所収遺跡名

な

地

ヵ

在

りふ

所

ヨー ド ゴヒ布亀 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

二の沢Ⅱ遺跡 岩手県胆沢郡

胆沢町小山字

二の沢

03383 N E45
-1049

度

分

秒

９

　
４

　
０

141度

04分

15秒

20021030

20021106

1,092だ 国営いさわ南

部農地整備事

業に伴う緊急

発掘調査

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

二の沢Ⅱ遺跡 散布地
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たけ ち こ

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

試 掘 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(52)竹地子遺跡

胆沢町小山字竹地子

農林水産省東北農政局

いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成14年 11月 5日

244■ド

94∬ (未了分150♂ )

N E45-0065

齋藤麻紀子・原 美津子
岩手県教育委員会生涯学習文化課

遺跡位置

1.遺跡の立地

竹地子遺跡は、 」R東北本線前沢駅の北西約5,9血に位置 し、胆沢扇状地の中位段丘面にあたる上野原段

丘に立地する。調査区の標高は127m前後で、白鳥川との比高は約27mほ どである。

2.基本層序

本遺跡の基本層序は次の通りである。

I層  10YR5/2灰 黄褐色粘土質シル ト 表土 水田耕作土

層厚 13clll

Ⅱ層 10YR4/1褐 灰色粘土質シル ト 盛土 層厚35cn

Ⅲ層 10YR3/3暗 褐色粘土質シル ト 盛土 層厚50cm

Ⅳ層 10YR2/1黒 色粘土質シル ト 旧表土 層厚20cm

V層 10YR5/4鈍 い黄褐色粘土 地山

3.調査結果

<検出遺構・ 出土遺物> 調査の結果、試掘範囲内においては

遺構 。遺物とも確認されなかった。

4。 まとめ

今回の試掘調査によってT3、 T4の いずれからも埋蔵文化財は確認されていない。

調査区は北から南に向かって傾斜する地形の中にあり、T3で は表土直下が地山となるのに対 して、T4

では80cm以上の盛土が認められる。現況では東側に隣接する畑地が調査区の田面よリー段低 くなっているこ

とから、畑地の上を削って南側の水田に盛上 したものと考えられる。 Tl、 T2に ついては耕作中であるた

め調査を行わず、次年度着手とした。なお、竹地子遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。

I V I

基本土層柱状図
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竹地子遺跡 トレンチ位置図

T3 断面

竹地子遺跡試掘状況写真

報 告 書 抄 録

ふ り が な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう

圭 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シリーズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第423集

編 著 者 名 丸山直美

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所  在 地 〒0200853 岩手県盛岡市下飯岡11185 TE L 019(638)9001・ 9002
発行年月 日 西暦2003年 3月 28日

おゝ り が な

所収遺跡名

な

地

ヵ

在

りふ

所

コー ド 】ヒ糸単 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号
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03383 N E45
-0065

度

分

秒

９
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５

141度

04分

10秒

20021105 94∬ 国営いさわ南

部農地整備事

業に伴う緊急

発掘調査

所収遺跡名 種 丹J 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

竹地子遺跡 散布地
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(53)

胆沢町小山字主計谷地

農林 水産省 東 北農―政局

いきわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成14年 11月 6日 ～11月 8日

442=ド

442rド

N E45-0031

飯坂一重・丸山直美

岩手県教育委員会生涯学習文化課

跡迫退
ち
地や谷

ず
計
か
主

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調査期 間

調査対象面積

試 掘 面 積

遺跡番号・ 略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

2.基本層序

本遺跡の基本層序は次の通りである。

I層  10YR3/1黒 褐色粘土質シルト

表土 水田耕作土 層厚20cm
Ⅱ層 10YR3/1黒 褐色粘土質シルトと

10YR6/8明 黄褐色粘上の混合土 盛土 層厚30cII
Ⅲ層 10YRl.7/1黒 色粘土質シルト 旧表土 層厚120cm
Ⅳ層 10YR6/8明 黄褐色粘土 地山
3.調査結果

<検出遺構・出土遺物> 調査の結果T2において表土層より
近世 。近代の磁器片16点が出上した。遺構は検出されなかった。

遺跡位置 1:50,000 水沢

1.遺跡の立地

主計谷地遺跡は、 JR東北本線前沢駅の北西約6.5臨に位置し、胆沢扇状地の中位段丘面にあたる上野原

段丘に立地する。標高は128～ 135mで岩堰川との比高は約15mで ある。

:    Ⅳ     i
:          〕

基本土層柱状図

4.ま とめ

Tlは水田に囲まれた湿地で、中央部が沢状に窪んでおり盛土 。旧表土が確認された。現況が水田。畑地

であるT2～ T4は表土直下で地山となる。T2表土層より近世 。近代の磁器片数点が出土した。南側上段
にはかつて屋敷跡があったということから、斜面上方から押されて表土に混入したものと判断される。遺構

は確認されなかった。なお、主計谷地遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。

I

Ⅱ

Ⅲ
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主計谷地遺跡 トレンチ位置図

T3 平 面

T3(畑)断 面

主計谷地遺跡試掘状況写真

域 鯵 絨 飴 に電 期
主計谷地遺跡出土遺物
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